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茨城女子短期大学に於ける第三者評価の軌跡

　
　

茨
城
女
子
短
期
大
学
に
於
け
る
第
三
者
評
価
の
軌
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

―
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
―

小
　
野
　
孝
　
尚
　
　
　
　
　

　

本
学
園
は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
茨
城
県
下
初
の
私
立
女
学
校
と
し

て
開
学
し
、
爾
来
百
二
年
「
集
大
成
を
旨
と
し
て
温
良
貞
淑
の
女
徳
を
学
び
、
時
代

に
適
応
し
、
社
会
の
改
善
、
発
展
に
寄
与
貢
献
で
き
る
堅
実
な
女
性
の
育
成
を
目
的

と
す
る
」
こ
と
の
校
是
の
も
と
に
、「
誠
実
・
協
和
・
勤
勉
」
の
校
訓
を
規
範
と
し
て
、

教
養
を
高
め
、
殊
に
女
性
と
し
て
の
人
格
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
得
る
子
女
の
育
成
に
堅
実
な
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
と
教
育
の
成
果
を
継
承
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
さ

せ
て
真
理
の
探
究
と
人
間
形
成
の
道
を
推
進
し
、
文
化
国
家
の
重
要
な
担
い
手
と
な

る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年

に
は
、
茨
城
女
子
短
期
大
学
開
学
四
十
周
年
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
は
、

大
成
学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
学
に
お
け
る
自
己
点
検
・
評
価
活
動
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
の
大
学
・
短
期
大
学
の
設
置
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
自
己
点
検
・

評
価
委
員
会
を
組
織
し
て
そ
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
七
年
度
に
は
、

松
永
暁
子
教
授
が
中
心
と
な
り
、
本
学
全
体
に
関
わ
る
大
枠
の
点
検
・
評
価
項
目
を

設
置
し
、
各
科
・
各
種
委
員
会
に
お
い
て
点
検
・
評
価
し
、
現
状
を
把
握
し
、
認
識

す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
概
括
的

で
充
分
と
は
い
え
ず
Ｂ
４
サ
イ
ズ
青
色
の
フ
ァ
イ
ル
に
２
冊
の
み
作
成
し
、
学
内
資

料
に
と
ど
め
公
刊
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
く
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
八

月
に
は
、「
茨
城
女
子
短
期
大
学
自
己
点
検
・
評
価
に
関
す
る
規
程
」
が
教
授
会
で

承
認
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
具
体
的
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
十
一
月
に
松
永
暁
子
教
授

は
、
学
内
に
お
い
て
倒
れ
ら
れ
十
二
月
に
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

松
永
暁
子
教
授
の
後
を
受
け
て
、高
瀬
一
男
教
授
に
よ
り
、平
成
十
一（
一
九
九
九
）

年
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
は
、
そ
の
大
学
の
生
命
と
も
い
う
べ
き
活

力
を
示
す
も
の
で
、
極
め
て
重
要
な
基
軸
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、
教
員
個
人
の

研
究
業
績
お
よ
び
教
育
活
動
、
さ
ら
に
は
社
会
的
活
動
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
各
科
に
於
け
る
特
徴
的
な
教
育
、
課
外
活
動
、
学
生
生
活
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
も
点
検
・
評
価
を
実
施
し
、『
研
究
業
績
・
教
育
活
動
一
覧
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
至
っ
て
は
、｢

茨
城
女
子
短
期
大
学
自
己

点
検
・
評
価
に
関
す
る
規
程｣

を
見
直
し
、
さ
ら
に
組
織
図
を
大
学
運
営
の
中
に
明

確
に
示
し
、『
平
成
十
三
年
度
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
』
の
巻
末
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
は
、「
茨
城
女
子
短
期
大
学
運
営
検
討
委
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員
会
」
が
創
設
さ
れ
、
本
学
教
職
員
・
本
学
卒
業
生
・
学
識
経
験
の
あ
る
本
法
人
以

外
の
者
の
総
数
十
名
で
組
織
し
、
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
六
回
に
亘
っ
て
審
議
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
の
報
告
書
の

改
訂
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
公
刊
ま
で
に
は
至
ら
ず
各
科
・
各
種
委
員
会
に
よ

る
現
状
と
改
善
点
に
つ
い
て
市
販
の
Ｂ
４
サ
イ
ズ
黒
色
の
フ
ァ
イ
ル
に
て
『
自
己
点

検
報
告
書
』
を
六
冊
作
成
し
ま
し
た
。
な
お
巻
末
に
は
「
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
添
付
し
、
教
育
内
容
、
教
育
方
法
、
教
育
の
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
問

題
認
識
に
よ
り
、
改
善
と
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
は
、

保
育
科
に
お
い
て
授
業
評
価
に
視
点
を
置
い
た
Ｆ
Ｄ
（Faculty D

evelopm
ent

）

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
小
野
孝
尚
が
Ａ
Ｌ
О
（A

ccreditation Liaison 

O
ffi

cer

）「
第
三
者
評
価
連
絡
調
整
責
任
者
」
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
十
七

（
二
〇
〇
五
）
年
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
室
が
設
置
さ
れ
、
資
料
の
保
管
と
整
理
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
室
は
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
と
思
わ
れ
本
学
の
第
三
者

評
価
に
対
す
る
熱
意
を
現
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
か
ら
は
、
内
山
源
教
授
が
自
己
点
検
・
評
価
委

員
会
の
委
員
長
と
な
り
、
建
学
の
精
神
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
己

点
検
・
評
価
委
員
会
の
下
部
組
織
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
編
成
さ
れ
、
さ
ら
に

規
程
を
見
直
し
、Ａ
Ｌ
О
も
加
わ
り
ま
し
た
。
改
正
し
た
規
定
や
組
織
に
つ
い
て
は
、

『
平
成
十
八
年
度
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
』
の
巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
八
年
度
は
、
他
に
『
自
己
点
検
・
評
価
活
動
報
告
書
―
第
２
ス
テ
ッ
プ
』
と
『
自

己
点
検
・
評
価
活
動
報
告
書
―
第
３
ス
テ
ッ
プ
』
に
つ
い
て
ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
の

現
状
と
改
善
点
の
構
造
が
論
理
的
、
理
論
的
に
問
題
と
さ
れ
自
己
点
検
・
評
価
委
員

会
で
①
現
状
と
③
改
善
点
の
間
に
②
と
し
て
現
状
分
析
に
よ
る
問
題
点
を
組
み
入
れ

て
３
点
の
構
造
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
至
り
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
保
育
科
を
中
心
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
更
に
深
く
全
学
的
な
も
の
と
し
て
進
め
る
こ
と
に

な
り
、
教
育
内
容
・
教
育
方
法
・
教
育
の
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
修
会
を
設
け

て
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
学
の
組
織
に
則
し
た
「
現
状

と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
本
学
の
総
ざ
ら
い
を
試
み
ま
し
た
『
平
成
十
九
年
度
自

己
点
検
・
評
価
報
告
書
』
を
作
成
し
、現
状
と
課
題
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
平

成
十
九
年
度
自
己
点
検
・
評
価
活
動
報
告
書
―
学
生
に
よ
る
教
員
の
授
業
評
価
』
を

ま
と
め
教
授
方
法
の
工
夫
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
は
、
短
期
大
学
基
準
協
会
の
第
三
者
評
価
項
目
に
準

じ
て
、
評
価
活
動
を
行
い
『
平
成
二
十
年
度
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
』
を
作
成
し
、

短
期
大
学
の
設
置
基
準
に
関
わ
る
基
本
的
な
こ
と
を
見
直
し
、
確
認
し
ま
し
た
が
、

更
な
る
統
合
性
・
一
貫
性
が
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
は
、
他
に
『
自
己
点
検
・
評
価
活
動
報
告
書
―
学
生

に
よ
る
教
員
の
授
業
評
価
と
Ｆ
Ｄ
及
び
教
育
活
動
と
の
関
連
づ
け
―
』
を
ま
と
め
、

本
報
告
書
に
は
、
本
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
実
践
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
し
、
よ
り
良
い

教
授
法
の
工
夫
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
自
己
点
検
・
評
価
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

三
者
評
価
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
五
月
に
自

己
点
検
・
評
価
委
員
会
を
含
め
た
非
常
設
の
第
三
者
評
価
委
員
会
を
設
け
、
第
三
者
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に
よ
る
評
価
の
対
応
や
準
備
を
一
本
化
し
て
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
総

括
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
（
学
長
）、副
学
長
、各
科
長
、事
務
局
長
が
当
た
り
、報
告
書
の
執
筆
は
、

各
種
委
員
会
の
委
員
長
が
担
当
し
ま
し
た
。
委
員
長
は
、
各
種
委
員
会
に
お
い
て
充

分
に
協
議
し
、
報
告
書
の
作
成
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）

年
か
ら
は
、
各
種
委
員
会
か
ら
当
該
年
度
を
振
り
返
っ
た
年
次
報
告
を
年
度
末
の
教

授
会
に
於
い
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
本
学
の
教
職
員
に
と
り
ま
し
て
は
、
自
己
点
検
・
評
価
の
重
要
性

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
点
検
・
評
価
活
動
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
、

教
育
活
動
、
活
動
水
準
の
よ
り
一
層
の
改
善
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
度
は
、
他
に
『
自
己
点
検
・
評
価
活
動
報
告
書
』
を
ま

と
め
、
本
報
告
書
に
は
、
本
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
し
、
よ
り
良

い
教
授
法
の
工
夫
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
二
月
一
日
付
け
に
て
前
学
長
額
賀
良
一
の
健
康

上
の
理
由
に
よ
る
退
任
の
後
を
受
け
ま
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
担
当
の
小
野
孝
尚
が
急
遽
学
長

に
就
任
し
、作
業
の
流
れ
上
や
む
な
く
Ａ
Ｌ
О
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
も
改
め
て
第
三
者
評
価
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
と
実
績
の
上
に
本
学
は
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
の
第
三

者
評
価
を
受
け
適
格
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
正
な
評
価
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
財
団
法
人
短
期
大
学
基
準
協
会
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
短
期
大
学
基
準
協
会
事
務
局
の
皆
様
や
、
酷
暑
の
中
を
訪
問
調
査
に
当
た
ら
れ

ま
し
た
評
価
チ
ー
ム
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
助
言
や
ご
指
導
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
短
期
大
学
と
し
て
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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三
島
由
紀
夫
「
日
曜
日
」
雑
感

小
　
林
　
和
　
子
　
　
　
　
　

　
「
日
曜
日
」
は
全
集
で
１
８
頁
の
小
品
で
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
「
中
央
公
論

―
夏
季
文
藝
特
集
号
」
に
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
が
昭
和

二
十
三
年
の
一
月
か
ら
九
月
ま
で
勤
め
た
大
蔵
省
銀
行
局
を
主
人
公
達
の
職
場
に
設

定
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

財
務
省
金
融
局
文
書
課
に
勤
め
る
、
中
学
と
女
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
、
共

に
二
十
歳
の
幸
男
と
秀
子
は
周
囲
も
認
め
る
恋
人
同
士
で
あ
る
。
彼
ら
は
日
曜
日
ご

と
に
手
帳
の
色
を
変
え
て
二
人
の
デ
ー
ト
の
予
定
を
立
て
て
い
て
、
職
場
の
同
僚
達

か
ら
は
「
日
曜
日
」
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
四
月
十
六
日
の
日
曜
日
、

藍
色
に
塗
ら
れ
た
予
定
通
り
、
こ
の
堅
実
な
二
人
は
近
郊
の
Ｓ
湖
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

出
か
け
、「
こ
ん
な
日
曜
日
が
も
つ
と
も
つ
と
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
い
ね
」
と
言

い
合
う
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
帰
り
の
駅
で
群
衆
に
押
さ
れ
ホ
ー
ム
か
ら
落
ち
て
二

人
と
も
き
れ
い
に
首
を
切
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
職
場
の
同
僚
た
ち
の
日
常
は
変

わ
ら
な
い
が
、
二
人
の
空
い
た
席
を
見
て
「
日
曜
日
は
死
ん
で
し
ま
つ
た
」
と
つ
ぶ

や
く
の
だ
っ
た
。

　

作
者
三
島
は
「
三
島
由
紀
夫
作
品
集
５
・
あ
と
が
き
」（
Ｓ
２
９
・
１
新
潮
社
）
の

中
で
、「『
日
曜
日
』『
遠
乗
会
』『
頭
文
字
』『
春
子
』『
果
実
』『
殉
教
』『
怪
物
』
は
、

い
づ
れ
も
私
の
二
十
代
の
詩
人
の
一
面
を
担
つ
て
い
」
て
「『
日
曜
日
』『
遠
乗
会
』

は
美
し
い
魂
が
現
実
か
ら
必
ず
蒙
る
危
難
を
描
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
作
者
の
詩
人
的

告
白
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
自
ら
の
作
品
に
対
し
て
饒
舌
な

こ
と
で
知
ら
れ
る
三
島
で
あ
る
が
、
純
真
な
若
い
二
人
の
死
が
「
美
し
い
魂
が
現
実

か
ら
必
ず
蒙
る
危
難
」
の
意
味
だ
と
し
て
も
、「
作
者
の
詩
人
的
告
白
」
の
意
味
は

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
こ
れ
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
作
品
は
戦
後
に
書
か
れ
た
三
島
の
他
の
短
編
の
多
く
と
同
様
に
従
来
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
た
だ
奥
野
健
男
氏
が
、
こ
の
作
品
を
「
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」（「
文
藝
春
秋
」
Ｓ
２
７
・
１
）
と
共
に
「
小
市
民
的
幸
福
へ
の
悪

意
の
為
に
だ
け
に
書
か
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
作
品
」（「
三
島
由
紀
夫
論
―
偽
ナ
ル

シ
ズ
ム
の
運
命
」「
文
学
界
」
Ｓ
２
９
・
３
）
と
言
及
し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
戦

後
の
民
主
主
義
的
で
平
和
主
義
的
な
「
小
市
民
的
幸
福
へ
の
悪
意
」
と
い
う
テ
ー
マ

は
、
い
か
に
も
健
康
的
で
堅
実
な
若
夫
婦
が
実
は
卑
猥
な
白
黒
シ
ョ
―
で
稼
い
で
い

る
と
い
う
オ
チ
で
終
わ
る「
百
萬
円
煎
餅
」（「
新
潮
」Ｓ
３
５
・
９
）な
ど
に
至
る
ま
で
、

三
島
の
短
編
を
貫
く
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
終
末
感
か
ら
の
出
発
」

（「
新
潮
」
Ｓ
３
０
・
８
）
や
「
私
の
遍
歴
時
代
」（「
東
京
新
聞
」
Ｓ
３
８
・
１
・
１
０

～
５
・
２
３
）
な
ど
で
三
島
自
身
が
何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後
の
数
年
間

が
三
島
に
と
っ
て
最
も
不
愉
快
な
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
言
葉
と
も
重
な
っ
て
い
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る
。

　
『
三
島
由
紀
夫
事
典
』（
Ｓ
５
１
・
１
、
明
治
書
院
）
で
小
坂
部
元
秀
は
「
エ
ス
プ

リ
に
富
ん
だ
短
編
」
で
「
題
名
の
『
日
曜
日
』
が
プ
ロ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
テ
ー
マ
と

も
不
足
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
結
び
で
の
使
い
方
の
効
果
は
あ
る
種
の
落
語
の

落
ち
を
も
連
想
さ
せ
る
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
無
い
。

　
『
三
島
由
紀
夫
事
典
』（
Ｈ
１
２
・
１
１
、
勉
誠
出
版
）
で
清
田
文
武
は
「
事
故
の

起
き
た
日
曜
日
と
い
う
も
の
の
、
人
間
的
意
味
構
造
に
か
か
わ
る
問
題
は
検
討
を
要

す
る
」
と
問
題
提
起
し
て
い
る
が
そ
れ
に
対
し
て
の
答
え
は
無
い
。

　

鷗
外
研
究
者
で
あ
る
清
田
氏
は「『
豊
饒
の
海
』に
お
け
る
鷗
外
の
影
響（
上
）」（「
鷗

外
」
Ｈ
４
・
１
）
と
い
う
、
こ
の
「
日
曜
日
」
と
い
う
作
品
に
触
れ
た
唯
一
の
論
文

の
中
で
、
こ
の
作
品
は
、「
自
己
改
造
の
試
み
ー
重
い
文
体
と
鷗
外
へ
の
傾
倒
」（「
文

学
界
」
Ｓ
３
１
・
８
）
に
書
か
れ
た
よ
う
な
三
島
の
「
自
己
改
造
を
試
み
る
た
め
の

実
験
的
作
品
で
、
鷗
外
文
体
の
模
写
を
企
図
し
た
小
説
」
と
述
べ
、
鷗
外
の
「
最
後

の
一
句
」「
渋
江
抽
斎
」「
山
椒
大
夫
」
な
ど
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
「
か

う
い
う
来
歴
が
あ
る
」
な
ど
と
い
う
言
い
回
し
や
、
副
詞
の
使
い
方
、
叙
述
の
視
点

や
文
章
の
呼
吸
な
ど
に
具
体
的
な
鷗
外
の
模
倣
を
見
る
。

　

文
章
文
体
の
影
響
関
係
を
明
確
に
見
出
す
の
は
難
し
い
試
み
で
注
目
さ
れ
る
が
、

三
島
の
「
日
曜
日
」
と
い
う
作
品
の
内
容
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
鷗
外
文
体
の

模
倣
の
為
だ
け
に
「
中
央
公
論
」
と
い
う
大
舞
台
利
用
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
三

島
自
身
の
「
作
者
の
詩
人
的
告
白
」
と
い
う
言
葉
に
も
答
え
て
い
な
い
。
ち
な
み
に

三
島
は
「
中
央
公
論
」
の
昭
和
二
十
四
年
十
月
号
（
文
藝
特
集
号
の
１
号
）
に
初
め

て
戯
曲
「
聖
女
」（
注
１
）
を
発
表
し
て
い
る
が
小
説
は
こ
の
「
日
曜
日
」
が
「
中

央
公
論
」
に
載
っ
た
初
め
て
の
小
説
で
あ
る
。

　

三
島
は
戦
後
多
く
の
長
編
小
説
、
短
編
小
説
、
戯
曲
や
評
論
を
文
芸
雑
誌
な
ど
に

発
表
し
た
が
、
彼
が
そ
の
メ
デ
ィ
ア
に
意
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た

と
え
ば
戦
後
時
期
で
あ
る
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
若
い
女
性
向
き
の
婦
人
雑
誌
「
マ

ド
モ
ア
ゼ
ル
」
上
に
「
接
吻
」「
伝
説
」「
白
鳥
」「
哲
学
」
な
ど
の
軽
い
作
品
を
載
せ
、

一
方
雑
誌
「
改
造
」
に
は
「
慈
善
」（
Ｓ
２
３
・
６
）「
訃
音
」（
Ｓ
２
４
・
７
）
な
ど

の
社
会
的
な
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
短
編
を
発
表
し
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の

滝
田
樗
陰
（
注
２
）
が
編
集
長
だ
っ
た
時
の
よ
う
な
文
壇
の
登
竜
門
的
な
存
在
で
は

戦
後
は
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
総
合
誌
の
雄
で
あ
る
「
中
央
公
論
」
に
載
せ
る
か
ら

に
は
意
欲
作
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
戦
後
中
道
的
な
総
合
雑
誌
の
ス
タ
ン

ス
を
守
っ
て
い
た
当
時
の
「
中
央
公
論
」
誌
上
に
は
、啓
蒙
的
な
「
平
和
運
動
」「
戦

後
民
主
政
治
」「
福
祉
国
家
」
な
ど
の
見
出
し
の
言
葉
が
目
に
付
く
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
諸
氏
が
中
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、「
中
央
公
論
」
の
良
識
的
な
中
流
知
識
階
級

読
者
を
意
識
し
た
内
容
を
作
者
三
島
は
選
ん
で
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
読
者
を
意
識
し
な
が
ら
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
作
品

の
中
に
込
め
ら
れ
た
「
作
者
の
詩
人
的
告
白
」
と
は
、
は
た
し
て
単
に
「
小
市
民
的

幸
福
へ
の
悪
意
」
で
あ
る
と
と
ら
え
る
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
日

曜
日
」
と
い
う
作
品
も
、
戦
後
民
主
主
義
的
平
和
や
小
市
民
的
幸
福
を
カ
タ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
で
終
わ
ら
せ
る
、典
型
的
な
三
島
的
小
品
で
片
付
け
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
、

主
人
公
二
人
の
悲
劇
の
内
実
を
こ
こ
で
は
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。

　

幸
男
と
秀
子
が
日
曜
日
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
同
僚
に
色
分

け
さ
れ
た
幸
男
の
手
帳
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
時
幸
男
は
「
雨
が
降
つ

た
り
、
電
車
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
つ
た
り
」
し
て
も
二
人
の
日
曜
日
の
予
定
は
頑
固

に
守
ら
れ
る
の
だ
と
同
僚
に
語
る
。春
爛
漫
の
一
九
五
〇
年
四
月
一
六
日
の
日
曜
日
、
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藍
色
の
予
定
通
り
、
彼
ら
は
湖
に
出
か
け
る
。

　

二
人
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
目
的
地
で
あ
る
、
こ
の
人
造
湖
の
Ｓ
湖
と
い
う
の
は
相
模

湖
（
注
３
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
相
模
湖
は
電
力
供
給
の
必
要
か
ら
相
模
川
を
堰

き
止
め
る
工
事
が
太
平
洋
戦
争
直
前
の
昭
和
十
六
年
に
始
ま
り
、
戦
後
の
二
十
二
年

に
完
成
し
た
相
模
ダ
ム
に
よ
っ
て
で
き
た
人
造
湖
で
あ
り
、
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
ダ
ム
湖
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
人
の
悲
劇
の
舞
台
に
な
っ
た
最
寄
駅
は
、
現

在
は
相
模
湖
駅
で
あ
る
が
昭
和
三
十
一
年
以
前
は
国
鉄
中
央
線
与
瀬
駅
と
い
う
名
称

だ
っ
た
。

　

幸
せ
そ
の
も
の
の
二
人
は
全
く
頓
着
し
な
い
が
「
湖
水
の
水
は
食
欲
の
な
い
病
人

が
三
分
の
一
ほ
ど
啜
つ
て
や
め
た
ス
ー
プ
の
や
う
に
、
不
潔
に
濁
つ
て
」
い
て
、
露

出
し
た
護
岸
は
「
ま
る
で
新
調
の
ス
カ
ー
ト
の
下
か
ら
、
汚
れ
た
シ
ュ
ミ
ー
ズ
の
縁

が
は
み
出
し
て
ゐ
る
や
う
な
風
情
」
と
作
者
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
湖

水
を
め
ぐ
る
山
々
も
「
ど
こ
と
な
し
に
成
り
上
り
者
の
味
気
な
さ
が
覆
は
れ
な
い
山

容
」
と
描
写
さ
れ
る
。

　

幸
男
と
秀
子
は
見
晴
ら
し
台
近
く
の
林
に
囲
ま
れ
た
二
人
だ
け
の
空
き
地
で
接
吻

を
か
わ
し
、
そ
の
寄
り
添
う
二
人
の
腿
の
間
か
ら
「
美
し
い
緑
い
ろ
の
若
木
が
生
ひ

立
つ
て
ゐ
る
」
の
に
気
付
く
。
日
光
に
輝
く
若
木
に
「
二
人
は
大
へ
ん
感
動
し
、
得

が
た
い
日
曜
日
の
吉
兆
」
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

そ
し
て
二
人
は
「
い
い
日
曜
日
ね
」
と
言
い
合
い
、「
好
天
に
恵
ま
れ
た
日
曜
に
は
、

約
束
の
や
う
に
こ
の
祝
辞
が
二
人
の
口
か
ら
洩
れ
」、「
こ
ん
な
日
曜
日
が
も
つ
と
も

つ
と
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
い
ね
」、「
結
婚
し
て
か
ら
も
」
と
将
来
の
夢
を
語
り
合

う
。
幸
男
が
日
曜
日
の
色
を
塗
っ
て
い
く
こ
と
は
「
お
祈
り
み
た
い
な
も
の
さ
」
と

言
う
の
に
対
し
て
、
秀
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
あ
た
し
と
あ
な
た
は
、
世
界
の
秩
序
を
支
へ
て
ゐ
る
小
さ
な
妖
精
の
恋
人
同
士

の
や
う
な
気
が
す
る
の
。
世
界
が
ま
だ
壊
れ
な
い
で
ゐ
る
の
は
、
あ
た
し
た
ち
の
お

蔭
の
や
う
な
気
が
す
る
の
。
だ
つ
て
、
さ
う
ぢ
や
な
い
？
三
月
さ
き
の
或
る
日
曜
日

が
藍
い
ろ
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
ま
ち
が
つ
て
そ
れ
を
緑
に
変
へ
て
し
ま
つ
た
ら
、

大
へ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
さ
う
な
気
が
す
る
わ
」

　

二
人
が
手
造
り
の
昼
食
を
食
べ
終
わ
る
と
、
こ
の
二
人
だ
け
の
世
界
を
脅
か
す
よ

う
な
男
女
が
次
々
に
登
っ
て
く
る
。「
は
し
た
な
い
流
行
歌
を
う
た
ひ
な
が
ら
上
つ

て
く
る
男
女
」、「
金
歯
を
む
き
出
し
に
し
て
喘
ぐ
や
う
に
笑
ふ
」「
五
十
男
と
廿
歳

ぐ
ら
ゐ
の
落
第
女
学
生
」、
だ
ら
し
な
い
服
装
を
し
た
大
学
生
や
肥
っ
た
娘
た
ち
の

集
団
、
不
格
好
な
カ
ッ
プ
ル
、
外
人
の
よ
う
に
茶
髪
に
染
め
た
年
か
さ
の
女
と
痩
せ

た
青
白
い
青
年
な
ど
の
、こ
と
さ
ら
醜
く
作
者
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
。

「
こ
の
善
男
善
女
の
群
衆
に
畏
怖
の
念
」
を
抱
く
幸
男
と
秀
子
で
は
あ
っ
た
が
、
二

人
だ
け
の
世
界
を
守
る
彼
ら
は
帰
路
を
急
ぎ
最
寄
り
の
駅
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
駅

の
ホ
ー
ム
に
あ
ふ
れ
る
「
悪
意
の
な
い
」
群
衆
に
よ
っ
て
、
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で

い
た
二
人
は
線
路
に
共
に
突
き
落
と
さ
れ
、
無
残
な
死
を
遂
げ
る
。
何
年
後
も
日
曜

日
が
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
二
人
の
完
璧
な
幸
福
は
、
無
秩
序
な
悪
意

な
き
群
衆
に
よ
っ
て
む
ご
た
ら
し
く
永
遠
に
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
戦
後
的
平
和
や
小
市
民
的
幸
福
を
憎
ん
だ
三
島
の
意
図
的
な
悪
意
を
読
み

と
る
の
は
確
か
に
容
易
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
四
月
十
六
日
は
確
か
に
日
曜
日
で
あ

り
、
こ
の
作
品
の
擱
筆
が
五
月
十
二
日
（
原
稿
に
日
付
が
あ
る
）
で
あ
る
の
で
、
意

図
的
に
も
思
え
る
日
付
に
は
、
こ
の
作
品
の
執
筆
時
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
当
時
の
新
聞
を
見
て
も
直
接
的
な
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
轢
死

事
件
は
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
、
三
島
が
大
蔵
省
在
籍
時
に
こ
れ
に
類
似
し
た
よ
う
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な
事
件
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
前
年
の
七
月
に
起
こ
っ
た
有
名
な
国
鉄

総
裁
の
轢
死
事
件
で
あ
る
下
山
事
件
に
関
し
て
雑
誌
「
改
造
」
の
二
月
号
、
三
月
号

に
大
ス
ク
ー
プ
と
し
て
「
下
山
白
書
―
警
視
庁
特
別
捜
査
本
部
」
と
い
う
記
事
が
組

ま
れ
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
三
月
号
の
特
集
に
は
轢
死
現
場
の
写
真
や
詳
細
な

図
が
記
事
の
は
じ
め
に
組
ま
れ
て
い
て
衝
撃
的
な
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
三
島
は
た

ま
た
ま
こ
の
「
改
造
」
の
二
月
号
、三
月
号
に
戯
曲
「
魔
神
礼
拝
」
を
連
載
し
て
い
て
、

必
ず
こ
の
号
に
目
を
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
下
山
総
裁
の
む
ご
た
ら
し
い
轢
死

が
こ
の
作
品
の
発
想
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。「
電

車
の
ス
ト
ラ
イ
キ
」
も
二
人
の
日
曜
日
の
予
定
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
前
年
に
下
山
事
件
、
三
鷹
事
件
、
松
川
事
件
と
相

次
い
で
起
こ
っ
た
国
鉄
の
一
連
の
労
働
争
議
の
不
穏
な
事
件
に
よ
っ
て
、
三
島
が
忌

避
し
て
い
た
戦
後
の
小
市
民
的
日
常
が
非
常
に
も
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
を
、
作
者
は

秘
め
た
願
望
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
と
も
と
日
曜
日
は
、
本
来
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
休
息
日
で
あ
り
、
日
曜
日
が

行
楽
の
日
に
な
る
の
は
、
日
本
に
お
い
て
平
和
な
時
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
の
定

着
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
「
日
曜
日
の
約
束
」
が
紹
介
さ
れ
る
作
品
の
初
め

に
お
い
て
、
三
島
は
用
意
周
到
に
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
聖
母
昇
天
」
の
絵
を
出

し
て
き
て
、
二
人
を
「
昇
天
す
る
聖
母
を
踏
ま
え
て
ゐ
る
雲
を
、
一
心
に
支
へ
て
い

る
大
ぜ
い
の
童
形
の
天
使
」
に
た
と
え
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
悪
意
な
き
群

衆
に
よ
っ
て
突
然
断
ち
切
ら
れ
た
二
人
の
日
曜
日
の
幸
せ
は
、
聖
母
を
支
え
る
天
使

の
墜
落
で
あ
り
、
急
速
に
進
む
戦
後
社
会
の
規
則
正
し
い
市
民
生
活
へ
の
作
者
三
島

の
さ
さ
や
か
な
呪
詛
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
の
日
曜
日
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
幸
男
と
秀
子
が
支
え
て
い
た

は
ず
で
あ
っ
た
「
世
界
の
秩
序
」
は
結
局
崩
壊
し
な
か
っ
た
。
世
界
は
終
わ
る
こ
と

な
く
、
凡
庸
な
市
民
生
活
の
中
の
日
曜
日
は
永
遠
に
続
い
て
い
く
。
革
命
も
起
こ
ら

ず
、
戦
争
は
遠
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

初
の
書
き
下
ろ
し
長
編
小
説
「
仮
面
の
告
白
」（
Ｓ
２
４
・
７
、河
出
書
房
）
に
よ
っ

て
文
壇
の
寵
児
に
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
三
島
は
、「
仮
面
の
告
白
」
に
よ
っ
て
「
裏

返
し
の
自
殺
」（「
仮
面
の
告
白
」
ノ
ー
ト
）
を
は
か
っ
た
と
い
う
。
役
人
と
し
て
生

き
る
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
に
別
れ
を
告
げ
、
小
市
民
的
幸
福
を
否
定
し
て
生

き
る
、
つ
ま
り
芸
術
家
と
し
て
の
人
生
を
本
格
的
に
歩
み
出
し
た
三
島
自
身
の
決
意

を
最
後
の
「
日
曜
日
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
う
詠
嘆
に
感
じ
と
る
こ
と
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の「
日
曜
日
」と
い
う
今
ま
で
全
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
小
品
の
最
後
、「
恋

人
同
士
の
首
は
砂
利
の
上
に
き
れ
い
に
並
ん
で
ゐ
た
」
と
い
う
表
現
に
図
ら
ず
も
三

島
の
壮
烈
な
最
期
も
想
起
さ
れ
、
常
に
予
言
的
で
あ
っ
た
三
島
ら
し
い
作
品
だ
と
感

じ
る
の
で
あ
る
。
無
辜
の
二
人
の
無
残
な
死
に
よ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
日
曜
日
を
否

定
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
世
界
の
秩
序
」
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
は
三
島
が
戦
後
作
家

と
し
て
本
格
的
な
出
発
し
た
時
か
ら
の
強
烈
な
願
望
で
あ
り
、「
作
者
と
し
て
の
詩

人
的
告
白
」
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
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（
注
１
）　　

�　
「
聖
女
」
は
一
幕
物
の
戯
曲
で
三
島
由
紀
夫
の
初
戯
曲
集
『
燈
台
』

（
Ｓ
２
５
・
５
、
作
品
社
）
に
所
収
さ
れ
た
。「
火
宅
」（「
人
間
」
Ｓ

２
３
・
１
１
）「
愛
の
不
安
」（「
文
芸
往
来
」Ｓ
２
４
・
２
）「
燈
台
」（「
文

学
界
」
Ｓ
２
４
・
５
）「
ニ
オ
ベ
」（「
群
像
」
Ｓ
２
４
・
１
０
）
に
続

く
四
作
目
で
あ
る
。
戦
後
の
没
落
し
た
資
産
家
の
荒
れ
果
て
た
応
接

間
を
舞
台
に
、
復
員
兵
の
弟
悠
一
と
そ
の
恋
人
夏
子
は
、
生
活
の
た

め
客
を
取
る
姉
史
子
を
虐
待
す
る
が
、「
あ
な
た
が
た
の
幸
せ
の
た

め
な
ら
」
と
史
子
は
最
後
に
残
っ
た
着
物
ま
で
夏
子
に
あ
げ
て
し
ま

う
。
悠
一
は「
星
が
一
つ
で
も
光
つ
て
ゐ
る
う
ち
は
朝
に
な
ら
な
い
」

と
史
子
を
絞
殺
し
、
夏
子
は
自
分
が
他
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
り
毒

を
あ
お
り
、
悠
一
は
父
親
の
肖
像
画
を
庭
に
投
げ
、
静
か
に
十
二
時

の
時
計
の
音
を
聞
く
。
三
島
自
身
は
「
ひ
た
す
ら
抱
擁
的
な
『
聖

女
』
の
、
福
祉
国
家
的
愛
情
に
苛
立
つ
」
主
人
公
の
青
年
の
「
あ
ま

り
に
肩
肘
怒
ら
し
た
観
念
的
生
き
方
に
は
、
当
時
の
い
は
ゆ
る
ア
プ

レ
ゲ
ー
ル
青
年
へ
の
私
の
風
刺
」
と
「
共
感
」
が
あ
っ
た
と
、
上
演

プ
ロ
グ
ラ
ム
「『
聖
女
』
と
『
煙
草
の
害
に
つ
い
て
』」
Ｓ
４
３
・
７
）

に
書
い
て
い
る
。
三
島
自
身
に
と
っ
て
は
意
欲
作
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
が
、し
か
し
実
際
に
は
、ほ
と
ん
ど
注
目
を
浴
び
な
か
っ

た
作
品
で
も
あ
る
。

　
（
注
２
）　　

�　

菊
池
寛
は「
半
自
叙
伝
」で
瀧
田
の「
文
壇
に
於
け
る
勢
威
は
、ロ
ー

マ
法
王
の
半
分
く
ら
い
は
あ
っ
た
」
と
し
て
、
瀧
田
専
用
の
人
力
車

が
家
の
前
に
停
ま
っ
て
い
た
の
を
見
た
時
の
嬉
し
さ
は
後
々
ま
で
忘

れ
ら
れ
な
い
、
と
書
き
、
大
正
期
の
文
壇
で
は
「
中
央
公
論
に
書
く

こ
と
は
、中
堅
作
家
と
し
て
の
登
録
を
す
ま
す
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
る
。

　
（
注
３
）　　

�　

東
京
郊
外
の
湖
と
し
て
は
同
じ
人
造
湖
の
狭
山
湖（
山
口
貯
水
池
）

も
考
え
ら
れ
る
が
、
昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
最
寄
り
の
西

武
鉄
道
狭
山
線
が
休
止
状
態
だ
っ
た
た
め
モ
デ
ル
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
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「
渦
巻
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
─
─ 

雑
誌
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
つ
い
て

服
　
部
　
訓
　
和
　
　
　
　
　

　
　

 ［
２
］
結
局
、
日
米
安
保
条
約
は
あ
っ
け
な
く
自
動
延
長
さ
れ
、
ベ
平
連
の

「
毎
日
デ
モ
」
も
七
月
二
日
で
終
わ
っ
た
。『
週
刊
ア
ン
ポ
』
も
、
七
〇
年
六
月

一
四
日
号
（
第
一
五
号
）
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
小
田
の
回
想
に
よ
る
と
、
小
田

や
ベ
平
連
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
週
刊
ア
ン
ポ
』
は
初
号
の
一
三
万
部

が
最
高
で
、「
あ
と
は
残
念
な
が
ら
み
ご
と
に
激
減
し
て
行
っ
た
」
と
い
う
。

　
［
１
］
で
は
ベ
平
連
運
動
の
高
揚
と
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
創
刊
が
、［
２
］
で
は
そ

の
衰
退
と
終
刊
が
、
象
徴
的
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
週
刊
ア

ン
ポ
」
を
運
動
の
「
高
揚
と
衰
退
」
の
象
徴
と
し
て
読
む
見
方
は
、
社
会
運
動
史
の

観
点
か
ら
す
る
限
り
必
然
的
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
も
の
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
か
え
っ
て
見
え
に
く
く
な
る
事
柄
も
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
後
に
見
る
よ
う
に
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
で
は
小
説
か
ら
デ
ザ
イ
ン
に

至
る
ま
で
の
多
様
な
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
の
対

象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
多
様
性
に
つ
い
て
記
述
し
、
そ
の
表

現
の
あ
り
方
を
同
時
代
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
概
略
を
、
そ
の
外
側
─
─
資
金
・
流
通
・
判

型
の
側
面
─
─
か
ら
辿
っ
て
い
く
。
小
熊
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」

　
　

一

　

雑
誌
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
、一
九
六
九
年
六
月
か
ら
一
九
七
〇
年
六
月
に
か
け
て
、

週
刊
ア
ン
ポ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
週
刊
ア
ン
ポ
社
の
メ
ン
バ
ー
は
「
ベ
ト
ナ
ム
に

平
和
を
！　

市
民
連
合
」（
以
下
「
ベ
平
連
」）
の
メ
ン
バ
ー
と
重
な
る
。
編
集
・
発

行
人
は
、「
言
い
出
し
っ
ぺ
」
小
田
実
で
あ
る
。

　

各
号
の
表
紙
に
「
安
保
フ
ン
サ
イ
へ
・
人
間
の
渦
巻
を
‼
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
七
〇
年
安
保
闘
争
に
向
け
、
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
い
く
こ
と

が
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
直
接
的
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
否
か
、「
週
刊
ア
ン

ポ
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
ベ
平
連
の
運
動
を
記
述
す
る
際
の
付
随
的
な
言
及
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
小
熊
英
二
は
、ベ
平
連
運
動
の
歩
み
を
辿
り
な
が
ら
、「
週

刊
ア
ン
ポ
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 ［
１
］
そ
の
た
め
、
六
九
年
の
ベ
平
連
を
中
心
と
し
た
大
規
模
デ
モ
、
と
く
に

四
月
二
八
日
の
「
沖
縄
デ
ー
」
や
六
月
一
五
日
の
樺
美
智
子
追
悼
デ
モ
で
は
、

安
保
や
沖
縄
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
全
面
に
だ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、小
田
ら
が
出

資
し
て
雑
誌『
週
刊
ア
ン
ポ
』を
発
行
し
、出
資
金
が
切
れ
た
と
こ
ろ
で
廃
刊
に

す
る
と
い
う
、出
版
界
の
常
識
か
ら
は
お
よ
そ
は
ず
れ
た
計
画
も
実
行
さ
れ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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で
は
「
出
版
界
の
常
識
か
ら
は
お
よ
そ
は
ず
れ
た
」
試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

う
し
た
側
面
は
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
特
質
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
事
柄
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

二

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
一
九
七
〇
年
六
月
に
一
五
号
を
出
す
ま
で
、
都
合
一
六
号
が

発
行
さ
れ
た
。
最
初
に
出
さ
れ
た
の
は
一
九
六
九
年
六
月
一
五
日
に
出
さ
れ
た
〇
号

で
、
こ
れ
は
創
刊
準
備
号
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
創
刊
号
に
あ
た
る

一
号
が
発
行
さ
れ
た
の
が
同
年
一
一
月
一
七
日
で
あ
り
、
お
よ
そ
五
ヶ
月
の
空
白
期

間
が
あ
る
。
こ
の
間
に
は
、
〇
号
が
同
じ
版
の
ま
ま
繰
り
返
し
増
刷
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
手
許
に
は
初
版
・
二
版
が
あ
る
が
、
一
九
六
九
年
八
月
の
時
点
で
三
版
ま
で
刷

ら
れ
た
と
の
記
述
が
「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
則
的
な
発
刊
方
法
は
小
田
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
直
接
的
に
は
資

金
面
の
都
合
か
ら
と
ら
れ
た
方
法
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
刊
行

の
資
金
は
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
創
刊
準
備
号
の
刊
行
は

そ
の
資
金
集
め
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
一
月
に
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
構

想
を
語
っ
て
い
る
時
点
で
小
田
は
「
こ
れ
に
は
二
千
万
円
く
ら
い
か
か
る
ん
で
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
た
い
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
創
刊
準
備
号
の
時
点
で
集
ま
っ
て

い
た
資
金
は
四
〇
〇
万
円
程
度
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
個
人
単
位
の
寄
付
に

よ
る
も
の
で
、
大
口
一
〇
〇
万
円
の
寄
付
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
初
期
か
ら
の
ベ
平

連
メ
ン
バ
ー
の
小
田
と
鶴
見
俊
輔
、
そ
し
て
ベ
平
連
に
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
小

田
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
大
江
健
三
郎
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
頒
布
に
際
し
て
も
販
売
で
は
な
く
、
一
〇
〇
円
の
カ
ン
パ
と
い
う
か
た

ち
を
と
っ
た
。「
金
」
の
問
題
は
、
発
刊
に
際
し
て
小
田
が
と
く
に
強
調
し
て
い
る

事
柄
だ
っ
た
。
小
田
は
「
お
金
を
出
し
て
下
さ
いマ

マ。（
カ
ン
パ
の
種
類
は
─
─
一
口

百
万
円
の
大
口
カ
ン
パ
、
一
万
円
以
上
百
万
円
ま
で
の
中
口
カ
ン
パ
、
そ
し
て
、
小

口
カ
ン
パ
は
百
円
以
上
い
く
ら
で
も
よ
い
。
目
標
は
三
千
万
円
。
ア
ン
ポ
社
あ
て
、

同
封
の
フ
リ
カ
エ
用
紙
で
送
っ
て
下
さ
い
）。」
と
端
的
な
要
求
を
し
て
い
る
。

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
実
際
問
題
と
し
て
、
資
金
の
問
題
は
間
違

い
な
く
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
右
の
引
用
に
続
け
て
小
田
が
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
こ
と
は
、「
金
」
の
要
求
が
単
に
資
金
集
め
に
の
み
に
か
か
わ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　

 

書
い
て
く
だ
さ
い
。
週
刊
ア
ン
ポ
づ
く
り
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
週
刊
ア
ン
ポ

を
売
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
読
者
と
と
も
に
運
動
を
自
分
の
手
で
つ

く
り
出
し
て
下
さ
い
。
お
金
を
す
べ
て
つ
か
い
切
っ
た
と
き
、
こ
の
週
刊
ア
ン

ポ
は
消
え
失
せ
、
そ
の
と
き
、
日
本
中
に
大
き
な
人
間
の
渦
巻
が
つ
く
り
出
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
こ
で
は
、「
お
金
を
出
」
す
行
為
と
、「
週
刊
ア
ン
ポ
づ
く
り
に
参
加
」
す
る
行

為
と
が
ひ
と
つ
づ
き
に
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。「
お
金
を
出
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
小

田
の
要
求
は
、「
反
戦
・
反
安
保
行
動
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
計
」
り
、「
運
動
を
形
成

す
る
」
こ
と
で
「
人
間
の
渦
巻
」
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
と
い
う
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」

刊
行
上
の
目
的
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

創
刊
準
備
号
の
裏
表
紙
に
掲
げ
ら
れ
た
「
週
刊
ア
ン
ポ
と
は
何
か
」
と
い
う
小
文

で
は
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
を
「
た
だ
の
雑
誌
」
で
は
な
く
「
反
権
力
の
運
動
の
武
器
」

な
の
だ
と
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）



茨女短大紀№ 39（2012）3-3

「渦巻」と「コミュニケーション」── 雑誌「週刊アンポ」について

13

　
　

 

だ
が
、
こ
の
雑
誌
［
＊
「
週
刊
ア
ン
ポ
」］
は
、
ど
こ
ま
で
も
反
消
費
の
雑
誌

で
あ
る
。
資
本
主
義
の
消
費
の
仕
組
み
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
他
誌
の

書
け
な
い
問
題
を
、
週
刊
ア
ン
ポ
は
、
ど
し
ど
し
と
り
あ
げ
、
た
た
い
て
ゆ
く
。

戦
争
に
た
い
し
て
は
徹
底
的
で
あ
る
べ
き
だ
。

　
　

 　

買
う
こ
と
、
読
む
こ
と
で
、
こ
の
雑
誌
の
目
的
は
終
ら
な
い
。
週
刊
ア
ン
ポ

の
運
動
に
か
か
わ
り
、
み
ず
か
ら
運
動
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
で
、
書
き
手
、

読
み
手
と
い
う
型
に
は
ま
っ
た
分
類
を
う
ち
こ
わ
し
て
し
ま
お
う
。

　

個
人
の
資
金
に
よ
る
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
刊
行
は
、
大
手
資
本
か
ら
自
由
な
言
論

の
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
。
直
接
的
に

は
資
金
の
供
与
に
よ
っ
て
個
人
の
参
加
を
図
り
、
誌
面
を
読
者
に
開
放
す
る
こ
と

で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
。
そ
う
し
た
目
的
が
こ

こ
で
は
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
お
金
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
小
田
の
要
求
は
、

そ
の
ま
ま
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
、
き
わ

め
て
意
識
的
な
戦
術
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
戦
術
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」
に
次
の
よ
う
な

記
事
が
、
読
者
の
声
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
引
い
て
お
こ
う
。　

　
　

 　

ボ
ク
た
ち
は
70
年
に
向
け
て
、反
安
保
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
の
は
い
い
が
、

ビ
ラ
を
作
る
資
金
も
な
く
、
い
き
づ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
思
い
つ

い
て
、
週
刊
ア
ン
ポ
を
街
頭
カ
ン
パ
の
時
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
な

人
気
で
、
い
つ
も
の
何
倍
も
の
カ
ン
パ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
週
刊
ア
ン
ポ
、
あ

り
が
と
う
。（
長
野
県
・
高
校
生
・
17
才
）

　

こ
う
し
た
記
事
を
見
る
か
ぎ
り
、
小
田
が
強
調
す
る
資
金
面
の
戦
術
は
、
流
通
上

の
そ
れ
と
も
連
動
し
て
い
た
と
言
え
る
。
取
次
を
介
し
た
既
存
の
流
通
経
路
と
は
異

な
る
販
路
─
─
デ
モ
や
活
動
家
に
よ
る
手
売
り
─
─
に
よ
っ
て
、
出
版
資
本
と
の
距

離
を
と
り
つ
つ
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」を
形
成
す
る
た
め
の
戦
術
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
は
、「
こ
の
本
に
は
目
次
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
み
か
ら

す
み
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」（「
週
刊
ア
ン
ポ
」
一
、
裏
表
紙
）
と
の
宣
言
の
も

と
、
目
次
や
ノ
ン
ブ
ル
を
掲
載
し
な
い
号
（
一
号
～
六
号
）
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ

も
ま
た
読
者
の
主
体
性
を
誘
引
し
よ
う
と
い
う
一
貫
し
た
発
想
に
基
づ
く
試
み
と

言
え
る
。「
第
三
種
郵
便
物
の
認
可
を
と
る
に
あ
た
っ
て
、
目
次
と
ペ
ー
ジ
数
を
印

刷
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
あ
っ
て
、
や
む
え
ず
、
第
７
号
か
ら
は
ペ
ー
ジ
数
を
つ

け
た
」
が
、
同
様
の
姿
勢
は
一
三
号
以
降
の
判
型
に
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
三
号
以
降
の
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
週
刊
誌
の
体
裁
を
と
ら
ず
、

ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
の
か
た
ち
─
─
「
た
と
え
ば
第
14
号
は
新
聞
紙
４
ペ
ー
ジ
大
の
紙

に
２
色
刷
で
、
折
り
畳
め
ば
Ｂ-

５
版
の
雑
誌
の
よ
う
に
も
な
れ
ば
、
広
げ
る
と
、

70
年
６
月
の
共
同
行
動
へ
の
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
と
し
て
使
え
る
よ
う

な
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
タ
イ
ル
」
─
─
で
刊
行
さ
れ
た
。
判
型
の
変
更
は
実
際
に
は
資
金

上
の
都
合
と
思
わ
れ
る
が
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
そ
う
し
た
状
況
を
逆
手
に
と
っ
て
、

当
初
予
定
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
六
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
既
存
の
判
型
に
と

ら
わ
れ
ず
、
手
か
ら
手
へ
渡
さ
れ
る
こ
と
で
運
動
を
か
た
ち
づ
く
ろ
う
と
す
る
発
想

の
あ
ら
わ
れ
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
雑
誌
─
─
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
─
─
が
必

要
と
さ
れ
た
の
か
。そ
の
問
い
は
追
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、さ
し
あ
た
っ

て
次
の
よ
う
な
ベ
平
連
の
若
者
の
証
言
を
引
い
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
い
わ
ゆ
る

「
新
宿
西
口
フ
ォ
ー
ク
・
ゲ
リ
ラ
」
裁
判
で
裁
判
台
に
立
っ
た
、ベ
平
連
の
若
者
─
─

小
黒
弘
の
「
被
告
意
見
陳
述
書
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
10
）（

11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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人
々
は
満
員
電
車
で
顔
を
つ
き
合
わ
せ
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
何
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
を
生
み
出
し
は
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
我
々
は
、
マ
ス
コ
ミ
そ
の

も
の
か
ら
も
隔
離
さ
れ
完
全
に
表
現
手
段
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
他
者

と
の
意
志
の
疎
通
の
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
言
葉
は
今
は
消
滅
へ
の
道
を
た

ど
っ
て
い
る
。
人
々
は
言
葉
そ
の
も
の
か
ら
も
疎
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
復
活
、
そ
れ
は
失
な
わ
れ
て
い
る
人
間
性

の
復
活
に
も
通
じ
る
道
で
あ
ろ
う
。

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
と
い
う
雑
誌
は
、
こ
の
よ
う
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

渇
望
す
る
人
々
の
手
を
渡
り
歩
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　

三

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
を
し
て
「
人
間
の
渦
巻
」
た
ら
し
め
る
た
め
の
戦
術
は
、「
週
刊

ア
ン
ポ
」
の
誌
面
か
ら
も
た
し
か
に
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
、

誌
面
の
概
略
を
辿
り
つ
つ
、
そ
の
な
か
に
一
貫
し
た
も
の
を
読
み
取
っ
て
い
こ
う
。

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
誌
面
の
特
徴
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
に
は
そ
の
記
事
の
多
様
性

が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
こ
に
は
反
安
保
に
関
す
る
評
論
や
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
み
な
ら
ず
、

小
説
、
詩
、
漫
画
、
写
真
、
い
ず
み
た
く
に
よ
る
楽
曲
、
そ
し
て
運
動
の
た
め
の
情

報
ペ
ー
ジ
、
読
者
に
よ
る
投
稿
な
ど
が
雑
多
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
と
い
う
雑
誌
の
総
体
を
捉
え
よ
う
と
す
る
本
稿
で
は
、
個
々
の

作
品
の
細
部
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
い
ま
そ
の
多
様
性
を
知
る
た
め
に
、
い

く
ぶ
ん
煩
雑
と
な
る
こ
と
を
厭
わ
ず
、
そ
の
雑
多
な
記
事
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
ま
ず
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
掲
載
の
小
説
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

大
江
健
三
郎
「Going to m

eet the M
an

」（
一
号
、
中
村
宏
・
絵
）

　
　

高
橋
和
已
「
革
命
の
化
石
」（
二
号
、
絵
・
赤
瀬
川
原
平
）

　
　

小
松
左
京
「
ク
ロ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー
」（
三
号
、
え
・
井
坂
芳
太
良
）

　
　

城
山
三
郎
「
大
将
と
侍
た
ち
」（
四
号
、
辰
巳
四
郎
・
画
）

　
　

日
野
啓
三
「
ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
」（
五
号
、
え
・
山
口
は
る
み
）

　
　

寺
山
修
司
「
解
剖
標
本
に
な
つ
た
花
嫁
」（
六
号
、
横
山
明
・
画
）

　
　

黒
井
千
次
「
気
が
か
り
」（
七
号
、
五
四
～
五
五
頁
、
賀
川
忠
・
絵
）

　
　

深
沢
七
郎
「
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
の
日
記
」

（
八
号
、
五
四
～
五
五
頁
、
粟
津
潔
）

　
　

三
浦
浩
樹
「
簑
虫
は
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
」

（
九
号
、
五
〇
～
五
一
頁
、
東
君
平
画
）

　
　

加
賀
乙
彦
「
小
さ
な
小
さ
な
家
の
話
」

（
一
〇
号
、
五
六
～
五
七
頁
、
え
＝
和
田
誠
）

　
　

島
尾
敏
雄
「
体
験
」（
一
一
号
、
六
四
～
六
五
頁
、
片
山
健
・
画
）

　
　

大
原
富
枝
「
茉
莉
花
の
茶
」

（
一
二
号
、
六
〇
～
六
一
頁
、
イ
ラ
ス
ト
／
中
川
治
子
）

　
　

辻
邦
生
「
橋
」（
一
二
号
、
六
二
～
六
三
頁
、
栗
原
達
男
（
写
真
））

　
　

大
江
健
三
郎
「
安
保
は
終
っ
た
と
誰
が
い
う
の
か
」（
一
四
号
）

　
　

小
田
実
「
眼
」（
一
五
号
）

　

こ
れ
ら
の
小
説
は
い
ず
れ
も
掌
篇
で
あ
り
、
代
表
作
で
は
な
い
が
、
既
成
の
作
家

た
ち
が
一
九
七
〇
年
前
後
と
い
う
時
代
に
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
た
の
か
を
知
る

う
え
で
、
数
少
な
い
貴
重
な
資
料
だ
と
言
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
小
説
だ
け
で
は
な
い
。

（
18
）
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そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
詩
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
　

片
桐
ユ
ズ
ル
「（
お
い
で
み
な
さ
ん　

き
い
と
く
れ
）」（
一
号
）

　
　

秋
山
清
「
一
九
六
九
年
・
あ
る
日
」（
二
号
）

　
　

富
岡
多
恵
子
「（
わ
か
り
や
す
く
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
）」（
三
号
）

　
　

富
岡
多
恵
子
「（
わ
か
り
や
す
く
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
）」（
四
号
、
再
掲
）

　
　

小
野
十
三
郎
「
き
み
が
死
ぬ
と
き
」（
五
号
）

　
　

風
間
道
太
郎
「
海
と
怒
り
は
ベ
ト
ナ
ム
の
た
め
に
だ
け
」（
六
号
）

　
　

ゲ
イ
リ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
「
革
命
の
革
命
の
革
命
」（
七
号
、
四
二
～
四
三
頁
）

　
　

長
谷
川
修
児
「
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
」（
八
号
、
五
二
頁
）

　
　

鈴
木
志
郎
康
「
ギ
ロ
ギ
ロ
ギ
ッ
ち
ゃ
ん
の
生
活
真
情
」（

九
号
、
四
八
～
四
九
頁
）

　
　

吉
田
欣
一
「
地
下
道
」（
一
〇
号
、
五
四
～
五
五
頁
、
霜
月
象
一
・
絵
）

　
　

寺
島
珠
雄
「
人
名
簿
ふ
う
に
―
大
阪
の
へ
ん
な
飲
み
屋
で
」

（
一
一
号
、
六
二
～
六
三
頁
、
清
水
健
造
・
絵
）

　

富
岡
多
恵
子
の
「（
わ
か
り
や
す
く
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
）」
が
三
号
・
四
号
と
連

続
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
際
に
、
詩
の
本
文
が
背
景
の
写

真
─
─
ジ
ェ
ラ
ル
ミ
ン
の
防
護
盾
を
構
え
て
居
並
ぶ
機
動
隊
員
た
ち
─
─
に
対
し
て

白
抜
き
で
印
刷
さ
れ
、
詩
の
本
文
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ

う
し
た
言
語
表
現
と
視
覚
表
現
の
組
み
合
わ
せ
も
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
で
は
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
た
。
先
に
見
た
小
説
も
、
右
頁
に
は
気
鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
題
字
が
配
さ
れ
、
左
頁
に
は
小
説
本
文
が
配
さ
れ
る
と
い
っ

た
か
た
ち
で
、
あ
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
作
品
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
漫
画
作
品
が
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、「
右
手

に
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
左
手
に
マ
ガ
ジ
ン
」
と
も
言
わ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
若
者

た
ち
の
心
性
と
も
か
か
わ
っ
て
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
　

福
地
泡
介
「
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
」（
一
号
）

　
　

園
山
俊
二「
こ
れ
は
ま
た
ぐ
っ
と
次
元
の
ひ
く
い
ア
ン
ボ
の
お
は
な
し
」（
二
号
）

　
　

林
静
一
「（
無
題
）」（
三
号
）

　
　

勝
又
進
「
賀
春
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」「
老
妾
」「
商
談
は
桜
の
下
で
」（
四
号
）

　
　

秋
竜
山
「
ア
ン
ポ
ン
タ
ン
」（
五
号
）

　
　

滝
田
ゆ
う
「
70
年
型
」（
六
号
）

　
　

佐
々
木
マ
キ
「（
無
題
）」（
七
号
、
四
六
～
四
七
頁
）

　
　

ふ
じ
沢
光
男
「
毛
ァ
ー
」（
八
号
、
五
六
～
五
七
頁
）

　
　

ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」（
九
号
、
五
二
～
五
三
頁
）

　
　

千
葉
督
太
郎
「
友
よ
」（
一
〇
号
、
六
〇
～
六
一
頁
）

　
　

森
町
長
子
「
非
常
口
」（
一
一
号
、
六
六
～
六
七
頁
） 

　
　

高
り
ょ
う
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
！
」（
一
二
号
、
五
二
～
五
三
頁
）

　
　

手
塚
治
虫
「
４
月
28
日
は
デ
モ
へ　

機
動
隊
が
来
た
ら
…
…
」（
一
三
号
）

　
　

赤
瀬
川
原
平
「
ズ
バ
ー
ッ
」（
一
四
号
）

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
、
そ
の
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
印

象
深
い
。「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
各
号
の
表
紙
は
粟
津
潔
（
一
号
）、横
尾
忠
則
（
二
号
）、

井
上
洋
介
（
三
号
）、滝
谷
節
雄
（
四
号
）、赤
瀬
川
原
平
（
五
号
）、木
村
恒
久
（
六
号
）、

辰
巳
四
郎
（
七
号
）、柳
生
弦
一
郎
（
八
号
）、池
田
稔
（
九
号
）、片
山
健
（
一
〇
号
）、

長
新
太
（
一
一
号
）
と
い
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
。
開
け
れ
ば

ポ
ス
タ
ー
と
な
る
一
四
号
は
、
粟
津
潔
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
19
）
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こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
を
ゆ
る
や
か
に
結
び
つ
け
る
特
徴
は
、
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な

色
彩
や
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
駆
使
で
あ
る
。
折
り
た
た
む
形
式
を
持
つ
一
四
号
で
は
、

そ
の
判
型
に
と
も
な
っ
て
、
記
事
そ
の
も
の
が
上
下
左
右
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
コ
ラ
ー

ジ
ュ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
既
存
の
判
型
を
打
ち
崩
そ
う
と
す
る「
週
刊
ア
ン
ポ
」

に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
断
片
の
寄
せ
集
め
と
で
も
言
う
べ
き
多
様
な
誌
面
が
、「
週
刊
ア

ン
ポ
」
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
一
貫
す
る
意
図

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
に
多
く
の
人
が
寄
稿
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。

そ
こ
で
は
、
誌
面
の
形
式
そ
の
も
の
が
ひ
と
つ
の
表
現
を
な
し
て
い
る
。
小
説
や
詩

と
い
う
言
語
表
現
と
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
表
現
が
雑
多
に
投
げ
込
ま
れ
て
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
は
断
片
と
言
う
べ
き
表
現
が
相
互
に
結
び
つ
き
、
影
響
し
あ
う
こ
と
で
「
週

刊
ア
ン
ポ
」
と
い
う
場
─
─
「
人
間
の
渦
巻
」
─
─
を
形
成
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

四

　
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
意

図
は
、
読
者
の
た
め
の
情
報
頁
に
、
よ
り
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

既
成
の
作
家
の
文
章
が
寄
せ
ら
れ
る
の
み
で
は
、
読
み
手
と
書
き
手
の
関
係
は
く

つ
が
え
ら
な
い
。
読
み
手
と
書
き
手
が
重
な
り
合
う
誌
面
を
つ
く
る
た
め
に
は
、「
ひ

と
に
ぎ
り
の
専
門
家
だ
け
が
書
く
雑
誌
」
に
陥
る
こ
と
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。

　
　

 　

そ
し
て
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
み
ん
な
で
書
く
雑
誌
で
す
。
ひ
と
に
ぎ
り
の

専
門
家
だ
け
が
書
く
雑
誌
で
は
な
い
。
み
ん
な
が
思
い
思
い
の
意
見
、
考
え
、

行
動
の
記
録
、
行
動
の
提
案
を
お
た
が
い
に
ぶ
つ
け
あ
う
場
な
の
で
す
。
書
い

て
下
さ
い
。
ど
し
ど
し
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。
何
故
な
ら
、
あ
な
た
が
「
週

刊
ア
ン
ポ
」
を
つ
く
る
の
だ
か
ら
。

　

実
際
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
創
刊
号
以
降
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
小
田
実
の
論

文
で
は
な
く
、
以
下
に
瞥
見
す
る
よ
う
な
、「
ア
ン
ポ
街
へ
」、「
私
は
や
る
か
ら
君

も
や
れ
」
と
い
っ
た
情
報
頁
だ
っ
た
。

　
「
ア
ン
ポ
街
へ
」
は
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
各
号
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
運
動
情
報
の

一
覧
頁
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
デ
モ
が
あ
る
の
か
、

「
二
週
間
ご
と
の
行
動
日
程
、
お
よ
び
反
安
保
の
た
め
の
公
判
日
程
」、
お
よ
び
連
絡

先
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
の
同
コ
ー
ナ
ー
冒
頭
で
は
、「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、

反マ

マの
安
保
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
、
あ
な
た

の
た
め
の
ペ
ー
ジ
で
す
。」
と
し
て
、「
二
号
か
ら
、
あ
な
た
自
身
の
手
で
こ
の
ペ
ー

ジ
を
う
め
て
下
さ
い
。」
と
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

多
く
の
市
民
の
参
加
を
目
指
し
た
ベ
平
連
で
は
、
明
確
な
組
織
を
持
つ
政
党
や
セ

ク
ト
な
ど
と
は
異
な
り
、
運
動
の
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
最
初
の
課
題
だ
っ

た
。ベ
平
連
の
定
例
デ
モ
は
、こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ

た
と
言
う
が
、「
ア
ン
ポ
街
へ
」
に
お
い
て
も
、
情
報
を
共
有
し
、
読
者
と
運
動
と

を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
や
る
か
ら
君
も
や
れ
」
は
、
読
者
に
よ
る
意
見
・
呼
び
か
け
の
投
稿
頁
で

あ
る
。
そ
う
し
た
直
接
的
な
投
稿
欄
以
外
に
も
、
運
動
に
関
す
る
知
識
を
提
供
す
る

「
ア
ン
ボ
講
座
」、
全
国
の
デ
モ
を
ル
ポ
す
る
「
新
日
本
案
内　

デ
モ
で
日
本
を
ま
わ

ろ
う
」、
各
地
の
運
動
家
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
こ
の
人
と
語
る
」、
老
練
な

（
20
）

（
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活
動
家
吉
川
勇
一
に
よ
る
「
市
民
運
動
講
座
」
な
ど
、
読
者
を
直
接
運
動
に
引
っ
張

り
出
そ
う
と
い
う
工
夫
が
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
。「
自
衛
隊
特
集
を
組
ん
だ

と
き
に
は
自
衛
隊
員
か
ら
直
接
投
書
が
ぞ
く
ぞ
く
と
来
た
」
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
試
み
に
は
、「
ひ
と
に
ぎ
り
の
専
門
家
だ
け
が
書
く
雑
誌
」
を
超
え
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
た
ら
ん
と
す
る
志
向
が
見
て
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
一
一
号
で
は
、
編
集
権
そ
の
も
の
を
委
ね
る
と
い
う

こ
と
も
試
み
ら
れ
た
。
特
集
「
嗚
呼　

日
本
万
国
大
博
覧
会
」（
一
〇
頁
～
四
六
頁
）

で
あ
る
が
、
こ
の
特
集
を
編
集
し
た
の
は
関
西
の
ベ
平
連
の
若
者
た
ち
で
あ
り
、
特

集
の
内
容
は
、
関
西
で
行
わ
れ
た
「
反
戦
の
た
め
の
万
博
」（
一
九
七
〇
年
三
月

一
五
日
）、
通
称
「
ハ
ン
パ
ク
」
に
関
す
る
特
集
だ
っ
た
。

　
「
ハ
ン
パ
ク
」
と
は
、
大
阪
千
里
で
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会
に
対
抗
し
て

開
催
さ
れ
た
ベ
平
連
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
日
本
万
国
博
覧
会
は
、「
人
民
不

在
の
な
か
で
の
近
代
文
明
の
に
せ
の
祭
典
」
で
あ
り
、「
無
名
の
人
間
の
文
化
的
創

造
を
入
れ
る
場
」
が
な
い
と
批
判
し
て
、
独
自
の
手
づ
く
り
の
論
理
に
よ
る
万
博
が

構
想
さ
れ
た
。
こ
れ
は
関
西
の
ベ
平
連
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
、
ベ
平
連
全
国
懇
談
会

（
一
九
七
〇
年
一
月
三
一
日
・
二
月
一
日
）
で
の
支
持
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
「
ハ
ン
パ
ク
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
そ
れ
を
主

導
し
た
ベ
平
連
の
若
者
た
ち
の
側
か
ら
、旧
世
代
の
ベ
平
連
へ
の
批
判
、「
オ
ー
ル
ド
・

ベ
平
連
」
批
判
が
生
起
し
て
い
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　

 　

今
ま
で
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
や
ら
、
に
わ
か
に
進
歩
的
知
識
人
う
ち
そ

ろ
い
て
オ
ー
ル
ド
・
ベ
ヘ
ー
レ
ン
を
名
の
り
、
も
っ
ぱ
ら
金
の
算
段
を
し
て
い

る
と
か
。「
金
は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
」
と
い
う
大
原
則
は
立
派
な
れ
ど
、

あ
な
た
達
に
と
っ
て
、
金
を
出
す
こ
と
が
ベ
平
連
運
動
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
批
判
は
、
小
田
や
吉
川
勇
一
と
い
っ
た
ベ
平
連
初
期
か
ら
の
中
心
メ
ン

バ
ー
や
、
京
都
で
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
販
売
を
担
っ
た
京
都
ア
ン
ポ
社
へ
と
及
ん
で

い
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
批
判
の
書
き
手
が
、
特
集
「
嗚
呼　

日
本
万
国
大
博

覧
会
」
の
編
集
メ
ン
バ
ー
に
も
名
を
連
ね
た
富
田
正
勝
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お

け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
単
に
読
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
積
極
的
な
批

判
者
た
ち
の
手
に
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」の
編
集
権
は
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
実
は
、

「
人
間
の
渦
巻
」
と
し
て
の
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
性
質
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
人
間
の
渦
巻
」
と
い
う
比
喩
は
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
刊
行
の
際
に
小

田
が
用
い
た
比
喩
で
あ
る
が
、
同
じ
比
喩
を
小
田
は
ベ
平
連
の
デ
モ
行
進
に
も
与
え

て
い
る
。
小
田
実
「
何
か
が
始
ま
っ
て
い
る
─
─
六
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
の
人
間

の
渦
巻
」（「
世
界
」
一
九
六
九
年
八
月
）
か
ら
引
用
す
る
。

　
　

 　

い
や
、
こ
の
デ
モ
行
進
は
、
隊
列
と
か
か
た
ま
り
と
か
、
い
く
ぶ
ん
で
も
静

止
を
暗
示
す
る
こ
と
ば
を
用
い
て
言
い
あ
ら
わ
し
て
は
い
け
な
い
も
の
な
の
に

ち
が
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
─
─
先
頭
集
団
に
い
た
私
が
ふ

り
反
っ
て
私
の
視
界
の
中
心
に
し
か
と
と
ら
え
得
た
の
は
、
い
わ
ば
、
人
間
の

渦
巻
だ
っ
た
。
た
え
ず
、
み
ん
な
が
自
分
の
原
理
と
意
志
に
し
た
が
っ
て
、
流

動
し
て
い
る
。
渦
巻
い
て
い
る
。
そ
ん
な
感
じ
が
ま
ず
私
に
は
し
た
。

　
「
こ
の
デ
モ
行
進
」
と
は
、日
比
谷
公
園
に
七
万
人
が
集
っ
た
と
言
わ
れ
る
「
反
戦
・

反
安
保
・
沖
縄
闘
争
勝
利
６
・
15
統
一
行
動
」（
一
九
六
九
年
六
月
一
五
日
）
の
際

の
デ
モ
行
進
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
学
生
運
動
が
過
激
化
し
て
い
く
な
か
で
、

ベ
平
連
の
デ
モ
は
圧
倒
的
な
動
員
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
膨
大
な

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）



茨女短大紀№ 39（2012）3-8 18

人
々
の
群
が
、
明
確
な
指
導
者
を
欠
い
た
ま
ま
相
互
に
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
し

か
し
ひ
と
つ
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
が
「
人
間
の
渦
巻
」
と
い

う
比
喩
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

デ
モ
行
進
の
な
か
小
田
が
見
出
す
の
は
統
一
さ
れ
た
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の

不
統
一
で
あ
る
。「
老
若
と
り
ま
ぜ
た
婦
人
た
ち
」
や
ら
「
頭
に
何
や
ら
白
い
か
ざ

り
を
つ
け
た
若
い
男
女
の
一
群
」
や
ら
で
雑
多
に
構
成
さ
れ
る
一
般
市
民
、
セ
ク
ト

ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
学
生
た
ち
、
労
働
者
、
そ
し
て

「
フ
ォ
ー
ク
・
ゲ
リ
ラ
」
に
導
か
れ
て
デ
モ
に
参
加
し
た
「
野
次
馬
」
た
ち
。
ふ
だ

ん
は「「
ゲ
バ
棒
」と
称
す
る
角
材
」を
ふ
り
か
ざ
す「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
学
生
が「
ゲ

バ
棒
」
な
ら
ぬ
花
を
手
に
も
っ
た
図
柄
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
異

質
で
交
わ
ら
な
い
存
在
が
奇
妙
に
統
一
を
保
っ
て
い
る
状
態
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を

小
田
は
「
ヌ
エ
」
と
い
う
比
喩
で
表
現
し
、
み
ず
か
ら
の
民
主
主
義
思
想
に
結
び
つ

け
て
い
っ
た
。

　
　

 　

私
は
、
や
は
り
、
ヌ
エ
的
状
態
に
徹
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、

現
在
の
状
況
で
有
力
な
力
と
な
り
得
る
の
は
そ
う
し
た
ヌ
エ
的
状
態
だ
と
考
え

る
か
ら
だ
が
、
さ
ら
に
、
そ
ん
な
ふ
う
な
と
こ
ろ
に
基
盤
を
お
き
、
そ
こ
か
ら

出
発
し
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
ば
、
私
が
理
想
と
し
て
考
え
る
民
主
主
義
は
自

分
の
も
の
と
な
ら
な
い
気
が
す
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
る「
ヌ
エ
的
状
態
」は
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
。

「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
は
、
意
見
の
異
な
る
若
者
た
ち
の
も
の
も
含
め
、
雑
多
な
記
事

が
さ
ま
ざ
ま
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
誰
し
も
が
み
ず
か
ら
の
意
志
で
デ

モ
に
加
わ
り
、相
互
に
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
「
人
間
の
渦
巻
」
を
か
た
ち
づ
く
る
。

か
つ
て
小
田
が
デ
モ
の
群
集
に
眼
を
凝
ら
し
た
と
き
に
、
個
々
人
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ

り
な
が
ら
全
体
で
は
統
一
を
保
っ
て
い
る
「
ヌ
エ
的
状
態
」
が
看
取
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
眼
を
凝
ら
す
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
統
一
さ
れ
た
体
系
で
は
な
く
、

む
し
ろ
無
秩
序
な
状
態
、「
ヌ
エ
」
の
ご
と
き
状
態
が
見
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
田
ら
年
長
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
激
し
い
批
判
を
ぶ
つ
け
る

相
手
で
あ
れ
、と
い
う
よ
り
も
そ
の
よ
う
な
相
手
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」

の
誌
面
は
開
か
れ
て
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
お
け
る
「
渦
巻
」

は
、そ
う
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
よ
っ
て
成
り
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
あ
ら
た
め
て
問
え
ば
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
の
渇
望
は
、ど
の
よ
う
に
時
代
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
こ
そ
論
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
も
は
や
紙
幅
が
尽
き
た
。
稿
を
改

め
る
。

（
28
）

（
29
）
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「渦巻」と「コミュニケーション」── 雑誌「週刊アンポ」について
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【
注
】

（
1
）
各
号
の
書
誌
を
以
下
に
注
記
し
て
お
く
。

　
　

〇
号
（
創
刊
準
備
号
）
─
─
一
九
六
九
年
六
月
十
五
日

　
　

一
号
（
創
刊
号
）
─
─
一
九
六
九
年
一
一
月
一
七
日

　
　

二
号
─
─
一
九
六
九
年
一
二
月
一
日　

三
号
─
─
一
九
六
九
年
一
二
月
一
五
日

　
　

四
号
─
─
一
九
六
九
年
一
二
月
二
九
日　

五
号
─
─
一
九
七
〇
年
一
月
一
二
日

　
　

六
号
─
─
一
九
七
〇
年
一
月
二
六
日　
　

七
号
─
─
一
九
七
〇
年
二
月
九
日

　
　

八
号
─
─
一
九
七
〇
年
二
月
二
三
日　
　

九
号
─
─
一
九
七
〇
年
三
月
九
日

　
　

一
〇
号
─
─
一
九
七
〇
年
三
月
二
三
日　

一
一
号
─
─
一
九
七
〇
年
四
月
六
日

　
　

一
二
号
─
─
一
九
七
〇
年
四
月
二
〇
日　

一
三
号
─
─
一
九
七
〇
年
四
月
中
旬

　
　

一
四
号
─
─
一
九
七
〇
年
五
月　
　
　
　

一
五
号
─
─
一
九
七
〇
年
六
月
上
旬

（
2
）「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
実
質
的
な
編
集
長
は
、
野
田
祐
次
（
合
同
出
版
編
集
長
）・

那
須
正
尚
（「
思
想
の
科
学
」
編
集
者
）、井
出
孫
六
（
作
家
・「
中
央
公
論
」
編
集
者
）

と
い
っ
た
人
物
が
無
給
も
し
く
は
薄
給
で
務
め
、
周
辺
の
若
者
た
ち
が
そ
の
実
務
を

担
っ
た
。
小
中
陽
太
郎
『
私
の
な
か
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
─
─
ベ
平
連
に
賭
け
た
青
春

と
群
像
』（
一
九
七
三
年
一
〇
月
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
出
版
局
）、
一
五
四
頁
参
照
。

（
3
）
小
熊
英
二
『
１
９
６
８
〈
下
〉
─
─
叛
乱
の
終
焉
と
そ
の
遺
産
』（
二
〇
〇
九

年
七
月
、
新
曜
社
）。

（
4
）
引
用
は
、
前
掲
『
１
９
６
８
〈
下
〉
─
─
叛
乱
の
終
焉
と
そ
の
遺
産
』（［
１
］

四
二
八
頁
、［
２
］
四
七
九
頁
）。

（
5
）「「
あ
な
た
に
お
ね
が
い
！
」ア
ン
ポ
社
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」
四
八
、一
九
六
九

年
八
月
）。
引
用
は
『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』（
一
九
七
四
年
六
月
、「
ベ
平
連

ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
」
刊
行
委
員
会
）、
二
六
〇
頁
。

（
6
）「
69
年
の
ベ
平
連
─
─
小
田
実
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」

四
〇
、一
九
六
九
年
一
月
）。
引
用
は
前
掲『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、一
九
二
頁
。

（
7
）
小
田
実
『「
ベ
平
連
」・
回
顧
録
で
な
い
回
顧
』（
一
九
九
五
年
一
月
、
第
三
書

館
）、
一
三
一
頁
。

（
8
）
小
田
実
「
ア
ン
ポ
へ　

人
間
の
渦
巻
を
─
─
あ
な
た
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
」（「
週

刊
ア
ン
ポ
」
〇
、一
九
六
九
年
六
月
）、
三
頁
。

（
9
）前
掲「
69
年
の
ベ
平
連
─
─
小
田
実
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」。
引
用
は
前
掲『
ベ

平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、
一
九
二
頁
。

（
10
）「
週
刊
ア
ン
ポ
」
の
構
想
を
語
っ
た
際
に
小
田
は
、「
ほ
ん
と
う
は
テ
レ
ビ
を

利
用
し
た
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
金
が
な
い
の
で
週
刊
誌
を
出
し
て
い
く
わ
け

で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
な
か
に
ひ
と
つ
の
ム
ー
ド
を
つ
く
っ
て
い
き
、

と
き
ど
き
愛
読
者
集
会
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
を
急
速
に
大
き
く
し
て
い
き

た
い
。と
同
時
に
こ
の
週
刊
誌
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
る
わ
け
で
す
。」（
前

掲
「
69
年
の
ベ
平
連
─
─
小
田
実
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」）
と
述
べ
て
い
た
。

（
11
）「
日
本
中
に「
ア
ン
ポ
」の
渦
巻
を
！「
人
間
の
渦
巻
」を
！
」（「
週
刊
ア
ン
ポ
」一
、

裏
表
紙
）で
は
、「
誰
が「
週
刊
ア
ン
ポ
」を
つ
く
る
の
か
」と
問
い
を
掲
げ
た
上
で「「
週

刊
ア
ン
ポ
」
の
基
金
は
、
す
べ
て
、
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
い
や
、

そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
自
分
で
ス
ポ
ン
サ
ー
の
役
を

負
っ
て
出
な
い
か
ぎ
り
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
活
動
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
金
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」
は
世
に
出
て
、
力
で
あ
る
こ
と
を
つ
づ

け
る
で
し
ょ
う
。
お
金
を
出
し
て
下
さ
い
。
何
故
な
ら
、あ
な
た
が
、「
週
刊
ア
ン
ポ
」

を
つ
く
る
の
だ
か
ら
。」
と
述
べ
、
資
金
の
提
供
と
主
体
的
な
読
者
の
参
加
と
を
明

瞭
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
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（
12
）前
掲「「
あ
な
た
に
お
ね
が
い
！
」ア
ン
ポ
社
」。
引
用
は
前
掲『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー

ス
縮
刷
版
』、
二
六
〇
頁
。

（
13
）
た
だ
し
実
際
に
は
、
多
く
の
書
店
の
店
頭
に
「
週
刊
ア
ン
ポ
」
を
並
べ
る

と
い
う
実
際
問
題
か
ら
、
大
半
が
取
次
に
よ
る
流
通
の
か
た
ち
を
と
っ
た
よ
う

で
あ
る
。「
ぜ
ん
こ
く
こ
ん
だ
ん
か
い
の
は
な
し
か
ら
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」

五
四
、一
九
七
〇
年
三
月
）
に
は
「
最
初
全
国
の
活
動
家
を
通
じ
て
広
め
る
つ
も
り

だ
っ
た
け
ど
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
本
屋
を
通
し
て
と
い
う
形
に
な
り
全
国
で
は
り

き
っ
て
い
た
人
々
を
が
っ
か
り
さ
せ
て
し
ま
っ
て
申
し
わ
け
な
い
、
反
省
し
て
今
後

〈
７
号
か
ら
〉
は
、
２
割
び
き
で
地
方
の
、
ベ
平
連
を
通
じ
て
そ
の
運
動
を
や
っ
て

ゆ
く
。
内
容
的
に
も
７
号
か
ら
は
大
幅
に
変
え
て
ゆ
く
」と
あ
る
。
引
用
は
前
掲『
ベ

平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、
三
一
〇
頁
。

（
14
）「「
週
刊
ア
ン
ポ
」
０
号
～
14
号
総
目
次
」（
吉
川
勇
一
編
集
・
管
理
『
旧
「
ベ

平
連
」
運
動
の
情
報
ペ
ー
ジ
』http://w

w
w

.jca.apc.org/beheiren/

［
二
〇
一
二

年
一
月
閲
覧
］）。
本
ペ
ー
ジ
に
は
、
各
号
の
目
次
に
加
え
、
一
部
の
小
説
本
文
、
漫

画
作
品
、
そ
し
て
表
紙
の
画
像
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）
前
掲
「「
週
刊
ア
ン
ポ
」
０
号
～
14
号
総
目
次
」。

（
16
）
週
刊
ア
ン
ポ
社
「
社
告
」（「
週
刊
ア
ン
ポ
」
一
一
、一
九
七
〇
年
四
月
二
〇
日
、

八
頁
）
の
時
点
で
、「
こ
の
六
月
を
め
ざ
し
て
、
十
三
号
か
ら
は
、
雑
誌
で
も
な
く
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
な
く
、
ビ
ラ
で
も
な
い
革
命
的

0

0

0

な
形
で
、
さ
ら
に
さ
ら
に
大
き

な
人
間
の
渦
巻
を
ま
き
起
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
予
告
が
あ
る
。
判
型
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
小
田
実
「
─
─
十
三
号
か
ら
〝
週
刊
ア
ン
ポ
”
は
新
し
く
行
動

す
る
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」
五
五
、一
九
七
〇
年
四
月
）
で
は
、「
か
た
ち
の
こ
と

を
少
し
書
こ
う
。
ビ
ラ
で
も
な
く
雑
誌
で
も
な
い
新
し
い
か
た
ち
を
私
た
ち
は
つ
く

り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
手
わ
た
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
ビ
ラ
だ
。
開
く
。
た
ち
ま

ち
、
ビ
ラ
は
雑
誌
の
一
ペ
ー
ジ
に
変
化
す
る
。
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
る
。
そ
こ
は
、
ア
ッ

ピ
ー
ル
の
ペ
ー
ジ
だ
。
つ
い
で
、新
聞
が
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
、最
後
の
ペ
ー

ジ
―
そ
こ
に
は
、
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
を
壁
に
は
ろ
う
。
電
柱
に
は
り

つ
け
よ
う
。
い
や
、そ
れ
を
も
っ
て
デ
モ
行
進
へ
行
こ
う
。
人
間
の
渦
巻
の
な
か
で
、

そ
の
ポ
ス
タ
ー
は
も
つ
と
も
生
き
生
き
と
す
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
引
用
は
前
掲
『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、
三
二
〇
頁
。

（
17
）
小
黒
弘
「
被
告
意
見
陳
述
書
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」
五
七
、一
九
七
〇
年
六

月
）。
引
用
は
前
掲
『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、
三
三
六
頁
。

（
18
）
ま
た
、創
刊
号
で
は
「
あ
な
た
が
編
集
者
で
す
」「
あ
な
た
が
書
き
手
で
す
」「
あ

な
た
が
運
動
の
つ
く
り
手
で
す
」
と
し
て
、
小
説
、
評
論
・
記
録
の
「
創
刊
記
念
ケ

ン
賞
」
が
募
集
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
石
子
順
造
『
戦
後
マ
ン
ガ
史
ノ
ー
ト
』（
一
九
九
四
年
一
月
、紀
伊
国
屋
書
店
、

復
刻
版
）
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
漫
画
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、「
大
学
闘
争
と
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
と
演
歌
や
や
く
ざ
映
画
と
と
も
に
あ
っ
た
」（
一
六
三
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。

（
20
）
前
掲
「
日
本
中
に
「
ア
ン
ポ
」
の
渦
巻
を
！
「
人
間
の
渦
巻
」
を
！
」。

（
21
）
前
掲
『
私
の
な
か
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
』、
一
二
九
頁
。

（
22
）
週
刊
ア
ン
ポ
編
集
部
Ｋ
「
社
告
に
つ
い
て
」（「
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
」

五
五
、一
九
七
〇
年
四
月
）。
引
用
は
前
掲『
ベ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』、三
二
〇
頁
。

（
23
）
十
一
号
特
集
編
集
委
員
会
・
京
都
ア
ン
ポ
社
に
よ
る
編
集
。

（
24
）柴
田
翔「
万
博
ム
ー
ド
に
反
逆
す
る
陽
気
な〝
小
孫
悟
空
”た
ち
」（「
週
刊
朝
日
」

一
九
六
九
年
六
月
六
日
）。
引
用
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
連
合
編
『
資
料
・
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「渦巻」と「コミュニケーション」── 雑誌「週刊アンポ」について
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「
ベ
平
連
」
運
動　

中
』（
一
九
七
四
年
九
月
、
河
出
書
房
新
社
）、
一
二
七
頁
。

（
25
）「
ハ
ン
パ
ク
」
に
つ
い
て
は
前
掲
『
１
９
６
８
〈
下
〉
─
─
叛
乱
の
終
焉
と
そ

の
遺
産
』（
四
五
〇
頁
～
四
六
一
頁
）
に
詳
し
い
。

（
26
）
ベ
ト
ナ
ム
通
信
編
集
長
［
＊
富
田
正
勝
］「
公
開
質
問
状
」（「
ベ
ト
ナ
ム
通
信
」

二
〇
、六
九
・
九
）。
引
用
は
、
前
掲
『
資
料
・「
ベ
平
連
」
運
動　

中
巻
』、
一
五
〇
頁
。

（
27
）
引
用
は
、
前
掲
『
資
料
・「
ベ
平
連
」
運
動　

中
巻
』、
八
二
頁
。

（
28
）
以
上
の
記
述
は
、
前
掲
「
何
か
が
始
ま
っ
て
い
る
─
─
六
九
年
六
月
十
五
日

か
ら
の
人
間
の
渦
巻
」
に
基
づ
く
。
引
用
は
、
前
掲
『
資
料
・「
ベ
平
連
」
運
動　

中
巻
』、
八
二
～
八
三
頁
。

（
29
）
前
掲
「
何
か
が
始
ま
っ
て
い
る
─
─
六
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
の
人
間
の
渦

巻
」。
引
用
は
、
前
掲
『
資
料
・「
ベ
平
連
」
運
動　

中
巻
』、
八
八
頁
。

【
付
記
】
引
用
文
中
の
／
、［
…
］、［
＊
］、 ［
１
］［
２
］
は
引
用
者
に
よ
る
。
／
は

改
行
を
、［
…
］
は
省
略
を
、［
＊
］
は
注
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
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WISC-III の結果からみた
情緒障害児短期治療施設の入所児童の認知特徴

安藤みゆき1・佐名手三恵2・江原勝久2・中嶋健治2

1茨城女子短期大学・2内原深敬寮

Key words：情緒障害児短期治療施、WISC-III、子ども虐待、境界知能、個人内差

要旨（要約）：WISC-III を用いて、A 情緒障害児短期治療施設入所児童（以下、情短）の認知特

徴を明らかにした。Ａ情短に入所していた 104 名（男子 59 名、女子 45 名、平均 10.7 歳）の FIQ

は、44-121 の範囲にあったが、全体の 60.6％（女子では 68.9％）が境界知能以下、22.1％が軽度知

的障害の水準であった。VIQ、PIQ 間に有意差を持つ児童は全体の 43.3％であり、VIQ ＜ PIQ の

傾向にあった。群指数間においても、言語理解と知覚統合の階差が 15 ポイント以上の児童が全体

の 40.3％を占めた。Ａ情短の 104 名のうち 95.2％が被虐待児であるなど、発達障害児と軽度知的障

害児の割合も、いずれも全国の情短の平均を上回る結果であった。

１　はじめに

　厚生労働省の発表（平成 23 年 7 月）によれば、平成 22 年の児童相談所への虐待通告数は過去最

高の 55,152 件（図 1）であり、虐待通告の統計を取り始めた平成 2 年の 1,101 件と比較すると約 50

倍の増加となる。しかも平成 22 年度の記録は、東日本大震災の影響で、宮城県、福島県、仙台市

を除いた数値である。さらに、加賀美（2010）は、2005 年から始まった市町村福祉事務所からの

通告相談件数と合わせると、いまや虐待通告数は 8 万件から 10 万件に達すると述べており、通告

件数は増加の一途にある。しかし「沈黙の虐待」と呼ばれている性的虐待は通告件数の 3％（表 1）

にしか過ぎず、8 万から 10 万件というこれらの膨大な数字でさえも氷山の一角ではないかとの指

摘もある。

　虐待の通告数の増加に関して、虐待の社会的関心が高まっただけで子ども虐待そのものが増えて

いるのではないという意見もある。しかし、警察が検挙した児童虐待事件数の年次推移をみると、

最近 8 年間で検挙件数は約 2.5 倍（図 2）となっており、単なる社会的関心の問題だけですまされ

るものではない。警察庁の発表によると、平成 23 年中に警察が検挙した児童虐待事件は 384 件、

検挙人員は 409 人、被害児童は 398 人であり、そのうち 39 人（9.8％）は死亡していた。

　何よりも重大な問題は、それらが急速な少子高齢化の中で進行している点にある。15 歳以下の

子どもの人口は、平成 2 年では、2,254 万人であったが、平成 22 年では、1,694 万人にまで減少し

ている。この 20 年間で、子どもの数は 560 万人減少している（注 1）にもかかわらず、虐待通告

数は 50 倍に増えている。つまり、日本の子どもの総数の中で、虐待を受けている子どもの割合は

確実に増加しているのではないかと推測できるのである。

　虐待は、これまで繰り返し報告されてきたように、反応性愛着障害、外傷後ストレス障害（PTSD）、
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解離性障害、反抗挑戦性障害、行為障害、気分障害、摂食障害、境界性パーソナリティー障害（BPD）

や反社会性パーソナリティー障害など、長期にわたり多彩な精神症状を示す（田村、2006）と言

われている。また、近年注目を集めている発達障害と虐待の問題は複雑に絡み合い（杉山、2006、

2007a、2007b、2007c）、非行や犯罪の背景に虐待が多く潜在しているという報告（藤岡、2001；森田、

2005；内山、2005）もある。

　さらに、虐待は次の世代への連鎖をつくるという深刻さを持っている。つまり、子ども時代に受

けた虐待の影響は、単に子ども時代にとどまることはない。少子高齢化社会の中で、今の子どもた

ちは将来多数の高齢者を支えなければならないが、虐待を受けた子どもたちが、社会の健全な構成

員となり、納税者に成長するためには、さまざまな関係性の中で適切なケアとサポートを受けてい

くことが必要である。 

　杉山（2007a）は、「子ども虐待へのきちんとした対応が行われなかった時、そのつけはきちんと

近い将来に返ってくる」と述べており、友田（2011a）は、「極端で長期的な虐待ストレスは、子ど

もの脳を作りかえ、さまざまな反社会的な行動を起こすように導いていく。（中略）大切な未来へ

の芽を間違った方法で育めば、社会は自分たちが育てた子どもによって報いを受けなくてはならな

いだろう」と述べている。

　虐待が脳に及ぼす酷い影響は、非侵襲脳機能計測の発展と普及にともない、近年急速に明らかに

なりつつある（田村、2006；杉山、2007a；友田、2006、2011a、2011b）。被虐待児の先進的な脳形

態画像研究結果を踏まえた上での未来への警告は決して看過できないであろう。

　そのような状況の中で、虐待を受けた子どもたちが生活する乳児院、児童養護施設、情緒障害児

短期治療施設などの社会的養護に求められている役割はあまりにも大きい。職員の多くは、残念な

ことに、その責務の大きさに見合うだけの社会的待遇を受けてはいないが、子どもたちのために日

夜悪戦苦闘しながらも献身的に働いている。増沢は『虐待を受けた子どもの回復と育ちを支える援

助』（2009）の中で次のように述べている。「虐待を受けた子どもの援助は極めて困難であるのにも

かかわらず、援助者の手は足りていない」、「子どもの福祉の臨床現場はもはや流水があふれ出た河

川のごとく緊急事態となっている」にもかかわらず、「社会全体に目を転じると、緊急事態がうそ

のようにまるで何事も起きていないかのように日々が流れている」、「死に至っても不思議ではない

不適切な環境を生き抜き、保護された子どもたち」の「援助がどれだけ大変であるか、それを改善

するための環境整備やそれをサポートするシステムが全く追いついていないことなどを知る人は、

残念なことにほとんどいない」、そして「少しでも多くの人々に、虐待を受けた子どもたちの姿と

その援助にどれほどの深い理解と手数が必要かを知っていただきたい」と、先の本の執筆の動機を

述べている。　　　

　情緒障害児短期治療施設でセラピストとして勤めた（勤めている）筆者らが、小論をまとめる動

機もまさしくそこにある。子ども虐待に関わる者たちが抱えるこの切実な危機感を広く社会の人々

と共有し、子どもたちに適切なケアをすることのできるシステムの構築のために、情緒障害児短期

治療施設の子どもたちが抱えている困難と、その子どもたちのケアのために奮闘している職員たち

が抱えている困難の一端を明らかにしたいと考える。

　情緒障害児短期治療施設は、児童福祉施設の中で唯一、名称に「治療」という言葉を冠している（八

木、2010）施設であり、 厚生労働省が被虐待児の心のケアのできる児童福祉施設として期待を寄せ
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てきた施設（高田、2010）でもある。

　情短には、虐待により保護される子どもの中で、特に学校や集団生活に適応できない子ども、児

童養護施設では適応が難しいと考えられる重症な子どもが少なからず入所してくる。高田（2010）

の報告によれば、情短の 31.9％の子どもが精神科の薬物療法を受けており、平成 20 年度に入所し

た児童の 14.6％が他施設から、5.2％が入院施設からの入所であった。全国情緒障害児短期治療施

設協議会の報告（平成 22 年 10 月）によれば、全国 37 の情短施設において、被虐待児の占める割

合の全国平均は 75.0％で、軽度中度の知的な課題を有する児童の占める割合の平均は 12.8％、広汎

性発達障害は 26.3％となっている。平田（2011）は情短に入所してくる子どもたちは、年々重症化

していると述べている。

　滝川ら（2006）による情短入所児童の分析でも、虐待は子どもに対して、あらゆる情緒障害的な

症状を多彩かつ広範にもたらし、このことが被虐待児童にかかわることの困難さを生んでいること

が確認されている。入所中の個々の子どもの経過をみれば、徐々に問題行動は減っていき、児童養

護施設、里親等への措置変更、または家庭への復帰となるケースが多い。しかし。次々と入所児童

を迎えるので、施設生活全体をみれば、他害的、破壊的、逸脱的な出来事が頻繁に起きており、情

短における被虐待児の占める割合が増大することによって、暴力（対児童、対職員）、器物破壊、

性的問題行動（加害、被害を含む）、自傷、解離、睡眠障害へのケアが職員の日々の業務の中心と

なりつつある（八木、2011）。

図１　児童相談所への虐待の通告件数
厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課のホームページ、平成 23 年 7 月 20 日発表
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２　目的

　本研究で取り上げるＡ施設は、2003 年 8 月に全国で 24 番目の情短として開設された。情短は施

設ごとに対象年齢や定員数が違うが、Ａ情短の場合、小学校 1 年生から中学 3 年生までを対象とし、

入所定員は 40 名である。被虐待、養育困難、虞犯、不登校、家庭内暴力、児童養護施設での不適

応など、さまざまな主訴をもつ児童が入所している。全員がセラピーと精神科医師の面接を定期的

に受けているが、愛着障害、知的障害、発達障害またはその疑いなどのアセスメントを受けている

児童も多数いる。

　Ａ情短のセラピストは、生活担当の職員らとともに入所してくる児童の見立てを行い、支援計画

を作成するプロセスの一つとして、個々の児童の WISC-III のプロフィール分析を行ってきた。入

所前に児童相談所で WISC-III を実施することができなかったケースに関しては、入所後ラポール

が形成しやすい A 情短のセラピストが WISC-III を実施することもある。さらに、入所後約 2 年を

経過した児童に対して、治療効果を見る一つの指標として WISC-III を実施し、経年変化の分析を
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図２　警察による虐待事件の検挙数（平成 24 年 2 月発表　警察庁生活安全局少年課）

表１　児童相談所における児童虐待に関する相談の内容別件数

虐待種別区分 総数 身体的虐待 保護の怠慢ないし
拒否（ネグレクト） 性的虐待 心理的虐待

平成 21 年度（件） 44,211
17,371 15,185 1,350 10,305

39.30% 34.30% 3.10% 23.30%
厚生労働省「福祉行政報告例」平成 22 年度版　子ども・若者白書
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行うこともあった。これらの積み重ねの中で、Ａ情短全体として WISC-III の結果に特徴的な傾向

が見いだせるのではないかという印象を得た。

　「全国情緒障害児短期治療施設における児童の臨床統計」（注 2）により、入所児童の FIQ の知

的水準は把握できるが、VIQ、PIQ、群指数に関する調査報告はない。WISC-III を用いた先行研

究として児童養護施設在所児童の研究（丹羽ら、2009）や、少年院における研究（松浦ら、2007）

等はあるが、情短をフィールドにした研究はない。

　そこで本研究では、WISC-III のデータ分析を行うことによって、A 情短入所児童の認知特徴を

明らかにすることを目的とする。また、被虐待経験、発達障害の診断経験の有無が WISC-III のプ

ロフィールにどのような影響を与えるのかを合わせて検証する。

３　方法

1　対象

　Ｘ年からＸ＋ 8 年にＡ情短に入所した 108 名のうち、WISC-III の FIQ、VIQ、PIQ, 群指数、下

位検査評価点に不備のない 104 名のデータを FIQ の知的水準の分布や個人内差・男女別差異につ

いて分析した。104 名の内訳は、男子 59 名（平均年齢 10.2 歳）女子 45 名（平均年齢 11.2 歳）である。

一人の児童が複数回検査を受けている場合は、入所に近い時期のデータを使用した。WISC-III の

検査結果は A 情短、児童相談所、病院において実施されたものである。

2　WISC-III について

　WISC-III（Wechsler Intelligence Scale for Children Third Edition）は、ウェクスラー式知能

検査のうち小児用の第 3 版を指す。言語性 IQ（Verbal intelligence quotient：VIQ）と動作性 IQ

（Performance IQ： PIQ）、そしてこの二つを合わせた全検査 IQ（Full scale IQ：FIQ）という 3 つ

の知能指数（IQ）と因子分析から抽出された言語理解（Verbal comprehension：VC）、知覚統合

（Perceptual organization：PO）、注意記憶（Freedom from distractibility：FD）、処理速度（Processing 

speed：PS）という 4 つの群指数の間の得点差から認知面のアンバランスを把握することが可能で

ある（岡崎、2011）。各群指数が持つ意味や各下位検査により測定される能力については、表 2 と

表 3 にまとめた。

表２　WISC-III の群指数を構成する下位検査と群指数がもつ意味
群指数名（略記号） 構成される下位検査 各群指数が持つ意味

言語理解（VC) 知 識・ 類 似・ 単 語・
理解

言葉に関して習得した知識、言語による
理解、思考、表現力

知覚統合（PO） 絵画完成・絵画配列・
積木模様・組み合わせ

言語を用いない理解、思考、表現力、視
覚認知、視覚運動協応、構成能力

注意記憶（FD） 算数・数唱
（主に聴覚的な）注意力や集中力、口頭
指示の聞き取りと記憶（聴覚的作業記
憶）、数処理能力

処理速度（PS) 符号・記号探し 作業の手際の良さ、目で見たものの扱い
と記憶、（視覚的作業記憶）、書記技能

岡崎（2011）より
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４　結果

1　Ａ情短のWISC-III の結果

　⑴　入所児童全体の FIQ の分布（図 3）

　　 　104 名の FIQ は 44 ～ 121 までの範囲にあり、80 ～ 89 にピークのある、80 以下の側が膨ら

む一山の曲線になった。

　⑵　知的水準別の分布（図 4）

　　 　104 名全体をみると 60.6%（63 人）は境界知能以下、22.1%（24 人）は軽度精神遅滞の水準であっ

た。全国の情短のデータと比較すると、境界知能（精神遅滞と正常知能との境界域の知的水準

（IQ84~IQ70）を示す概念）以下の児童の占める割合がかなり多い。

　⑶　男女別 FIQ の知的水準別分布（図 5）

　　 　男女別に FIQ の分布をみると、男子では 85 以上が男子全体の 44.1% であるのに対し、女子

では 30.4% とやや少ない。ところが、70 ～ 84 の境界知能の知的水準の人数は女子では女子全

体の 44.5% に達し、女子の 68.9％が境界知能以下ということになった。軽度精神遅滞の水準の

児童の占める割合は男女に大きな差は認められなかった。

　⑷　VIQ と PIQ について（表 4）

　　 　104 名全体の中で VIQ が 85 以上の児童の占める割合は、39.4％であるのに対して、PIQ が

85 以上の児童の占める割合は 46.2％であった。

　　 　男女別にみると PIQ が 85 以上の男子は全体の約半数であるのに対して、女子は 37.8％であ

表３　WISC-III の下位検査の概要
IQ 下位検査 測定される固有の能力

VIQ

言語性知能

知識 一般的事実についての知識量
類似 論理的で抽象的な思考
算数 計算スキル・量的推理
単語 語彙に関する知識・言語発達水準

理解 実際的知識の表現・過去の経験についての評価と利用・慣習的
な行動の基準についての知識

数唱 聴覚的短期記憶

PIQ

非言語性知能

絵画完成 視覚刺激に素早く反応する力．視覚的長期記憶

符号 指示に従う力・事務処理の速度と正確さ・動作の機敏さ・視覚
的短期記憶

絵画配列 結果を予測する力・時間的順序の認識及び時間概念
積木模様 全体の部分への分解・非言語的概念

組み合わせ 視覚ー運動のフィードバックの利用，部分間の関係の予測・思
考の柔軟性

記号探し 視覚的探索の速さ
迷路 視覚的パターンをたどる力・見通し能力

上野ほか（2005）より
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図３　入所児童全体の FIQ の分布
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図４　FIQ の知的水準別分布
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図５　男女別 FIQ の知的水準別の分布（人）

表４　VIQ と PIQ の知的水準別分布

VIQ と PIQ の知的水準別分布

全体 ～ 85 84 ～ 70 69 ～ 50 49 ～

VIQ 39.4%（41） 41.3%（43） 19.2%（20） 0%（0）

PIQ 46.2%（48） 31.7%（33） 21.2%（22） 1%（1）

（　）は人　

VIQ の男女別知的水準別分布

VIQ ～ 85 84 ～ 70 69 ～ 50 49 ～

男子 40.7%（24） 39.0%（23） 20.3%（12） 0%（0）

女子 37.8%（17） 44.4%（20） 17.8%（8） 0%（0）

PIQ の男女別知的水準別分布

PIQ ～ 85 84 ～ 70 69 ～ 50 49 ～

男子 52.5%（31） 32.2%（19） 15.3%（9） 0%（0）

女子 37.8%（17） 31.1%（14） 28.9%（13） 2.2%（1）
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り、PIQ69 以下の男子は 15.3％に対して女子は約 2 倍の 31.1％であった。

　⑸　VIQ と PIQ 間の有意差について（表 5）

　　 　VIQ と PIQ 間に有意差がある児童は、全体の 43.3％であった。VIQ と PIQ の有意差は、『日

本版 WISC-III 知能検査法』の「統計的に有意であるために必要な IQ 間の差」（理論編、p.44）

をもとに検査実施時の各個人の年齢を照らして調査した。5％水準で有意差が認められたのは、

全体の 43.3％であり、男子において VIQ ＜ PIQ の傾向が顕著であった。

表５　VIQ と PIQ の有意差

VIQ と PIQ 間に有意差を有する割合

全体 5％水準 15％水準

有意差あり 43.3％（45 人） 57.7％（60 人）

VIQ ＞ PIQ 19.2％（20 人） 22.1％（23 人）

VIQ ＜ PIQ 24.0％（25 人） 35.6％（37 人）

男子における IQ 間の有意差

男子 5％水準 15％水準

有意差あり 44.1％（26 人） 61.0％（36 人）

VIQ ＞ PIQ 15.3％（9 人） 20.3％（12 人）

VIQ ＜ PIQ 28.8％（17 人） 40.7％（24 人）

女子における IQ 間の有意差

女子 5％水準 15％水準

有意差あり 42.2％（19 人） 53.3％（24 人）

VIQ ＞ PIQ 24.4％（11 人） 24.4％（11 人）

VIQ ＜ PIQ 17.8％（8 人） 28.9％（13 人）

　⑹　群指数の男女別平均（図 6）

　　 　各群指数のそれぞれの平均を調べた。言語理解は、男子より女子の方がわずかに高い。しか

し女子は FD が低いことが特徴的であり、女子の VIQ を下げていたのは、FD であったことが

推察される。男子は PO が高く、男子の VIQ ＜ PIQ の傾向は、そのまま VC ＜ PO の傾向に

反映されていた。 
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　⑺　PO と FD の男女別分布（図 7、8）

　　 　各群指数の中で特徴的であった PO と FD に関して、男女別の分布を調べた。PO は、男

子の半数以上が 85 以上であるが、女子は 4 分の 1 が 70 以下であった。また FD は、女子の

60％が境界知能以下の水準であることがわかった。

 

 

図６　群指数の男女別平均

図７　PO の男女別分布
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　⑻　群指数間の階差（n=104）（表 6）

　　 　WISC-III では、15 以上の階差は神経心理学上有意な差があるとされる（松浦、2007）。表 7

で示されるように、群指数間でも 15 以上の差がある児童が多く存在した。特に VC-PO 間で

15 以上の階差のあった児童は、104 名中 42 名（40.3％）であった。VC ＜ PO の傾向が認めら

れた。

    

 

 

図８　FD の男女別分布

表６　WISC- Ⅲ知能検査の群指数間の階差

VC-PO VC-FD VC-PS PO-FD PO-PS FD-PS

階差の平均 12.8 10.6 12.8 11.7 13.3 12

階差の最大値 40 32 66 35 67 35

15 以上階差のあった数（人） 42 33 39 28 36 39

割合（％）（n ＝ 104） 40.3 32.0 37.5 27.0 34.6 37.5 

n=104

　⑼　下位検査評価点の男女別平均（図 9）

　　 　下位検査評価点の男女別平均を調べた。女子の「算数」の落ち込みと男子の「完成」の高さ

が認められた。
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2　発達障害診断経験の有無

　児童相談所から引き継いだ記録に、「発達障害、またはその傾向や疑いあり」と嘱託医等の診断

の記載があったケースを調査した。生育歴の聞き取りが困難なケースや、被虐待経験を有するため

に、発達障害の診断の意見が分かれるケースもあるので、個々の記録から過去に「診断を受けた経

験の有無」を慎重に計数した。

　その結果、発達障害、またはその傾向、疑いのアセスメントを受けた経験のある児童は 104 名の

中で 33 名（31.7％）であった。男子は 47.5％が発達障害、またはその疑いの診断を受けた経験があっ

た。FIQ が 100 以上の児童では、60％が発達障害のアセスメントを受けており、50％の児童が 5％

水準で VIQ-PIQ 間の有意差があった。

3　被虐待経験の有無

　児童相談所からの措置理由が、「虐待」であるものや、「養育困難」や「虞犯」であっても、児童

相談所から引き継いだ子どものケース記録に明確な虐待のエピソード（痣が認められたなどの第三

者の証言）が記載されている場合を、「被虐待経験あり」とした。入所後の子どもの話から虐待が

疑われたものは除いた。

　その結果、被虐待経験を有する児童は、104 名のうち 99 名（95.2％）であった。全国情緒障害児

短期治療施設協議会報告（H22）によれば、全国の情短施設における被虐待児の占める割合は平均

75％である。

５　考察

1　FIQ について

　Ａ情短入所児童の FIQ は、IQ44 から IQ121 までの広範囲にわたっており、それらすべての児童

図９　下位検査評価点の男女別平均
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が同じ枠組みの生活をして、施設内の同じ学級に通学しなくてはならないというところに、Ａ情短

の子ども、職員、教員の抱えている困難があると思われる。

　全国の情短と比較すると、全国平均では、入所児童の半数以上が IQ85 以上の正常域であるのに、

Ａ情短では、正常域の児童は 4 割に満たず、6 割以上が境域知能（IQ84 以下）であり、約 4 分の 1

が軽度精神遅滞の知的水準であるという特徴が明らかになった。特に女子に至っては、境界知能の

知的水準を持つ児童が大半を占め（44.5％）、約 7 割が境界知能以下の知的水準である。

　Ａ情短のあるＢ県の「児童養護施設協議会実態調査報告書」（2010）によれば、Ｂ県の児童養護

施設では、IQ75 以下の児童が全体の 4 分の 1 に達し、その割合は平成 13 年から 22 年までの間に 2.7

倍に増えているという。A情短における軽度精神遅滞の児童の入所が全国平均よりも高い背景には、

Ｂ県の社会的養護の事情があるとも考えられるし、被虐待児の入所の割合が全国よりも高いためで

あるとも考えられる。

2　境界知能について

　先に述べたように、Ａ情短の認知特徴として、境界知能の児童が多いことがあげられる。杉山

（2004、2006）は、境界知能は発達障害、非行に密接にかかわる大きな論点であり、さらに被虐待

児の臨床像として、境界知能を示す者が多いと指摘している。緒方（2007）も児童相談所が処理し

た 127 名の相談ケースの研究から、被虐待児の平均的な知能は、おおむね境界知能水準であると述

べている。

　緒方（2008）は、被虐待児の知能は一般児童に比較して低いという海外の複数の研究報告を紹介

しているが、被虐待児の知的発達が抑制される要因として、いつ虐待されるともわからない環境で

の生活の不安は高く、そのような高緊張状態では学校教育に集中することもできず、知的刺激を享

受できないのであろうと述べている。さらに緒方（2011）は、虐待は犯罪であり、被虐待児は、犯

罪の被害者であると捉えたうえで、被害者が一定の成長を遂げた後の成人である犯罪被害者に比べ

て、成長発達の途上にある児童が被害者である児童虐待では、精神症状のような顕現しやすい反応

だけでなく、知能のような潜在的な特性にまで影響を及ぼす可能性が高いと指摘している。

　杉山（2004）は、境界知能に至る要因は知的な遅れよりも、育つ環境の影響の方が大きいと述べ

ている。飯田（2007）は、さらに軽度知的障害の環境要因についてふれ、中重度知的障害児群はす

べての社会階層に分布するが、軽度知的障害児群は、大多数が中・低層階に分布する。それゆえに、

軽度知的障害児群には、社会的要因が大きく作用していると考えられると述べている。

　今泉（2011）は、学校現場では、境界知能の子どもたちの認知特性やそれに基づく困難さについて、

LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）、PDD（広汎性発達障害）ほど注意が払われてい

ないと述べている。児童生徒が、学習面や行動面で著しい困難を示す原因が、LD、ADHD、高機

能自閉症に限られているわけではないが、とりわけ問題だと考えられるのは、そうした重度なリス

ク要因が、境界知能や軽度知的障害であるにもかかわらす、十分に言及されていない、と指摘して

いるのである。これは学校現場だけでなく、児童福祉、社会的養護の分野でも、言えることではな

いだろうか。

　DSM-IV-TR（アメリカ精神医学会の精神障害の診断と統計の手引き、2000 年）では、境界知能は、

精神障害に含められていないものの、「臨床的関与の対象となることのある他の状態」の一つに含
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められている。本田（2008）が言うには、境界知能の子どもたちは、心理的負荷や他の発達障害と

の重畳などによって多彩な精神医学的問題を呈する可能性のあるハイリスク群である。学校におい

て、学校以外においても、他の子どもたちより、いつもわずかずつ遅れをとりながら、参加し続け

る場面が圧倒的に多いので、自己評価が低い形で固定しやすいという。その反面、本人の自己評価

の低さや孤立感は見落とされることが少なくないため、慢性的に過剰な負担をかけ続けられること

になり、二次的な情緒や行動の問題（思春期の抑うつや無気力、引きこもり、いじめ、家庭内暴力、

非行）を生じやすいと指摘している。 

　境界知能や軽度知的障害の子どもたちは、日常レベルでは、ほとんど普通の子どもと変わらない

ように見えることが多いが、彼らの抱えている困難には、十分に注意を払わなくてはならないと考

える。

3　VIQ と PIQ の有意差について

　境界知能と密接な関係がある問題として、個々の認知能力間のばらつき（個人内差）がある。 

Ａ情短では、VIQ、PIQ 間に 5％水準で有意差のあった児童は、104 名中 45 名（43.3％）であった。

全体として VIQ ＜ PIQ の児童の方が多いが、男子は特にその傾向が顕著であった。

　先に述べたように、WISC- Ⅲを用いた情短における認知特徴の先行研究はないが、VIQ の方が

PIQ よりも低い傾向がみられるという結果は、児童養護施設の認知特徴を研究した丹羽（2009）の

結果と重なる。また、熊上（2011）は、WISC-III を用いて非行少年の認知特徴を明らかにした先

行研究を、海外のものも併せて複数レビューしているが、VIQ の方が PIQ よりも低い傾向がある

という点と、下位検査でもっとも低いのが算数であったという点などが、A 情短の WISC-III の分

析結果と一致した。

　緒方（2008）は、VIQ（言語性知能）の低下が非行少年の理解に重要であると述べているが、言

語的な理解力、表現力が低いと、感情を言葉ではなく行動によって表出しなくてはならないので、

破壊的行動の問題に発展しやすいのではないかと思われる。Ａ情短においても、トラブルの振り返

りや反省を行う際に言葉を媒介にしなくてはならず、言語性 IQ の低さは、子どもにとっても、そ

れを促す職員にとっても、困難の要因の一つである。筆者は、かつて担当した児童に、「悪いこと

をすると、いつもしっかり反省しなさいと言われるから下を向いているんだけど、“反省”って何？」

と聞かれたことがあった。言語能力、表現力、抽象的思考能力の困難により、質問の意図が分から

ず、十分に反省していないと思われてしまう姿も度々見受けられた。職員らは、どうしても子ども

の出力（行動・言葉）に注意を向けがちになるが、どのような形で自分たちの発する情報が子ども

に入力されているのかに注意を払わなくてはならない。言葉の速さ、大きさ、使う単語、一度に伝

える情報量などを日常的に配慮すべきであると考える。

　以上、VIQ と PIQ の有意差について述べたが、しかし、一方で Gregory（1999）は、認知心理

学の立場から VIQ と PIQ の大きな階差は非常にありふれていて、WISC-III の標準化集団において、

V-P 階差が 20 以上の被験者は 7％も存在していると指摘している。 VIQ と PIQ の階差が、短絡

的に被虐待や非行少年を示すのではなく、子どもが問題の多い養育環境に置かれた時に、VIQ と

PIQ のアンバランスさが、その子をさらに不利な状況に導く要因になるということであろう。
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4　群指数間の階差について

　久蔵ら（2008、2009）は、WISC の 12 の下位検査の評価点のアンバランスの程度、及び言語理

解、知覚統合それぞれの群指数を構成する下位検査の評価点のアンバランスの程度が、その後の児

童の処遇（家庭復帰か、養護施設や児童自立支援施設、または障害児施設の活用）との間で高い順

位相関を示していることを報告している。特に、知覚統合（PO）が言語理解（VC）に比べて大き

ければ大きいほど、処遇先に要求される構造化程度が高いという指標が有意であったと述べている。

表６に示したように、 Ａ情短では、VC-PO 間に 15 ポイント以上の階差をもつ児童は、104 名中 42

名（40.3％）であり、そのうち VC ＜ PO は 25 名（24％）であり、A 情短全体の約 4 分の 1 にあたる。

　松浦ら（2007）は、「少年院在院生における認知特性の調査」で、WISC-III を用いた分析を行っ

ているが、VC-PO 間に 15 ポイント以上の階差をもつ児童は、25.6％であり、そのうち VC ＜ PO

の割合は、明らかにされていないが、VIQ ＜ PIQ の有意さを持つ児童の占める割合は、17.9％であっ

たと報告している。Ａ情短では、表 5 に示したように、VIQ ＜ PIQ の有意さを持つ児童の占める

割合は 24％であり、松浦らの研究結果（2007）と比較しても、処遇先の構造化がもとめられる指標（久

蔵ら、2008、2009）の VC ＜ PO の児童が多く入所している実態が明らかになった。

　Ａ情短の開設当初は、子どもたちには温かい家庭的な環境が大切であり、家庭のような緩やかな

枠組みの中で生活させてあげたいと考えたが、全国の情短の半数以上が経験した施設の混乱（堀、

2007）を経験し、児童間の暴力、器物損壊等、子どもたちの安心を守れない状態に陥る時もあった。

その後、どうすれば子どもたちに安心した生活を提供することができるのか、暗中模索する過程で、

現場の職員の経験の積み重ねから、施設として構造化の方向に軌道修正し、施設を安定させていっ

た。施設の構造化は、Ａ情短の入所児童の認知特徴からも、必然であったということができるが、

子どもを管理するための構造化にならないよう、子どもの認知特徴を理解し、構造化の意味や必要

性をよく吟味していくことが重要であると考える。

　久蔵ら（2008、2009）は、先に述べた研究で、子どもを含む家庭内外の要因が複数重なり、子ど

もを家庭に留めておける要因がごく少ない時にのみ、子どものアンバランスさが処遇に直結する。

つまり、子どもの支持基盤がない場合には、子どもの特性だけで処遇判断をしなくてはならない。

家庭内外の問題が比較的少ない場合には、子どものアンバランスさは、問題として表面化しにくい

という構造がある、と推定している。

　VIQ と PIQ の有意差のところで、Gregory（1999）の説を紹介したように、認知のアンバラン

スがあること自体だけが問題というわけではなく、環境との不適応な相互作用が生じて初めて問題

となるのである。つまり、子どもの階差により生じる混乱を吸収したり、サポートできる養育環境

の提供が必要であると考える。

5　性差について

　先に引用した丹羽氏の研究（2009）によれば、FIQ と VIQ で男子が有意に高いという結果が出

ているが、本研究でも同様の傾向が見られた。しかし、A 情短では、男子の方がアスペルガー等

の発達障害の児童が多く、その子どもたちが IQ の平均をあげているとも思われる。男子は約半数

が発達障害の診断を受けた経験があり、図 5、6、7、8 で示したように、男女の認知特徴にそれぞ

れに違う特徴が認められた。Ａ情短では、男子と女子はそれぞれ別の棟で分かれて生活している。
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男子と女子では抱える困難には違いがあり、職員は支援方法や構造化において、それぞれに工夫し

なくてはならないと経験的に捉えていた。本研究では、それらを客観的に裏付けることができたよ

うに思う。

　女子の 68.9％が境界知能以下であり、男子よりも FIQ が低い傾向にあるという結果は、臨床的

印象からすると意外なものであった。言語理解と処理速度が境界域以上の水準であると、全体の知

的水準が障害域にあることを見過してしまうケースが多いと思われる。

６　最後に

　個々の入所児童の知能検査の結果やプロフィールは多様であるが、今回の研究により、Ａ情短全

体の認知的特徴を確認することができた。情短の現状を広く社会の人に知ってもらうためにも、社

会的養護の現場以外でも広く使われている WISC-III の数値で、情短の子どもたちの特徴を示せた

ことに意義があったと考える。 

　全国に 37 ある情短施設は、それぞれ支援理念もことなり、施設の成り立ちの歴史的背景も違う

ので、今回の研究結果はすべての情短に通じるものとは言えない。しかし、境界知能や認知能力の

バラツキなど、一般化できる問題も少なくないと考える。

　WISC-III の結果は有効な臨床データではあるが、児童のある一部分を示すものに過ぎず、いわ

ゆる知能検査の結果が、その子どもの知能のすべてを表しているのではない（Bartol、2005）。軽

度知的障害と診断を受けていながら、将棋やオセロが職員の誰よりも強い男子や、トランプの神経

衰弱ではいつも圧倒的に独り勝ちしてしまう女子など、筆者らも経験的に子どもたちの計り知れな

い能力を目の当たりにしている。

　しかし、WISC の検査は、子どもにそれなりの負担を強いるものであるから、そのデータは有効

に活用するべきである。被虐待児の援助はチームで行うことが重要であり、 チームでその子どもに

対する見立てを共有することが大切である。しかし困難を抱えている子ほど、相手や状況により、

様々な臨床像をみせるので、見立ての共有は実はそんなに簡単なことではない。そのような時のツー

ルとして、WISC のデータを利用できることも多い。 

　杉山（2004）は、遅れと普通の間に生きる境界知能の子どもの問題に触れ、我が国の制度では、

障害が認定された者には様々な恩恵があり、正式に認定されないものには何の保障もサポートもな

いという状況がしばしば生じてきたと指摘している。木村（2010）は、子どもに行政上の「障害」

というラベリングをすることは、療育手帳や障害者手帳を取得し、子どもが生活しやすくなるサー

ビスを受けることと密接にかかわっていると述べ、情短の入所児童のように親族を頼ることが困難

な児童においては、障害者のラベリングを受けることもやむを得ないと述べている。

　Ａ情短においても、親族を頼ることのできない境界知能や軽度知的障害の子どもたちに、将来福

祉のサポートが得られるようにと療育手帳の取得等を検討することもある。家族の庇護もなく身ひ

とつで生きていくことは困難だと思われるからこそ働きかけるのであるが、ラベリングには、いつ

も抵抗を感じる。普通と遅れの狭間に生きる子どもたちが、カテゴライズされなくても、理解と支

援を得られ、自分の居場所をしっかりと見つけることができる社会のシステムができることを切に

願う。

　子どもはどのような家庭に生まれたとしても幸せになる権利があり、その幸せを支えるのが社会
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的養護の役割である。子ども虐待の最前線であり、かつ最後の砦でもある情短で暮らす子どもたち

の援助に社会のさらなるサポートが必要であると考える。
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要旨；女子短期大学における体育関連の授業実践を報告し、その成果と課題を明らかにするととも

に、大学の教育現場に「からだほぐし」のための身体活動を導入する試みを通して、学生の心身へ

の意識にどのような変化がみられるかを分析する。

　学生による「授業の振り返り」記述文のテキストマイニング分析により、女子短期大学における

「健康とスポーツ」の授業にフロアストレッチ、フロアエクササイズ、ヨガ等の「からだほぐし運動」

を取り入れることによって、「心とからだの関係に気付く」、「体の調子を整える」、「仲間と交流する」

といった「からだほぐし運動」のねらいが一定程度達成されることが明らかになった。

　中でもヨガは、学生の「心」と「体」の双方に影響を与えることが、共起ネットワーク図の作成

により明確になった。

　さらに、「からだほぐし運動」を取り入れた短期大学における体育の授業が、運動・スポーツを

行う機会を得にくい女子学生の継続的な運動習慣へと結びついている可能性が示唆された。

１．はじめに

　筆者は 2009 年度より現在まで３年間、Ｉ女子短期大学において「健康とスポーツ」、「基礎体育」１、

「保育表現技術（身体）」、「身体表現」、「幼児体育」等の実技・演習科目の指導に携わってきた。受

講する学生は保育科に所属しており２、保育士や幼稚園教諭を目指して勉学に励んでいる。将来現

場で活躍するにあたって、指導者としての高いスキルを身につけることのみならず、子どもたちの

表現をからだ全体で受け止め、支え、共感することができる保育者となるために、身体への意識や

気づきを高めるための身体活動は重要な意味を持つと筆者は考える。

　そこで筆者は、自身の経験を生かしたフロアストレッチ、フロアエクササイズ、ヨガ、ピラティ

ス、バレエエクササイズ、ペアエクササイズ、コンタクトインプロヴィゼーション等の身体活動を、

ウォーミングアップを兼ねた「からだほぐし」の一環として各授業に取り入れることを試みている。

　本稿では、３年間にわたる授業実践を報告し、その成果と課題を明らかにするとともに、大学の

教育現場に「からだほぐし」のための身体活動を導入する試みを通して、学生の心身への意識にど

のような変化がみられるかを考究していきたい。

２．方法

　本稿では、2009 年度から 2011 年度までの 3 年間にわたる「健康とスポーツ」の授業実践を主な
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分析の対象とする。「健康とスポーツ」を分析対象とする理由としては、他の実技授業と比べ 90 分

の授業時間の中で「からだほぐし」運動の占める割合が最も高いことが挙げられる。

　分析に用いるデータは、１学年の「健康とスポーツ」の授業で受講生全員に記入を依頼している「運

動経験に関する質問紙調査」、「運動・スポーツ実施状況に関する質問紙調査」、「体育の好き嫌いに

関する質問紙調査」、１学年前期の「健康とスポーツ」の最終授業において受講生全員に記述させ

ている半年間の「授業の振り返り」に関する自由記述の回答文である。共通教養科目である「健康

とスポーツ」の受講学生は、I 女子短期大学保育科・ことばの芸術学科に所属する女子学生、2009

年度 45 名、2010 年度 57 名、2011 年度 84 名、計 186 名である。

　「運動・スポーツ実施状況に関する質問紙調査」、「体育の好き嫌いに関する質問紙調査」に関し

ては選択回答方式、「運動経験に関する質問紙調査」に関しては自由記述方式により全受講生に回

答を求めた。「授業の振り返り」に関しては、半年間の授業を通じて「学んだこと」や「心に残っ

たこと」、授業の印象や感想、要望等を自由に記述するように全受講生に指示した。

　「授業の振り返り」に関する質問紙調査の分析方法については、「授業の振り返り」の回答文にお

ける「からだほぐし運動」に関する記述文を全てテキストデータ化し、テキストマイニングの手法

を用いて解析する３。使用ソフトは KH Coder である。まず、分析対象ファイルを指定し、強制抽

出する語を選択４した上で、前処理を実行する。手作業で同義語を統合した後、複数回以上使用さ

れた語を抽出する。その上で、文章を特徴づける頻出語の抽出を行い、記述語同士の共起関係をネッ

トワーク図にする共起ネットワークを作成する。

　また、授業実践の報告に関しては、「健康とスポーツ」、「基礎体育」、「保育表現技術（身体）」、「身

体表現」、「幼児体育」計 216 回分（2011 年 12 月現在まで）の筆者による各授業実践の記録を用いる。

３．女子大生の身体活動に関する調査

　厚生省（現厚生労働省）が 2000 年に策定した 「21 世紀における国民健康づくり運動（健康日本

２１）」は、壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸等の実現を目的とし、国民が一体となって取り組

む健康づくり運動である。「健康日本２１」では、「日頃から日常生活の中で、健康の維持・増進の

ために意識的に体を動かすなどの運動をしている人」の増加を図り、「１回 30 分以上の運動を週２

回以上実施し、１年以上継続している人」すなわち「運動習慣者」を「男性 39％、女性 35％」と

する目標値を設定している。

　その上で、2011 年、厚生労働省により「健康日本２１ 最終評価」が公表された。そこでは、「意

識的に運動を心がけている人の割合は増加したが、運動習慣者の割合は変わらなかった」という問

題点が指摘された。多くの者が運動の重要性を理解しているにもかかわらず、長期にわたる定期的

な運動には結びついていないと考えられる。

　それらを踏まえ、Ｉ女子短期大学における学生の身体活動の現状を把握するために、女子学生が

短期大学入学時までに行ってきた、部活動やクラブ活動、習い事やスポーツ少年団等の運動経験に

ついて質問紙調査を行った。調査対象は、2009 年度～ 2011 年度入学の 18 歳～ 19 歳の女子学生、

有効回答者数は 2011 年 84 名、2010 年度 57 名、2009 年度 45 名、計 186 名である。なお、運動は、

１年以上継続したものを記述するよう指示した。回答方法は自由記述方式による。

　本調査によると、いずれの年度も、上位４種目を「水泳」「バスケットボール」「バレーボール」「テ
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ニス（硬式・軟式）」を占める結果となった。

　３年間のデータを統合したところ、上位 10 種目は、「水泳」52 名（28.0％）、「バスケットボール」

42 名（22.6％）、「テニス（硬式・軟式）」35 名（18.8％）、「バレーボール」34 名（18.3％）、「卓球」

19 名（10.2％）、「バドミントン」18 名（9.7％）、「剣道」13 名（7.0％）、「ソフトボール」10 名（5.4％）、

「陸上」８名（4.3％）、「空手」5 名（2.7％）という結果であった。

　また、これまでの運動経験について「体育の授業のみ」と答えた学生は、2011 年度 11 名（13.1％）、

2010 年度７名（12.3％）、2009 年度４名（8.9％）となり、3 年間のデータを統合したところ、22 名

（12.0％）であった。約９割にも及ぶ学生たちが、短期大学入学時までに部活動やクラブ活動、習

い事やスポーツ少年団等において、何らかの運動経験を行ってきていることが明らかになった。

　年度別の調査結果をまとめたものを図１～図３に示す。また、３年間のデータを統合したものを

図４に示す。

 

図１　女子短大生が大学入学時までに行ってきた継続的な運動経験（2011 年度）

　次に、女子大生の短期大学入学以降の運動・スポーツ実施状況に関する質問紙調査を行った。調

査項目は、「運動部やスポーツクラブへの所属状況」、「１日の運動・スポーツ実施状況」、「１日の

運動実施時間」である。調査対象は、2011 年度入学の 18 歳～ 19 歳の女子学生、調査時期は 2011

年 10 月、有効回答者数は 77 名であった。回答方法は選択回答方式による。

　2011 年度入学の女子学生については、短期大学入学以降、運動部やスポーツクラブ等に所属し

ている学生は２名（2.6％）であり、運動部やスポーツクラブ等に所属していない学生は 75 名（97.4％）

であった。運動部やスポーツクラブ等において、定期的かつ十分な身体活動を実施できる環境にあ

る学生がほとんどいないことが示された。

　また、体育の授業以外での１日の運動・スポーツ実施状況に関しては、「ほとんど毎日
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図２　女子短大生が大学入学時までに行ってきた継続的な運動経験（2010 年度）

（週３回以上）」３名（3.9％）、「ときどき（週１～２回程度）」14 名（18.2％）、「ときたま（月１～

３回程度）」18 名（23.4％）、「実施していない」42 名（54.5％）であり、短期大学入学後、半数以

上の学生が体育の授業以外で運動やスポーツを行っていないことが明らかになった。

　さらに、体育の授業以外での１日の運動・スポーツ実施時間に関しては、「２時間以上」２名

（2.6％）、「１時間以上２時間未満」４名（5.2％）、「30 分以上１時間未満」８名（10.4％）、「30 分未満」

図３　女子短大生が大学入学時までに行ってきた継続的な運動経験（2009 年度）
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63 名（81.8％）との結果となった。１日の運動実施時間が 30 分未満であると答えた学生が、８割

以上を占めている。

　以上の調査結果をまとめたものを図５～図７に示す。

 
図４　女子短大生が大学入学時までに行ってきた継続的な運動経験（2009 年度～ 2011 年度）

図５　女子短大生の運動部やスポーツクラブへの所属状況

所属して
いない
75 名
97.4％

所属している
２名
2.6％



茨女短大紀№ 39（2012）5-675

（24）

　さらに、短期大学入学以降も継続している運動について、自由記述方式により質問紙調査を行っ

た。調査対象は、2009 年度～ 2011 年度入学の 18 歳～ 19 歳の女子学生、有効回答者数は 2011 年 84 名、

2010 年度 57 名、2009 年度 45 名、計 186 名である。回答方法は自由記述方式による。

　３年間のデータを統合したところ、女子学生が短期大学入学以降も継続している運動は、「ジョ

ギング」５名（2.7％）、「ビリーズブートキャンプ５」５名（2.7％）、「バスケットボール」３名（1.6％）、

「Wii Fit６」３名（1.6％）、「筋肉トレーニング」２名（1.1％）、「ウォーキング」２名（1.1％）等で

あった。短期大学入学時までに行ってきた運動種目の中で上位を占めていた「水泳」「バレーボー

ル」等の種目は見られなくなり、野外で自由に行える「ジョギング」や「ウォーキング」、広いス

図６　女子短大生の 1 日の運動・スポーツ実施状況

図７　女子短大生の 1 日の運動・スポーツ実施時間

しない
42 名
54.5％

ときどき　
（週１～２回

程度）
14 名　
18.2％　

ときたま
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程度）　　
18 名
23.4％
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（週３回以上）

３名
3.9％

30 分未満
63 名
81.8％

30 分以上
１時間未満

８名
10.4％

１時間以上
２時間未満

４名
5.2％

２時間以上
２名
2.6％



「からだほぐし」を通して繋がる「こころ」と「からだ」

茨女短大紀№ 39（2012）5-7 74

（25）

ペースや器具を必要とせず自宅でも実践可能な「ビリーズブートキャンプ」「Wii Fit」「筋肉トレー

ニング」等が上位を占めることが明らかになった。

　年度別の調査結果をまとめたものを図８～図 10 に示す。また、３年間のデータを統合したもの

を図 11 に示す。

 

図８　女子短大生が大学入学後も継続している運動（2011 年度）

図９　女子短大生が大学入学後も継続している運動（2010 年度）

図 10　女子短大生が大学入学後も継続している運動（2009 年度）
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　次に、女子大生の「小学校・中学校・高校における体育の好き嫌い」に関する調査結果を示す。

調査対象は、2011 年度入学の 18 歳～ 19 歳の女子学生、調査時期は 2011 年５月、有効回答者数は

84 名であった。回答方法は選択回答方式による。

　調査の結果、小学校の体育に関しては「大好き」26 名（31.0％）、「好き」25 名（29.8％）、「普通」

17 名（20.2％）、「嫌い」９名（10.7％）、「大嫌い」７名（8.3％）、中学校の体育に関しては「大好

き」25 名（29.8％）、「好き」23 名（27.4％）、「普通」24 名（28.6％）、「嫌い」５名（6.0％）、「大嫌

い」７名（8.3％）、高校の体育に関しては「大好き」30 名（35.7％）、「好き」26 名（31.0％）、「普通」

18 名（21.4％）、「嫌い」４名（4.8％）、「大嫌い」６名（8.3％）となった。

　体育の授業を「嫌い」あるいは「大嫌い」と答えた学生、すなわち「体育嫌い」の学生は、小学

校で 16 名（19.0％）、中学校で 12 名（14.3％）、高校で 10 名（11.9％）であった。短期大学入学時

までに、約１割以上の学生が、「体育嫌い」を払拭できていない可能性が示唆された。

　結果をまとめたものを図 12 に示す。

 
図 11　女子短大生が大学入学後も継続している運動（2009 年度～ 2011 年度）

図 12　小学校・中学校・高校における体育の好き嫌い（2011 年度）



「からだほぐし」を通して繋がる「こころ」と「からだ」

茨女短大紀№ 39（2012）5-9 72

（27）

４．女子短期大学における授業実践

⑴　からだほぐし運動とは

　文部科学省が平成 20 年３月に改訂した中学校学習指導要領及び平成 21 年３月に改訂した高等学

校学習指導要領では、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向け、保健体育に関して発達の

段階を踏まえた系統性のある改善が図られた。この改訂では体力の向上を一層重視する視点から「体

つくり運動」の指導内容がより明確になった。

　「体つくり運動」はさらに「体ほぐし運動」と「体力を高める運動」に分類される。「体つくり運

動」は、「体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動を行ったり健康を保持したりするための行

い方を知る大切な機会」であり、「体ほぐしの運動」とは、「心と体の関係に気付いたり、心や体の

状態に応じて調子を整えたり、仲間と交流したりするための手軽な運動や律動的な運動」であると

されている。

　「体ほぐし運動」においては①「心とからだの関係に気付く」、②「体の調子を整える」、③「仲

間と交流する」という３つの事項がねらいとして挙げられる。

　これらの「体ほぐし運動」の導入によって、近年の子どもの体力・運動能力の低下や運動離れ、

運動嫌いや体育嫌い等の諸問題を解決する糸口を見出し、さらに生涯スポーツへと発展的に繋がっ

ていくことが期待される。

⑵　授業科目及びその履修学年

　体育指導者は現在１名（2009 年度は２名）である。2009 年度から 2011 年度までにＩ女子短期大

学において開講された体育関連の授業（実技・講義・演習）は、以下のとおりである。

表 1　開講された体育関連の授業一覧
年度 科目名 学年 学期

2009 年度 健康とスポーツ １学年 通年
基礎体育 １学年 通年
身体表現 ２学年 前期
幼児体育Ⅰ ２学年 前期
幼児体育Ⅱ ２学年 後期

2010 年度 健康とスポーツ １学年 通年
基礎体育 １学年 通年
身体表現 ２学年 前期
幼児体育Ⅰ ２学年 前期
幼児体育Ⅱ ２学年 後期

2011 年度 健康とスポーツ １学年 通年
保育表現技術（身体Ⅰ） １学年 前期
保育表現技術（身体Ⅱ） １学年 後期
身体表現 ２学年 前期
幼児体育Ⅰ ２学年 前期
幼児体育Ⅱ ２学年 後期

※筆者が担当した授業科目は網かけ部分で示してある　　　　　　　　　　　　
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　上記の科目以外で、授業の一部分に体育系の内容を含む科目としては、「ゼミナール」（２学年・

通年）、「総合表現」（２学年・後期）、「教職実践演習」（２学年・後期）がある。これらの科目にお

いてはウォーミングアップの一環としての「からだほぐし運動」は行なっていないため、本稿では

取り扱わないものとする。

⑶　授業における「からだほぐし運動」

　各授業の導入部分で、ウォーミングアップの一環として行なっている「からだほぐし運動」は以

下のとおりである。

　なお、「保育表現技術（身体Ⅰ・Ⅱ）」「身体表現」「幼児体育Ⅰ・Ⅱ」においては、授業の導入

部分に 10?20 分ほどの「からだほぐし運動」を取り入れているが、「健康とスポーツ」においては、

前半 30 ～ 45 分ほどの時間を「からだほぐし運動」に当てている。

　次に、それぞれの「からだほぐし運動」の概要を以下に示す。

①　フロアストレッチ

　筆者は３歳からクラシックバレエ、17 歳からモダンダンス、コンテンポラリーダンス等の身体

活動を継続して行ってきたが、ダンスにおいては、運動強度の高い動きを伴う運動の準備段階とし

て、十分なウォーミングアップやストレッチングを行うことが必要とされる。実技の授業では「か

らだほぐし」の手始めとして、また怪我の予防のために関節の可動域を広げ筋肉の柔軟性を向上さ

せる目的で、筆者自身の経験に基づいたオリジナルのフロアストレッチを導入している。ストレッ

チに際しては、解剖学的な視点から骨格・筋肉の構造について解説を行い、身体内部への意識を徐々

に高めていく。ストレッチング中は、受講者の心身の緊張を解きほぐすためにクラシック音楽やヒー

リング音楽等の BGM を使用している。

　フロアストレッチは仰臥位、座位、立位の順に進めていく。受講生の習熟度に応じて、ストレッ

チは適宜選択する。フロアストレッチの詳細は以下のとおりである。

表 2　各授業の導入部分に行なっている「からだほぐし運動」一覧

フロア
ストレッチ

フロア
エクササイズ ヨガ ピラティス バレエ

エクササイズ
ペア

エクササイズ
コンタクト

インプロヴィ
ゼーション

健康とスポーツ ○
（前期・後期）

○
（前期・後期）

○
（前期・後期）

○
（後期）

保育表現技術
（身体Ⅰ・Ⅱ）
旧・基礎体育

○
（前期・後期）

○
（前期・後期）

○
（前期）

身体表現 ○
（前期）

○
（前期）

○
（前期）

幼児体育Ⅰ・Ⅱ ○
（前期・後期）

○
（前期・後期）

○
（前期・後期）

○
（前期・後期）
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　授業で行なっているフロアストレッチ一覧

・仰臥位のストレッチ

自然呼吸

　仰臥位の姿勢でリラックスし深い呼吸を行う

胸式呼吸

　仰臥位の姿勢で両手を胸部に添え胸式呼吸を行う

腹式呼吸

　仰臥位の姿勢で両手を下腹部に添え腹式呼吸を行う

上下に伸びるストレッチ

　仰臥位の姿勢で両手を組み背伸びをする

斜めに伸びるストレッチ

　 仰臥位の姿勢で挙上した片手と反対の片足で身体を斜めに牽引するように伸展させる（左右

２セットずつ）

股関節のストレッチ

　仰臥位の状態から片膝を屈曲し両手で抱える

→屈曲している足を外側へ開き股関節を外転する

→再び片膝を屈曲し両手で抱える

→屈曲している足を内側へ倒し股関節を内転する

→その姿勢を保ったまま上部にある方の腕をゆっくりと回転させる

→再び片膝を屈曲し両手で抱える

→ 屈曲していた脚を挙上し両手で引き寄せながらハムストリングスを伸展させる（左右１セッ

トずつ）

臀部のストレッチ

　仰臥位の状態で片膝を立てもう一方の足首をその膝に交差させる

→脚を両手で抱えるように胸部に近づけ臀部の筋肉を伸展させる（左右１セットずつ）

大腿四頭筋のストレッチ

　 仰臥位の姿勢から土踏まずを臀部に付けるように片足ずつ膝を屈曲させる（左右１セットず

つ）

背部・腰部のストレッチ（卵のストレッチ）

　仰臥位から両膝を抱えゆらゆらと左右に揺れる

・座位のストレッチ

頚部のストレッチ

　胡座（あぐら）の姿勢で後頭部を両手で押さえ頚部を前方に屈曲する

→片手でこめかみを押さえ頚部を側屈する（左右１セットずつ）

→ 片手で後頭部を押さえ頚部を斜め前方に屈曲する片手でこめかみを押さえ頚部を側屈する（左

右１セットずつ）

→鎖骨に両手を添えながら顎部を挙上する
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背部・腰部のストレッチ

　胡座の姿勢で両手を組み挙上する

→上半身を前方へ屈曲させる（足を組み替えて１セットずつ）

体側のストレッチ

　胡座の姿勢で片手を挙上する

→上半身を横方向に側屈する（左右１セットずつ）

腰部のストレッチ

　胡座の姿勢で片手を挙上する

→上半身を斜め前方に屈曲する（左右１セットずつ）

肩甲骨のストレッチ

　胡座の姿勢で両手を組み両腕を前方に伸展させながら腹部を凹ませる

→両手を背部で組み両腕を伸展させながら胸部を前方に出す（前後２セットずつ）

肩関節のストレッチ

　胡座の姿勢で片腕を胸部の前で反対方向に伸展させる（左右１セットずつ）

→片腕を頭部の後方で反対方向に伸展させる（左右１セットずつ）

→肩に両手を添え両腕を前方向・後ろ方向に回しながら肩関節を回旋させる

ハムストリングスのストレッチ（左右１セットずつ）

　胡座の姿勢から片足の爪先を片手で掴み前方に挙上する

→股関節を外旋させながら挙上した足を外側に伸展する

→股関節を内旋させながら挙上した足を内側に伸展する

長座のストレッチ

　長座の姿勢で両手を挙上する

→脊柱を直立に保ったまま体幹を斜め上方向に傾ける

→脱力しさらに前方へ体幹を屈曲する

片足開脚のストレッチ（左右１セットずつ）

　胡座の姿勢から片足を横方向に伸展する

→体幹を前方へ屈曲する

→体幹を横方向に側屈する

開脚のストレッチ

　長座の姿勢から開脚する

→両手を前方へ伸展させながら体幹を前屈させる

・立位のストレッチ

体幹のストレッチ

　立位の状態で両手を組み挙上する

→開脚立位から上半身を前屈する

→前屈したまま胸部を片膝に近づける（左右２セットずつ）

→腰部に両手を添え後屈する
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②　フロアエクササイズ

　フロアストレッチにより全身の関節及び筋肉の柔軟性を高めたところで、筋力や体力の向上を

目的とした、よりダイナミックなエクササイズを行う。フロアストレッチ同様、筆者の経験に基

づいたオリジナルのエクササイズである。エクササイズ中は、楽しく運動を実践できるようにリ

ズミカルな BGM を使用している。

　フロアエクササイズは基本的には仰臥位、伏臥位、側臥位、座位の順に進めていく。受講生の

習熟度に応じて、エクササイズは適宜選択する。フロアエクササイズの詳細は以下のとおりである。

　授業で行なっているフロアエクサイズ一覧

アキレス腱のストレッチ（左右１セットずつ）

　立位から両膝を屈曲させ両膝を両手で上部から押す

→片足を後方へ大きく伸展させる

→前方の膝を外側に開き上半身を前方へ屈曲させる

→上半身を後屈させる

→後方に伸展させた足を曲げ反対の手でその爪先を掴む

・両手首・両足首のストレッチ

　立位の状態で両手首・両足首の関節を回旋させる

・仰臥位のエクササイズ

腹筋エクササイズ

　仰臥位の状態で両足を床から 10 ㎝ほど上げ両足を交差させる

→仰臥位の状態で両足を床から 10 ㎝ほど上げたまま両膝の屈曲・伸展を繰り返す

→仰臥位の状態で両足の挙上・下垂を繰り返す

・伏臥位のエクササイズ

背筋エクササイズ

　伏臥位の姿勢から両手両足の挙上・下垂を繰り返す

・座位のエクササイズ

Ｖ字バランスエクササイズ

　三角座りの姿勢から両手で両足を掴み臀部でバランスを取りながら両足を挙上する

→その姿勢を保ったまま両手の挙上・下垂を繰り返す

・側臥位のエクササイズ

ベビーポジション

　側臥位で両肘・両膝を屈曲させた胎児のポーズをとる

→横転しながら両手両足を床から離れないように伸ばし大の字の姿勢になる

→さらに横転し両肘・両膝を屈曲させ反対向きの胎児のポーズをとる

　（速度を段階的に早めて左右３セットずつ）
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③　ヨガ７

　共通教養科目である「健康とスポーツ」においては、ハタヨガ８やアシュタンガヨガ９の流派に

基づいた静的・動的ポーズを取り入れながら、ストレッチングを行う。ヒーリングミュージック

を流し、副交感神経を優位にする深い腹式呼吸とともにリラックスしながら身体を動かしていく。

なお、自宅復習用に、ヨガのポーズをまとめたプリントを配布している。

　ヨガは基本的に仰臥位、座位、伏臥位、立位の順に進めていく。受講生の習熟度に応じて、ポー

ズは適宜選択する。ポーズの詳細は以下のとおりである。

　授業で行なっているヨガのポーズ一覧

・仰臥位のポーズ

安らぎのポーズ

　仰臥位でリラックスする

背中立ちのポーズ

　仰臥位から両足を挙上し背中で体重を支える

肩立ちのポーズ

　仰臥位から両足を挙上し肩で体重を支える

鋤（すき）のポーズ

　仰臥位から挙上した両足を頭側の床に下ろし逆転前屈の姿勢をとる

・座位のポーズ

安楽座のポーズ

　胡座（あぐら）の姿勢で瞑想を行う

合蹠（がっせき）のポーズ

　股関節を開き両足裏を付けた座位で瞑想を行う

真珠貝のポーズ

　股関節を開き両足裏を付けた座位で前屈する

ねじりのポーズ

　片膝を立てた座位から上半身を捻転する

牛の顔のポーズ

　胡座の姿勢から両膝が垂直方向に並ぶまで深く脚を組み両手を背部で組む

ハトのポーズ

　横座りの姿勢から片足のつま先を肩肘の内側ではさみ両手を頭部後方で組む

稲穂のポーズ

　胡座の姿勢から片足を横方向に伸展し上半身を伸ばした足の方向へ側屈させる

猫のポーズ

　四つん這いの姿勢から脊柱を屈曲させたのち伸展させる

猫のあくびのポーズ

　四つん這いの姿勢から臀部の高さを保ったまま前屈する
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胎児のポーズ（チャイルドポーズ）

　正座から上半身を前方へ倒す

下向きの犬のポーズ（ダウンドッグ）

　四つん這いの姿勢から臀部を挙上し両手足を伸展する

ラクダのポーズ

　正座の状態で両足のかかとに両手を置き体幹を後屈させる

舟のポーズ

　長座から両手足を挙上し臀部でバランスを取る

・伏臥位のポーズ

コブラのポーズ

　伏臥位から両手で支えながら頭部を挙上する

弓のポーズ

　伏臥位から両手足を後ろで組み体幹を後屈させる

・立位のポーズ

三角のポーズ

　開脚立位から体幹を側屈させる

三角ねじりのポーズ

　開脚立位から体幹を捻転し側屈させる

立ち木のポーズ

　片足立位で両手を挙上しバランスを取る

三日月のポーズ

　立位から両手を挙上し体幹を側屈させる

ワシのポーズ

　立位から片膝を屈曲しもう一方の足を絡ませ片足でバランスを取り両手を前方で交差させる

鶴のポーズ

　立位から両手を後部で組み前屈する

英雄のポーズ

　屈曲させた片足を前方に出し両手を前後に伸展させる

壮美のポーズ

　片足立位からもう一方の足を片手で支持しながら後方に挙上し体幹を後屈させる

・その他のポーズ

賢者のポーズ

　 片腕と足のみで体重を支えながら体幹を斜め向きの側臥位の状態で保ったままバランスをと

る

支えのある頭立ち

　両手を組み頭部を支えた状態で徐々に両足を挙上していき逆転の姿勢をとる

・動きのある一連のポーズ
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④　ピラティス10

　共通教養科目である「健康とスポーツ」においては、後期（10 月～２月）に、ピラティスのメソッ

ドを取り入れたエクササイズを行う。交感神経を活性化させる胸式呼吸とともに、体幹の中心部（コ

ア）への意識を高め、ゆるやかに深層筋（インナーマッスル）に働きかけていく。BGM はややリ

ズミカルなものを使用する。なお、自宅復習用に、ピラティスの基本的な動きをまとめたプリン

トを配布している。

　ピラティスは基本的に仰臥位、座位、伏臥位、側臥位の順に進めていく。受講生の習熟度に応じて、

エクササイズは適宜選択する。エクササイズの詳細は以下のとおりである。

　授業で行なっているピラティスのエクササイズ一覧

太陽礼拝のポーズ

　立位で合掌する（合掌のポーズ）

→両手を挙上する（太陽を仰ぐポーズ）

→両手を下ろしながら上半身を前方へ屈曲し頭部を下げる（足と手のポーズ）

→両手を床に着いたまま頭部を上げ脊柱を伸展させる（足と手のポーズの変型）

→両手で支えながら両足を後ろへジャンプさせ腕立て伏せの体勢になる（４つの手のポーズ）

→伏臥位から頭部を挙上する（上向きの犬のポーズ）

→臀部を挙上し両手足を伸展する（下向きの犬のポーズ）

→両手を軸にして両足を前方にジャンプさせて戻る

→徐々に膝を伸ばし頭部を上げる（足と手のポーズの変型）

→再び前屈する（足と手のポーズ）

→頭部を持ち上げ立位に戻り合掌し両手を挙上する（太陽を仰ぐポーズ）

→両手を合掌のまま下ろす（合掌のポーズ）

・仰臥位のエクササイズ

ショルダー・ブリッジ

　膝を屈曲した仰臥位から骨盤をゆっくりと挙上する

カール・アップ

　膝を屈曲した仰臥位から頭部をゆっくりと挙上する

カール・ダウン

　膝を屈曲した座位からゆっくりと仰臥位に戻る

オブリーク・ツイスト

　膝を屈曲した仰臥位から身体をひねりながら頭部をゆっくりと挙上する

クリス・クロス

　膝を屈曲した仰臥位から頭部を挙上し片膝と反対の肘を近づける

シングル・レッグ・ストレッチ
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　以下は「健康とスポーツ」以外の授業で取り入れている「からだほぐし運動」の概要である。

⑤　バレエ 11 エクササイズ

　選択科目である「身体表現」の授業においては、後半で行う創作ダンス等の身体を用いた表現

活動の前段階としてバレエエクササイズを取り入れている。これは、バレエの基礎的技法を鍛錬

するバー・レッスンをバレエ未経験者用にアレンジしたオリジナルのエクササイズである。「くる

み割り人形」や「白鳥の湖」等のバレエ音楽を BGM として使用している。

　バレエエクササイズは基本的に座位、立位の順に進めていく。受講生の習熟度に応じて、エク

ササイズは適宜選択する。バレエエクササイズの詳細は以下のとおりである。

　授業で行なっているバレエエクサイズ一覧

　仰臥位から屈曲した片膝を抱え込むように頭部を挙上する

・座位のエクササイズ

ツイスト

　長座から上半身のみを左右に捻転する

チャイルドポーズ

　正座から上半身を前方へ倒す

・伏臥位のエクササイズ

スター

　伏臥位から両手足を挙上する

ハムストリングス・リフト

　伏臥位から片脚ずつ挙上する

・側臥位のエクササイズ

サイド・キック

側臥位から上部の脚のみを前後に動かす

シングル・レッグ・レイズ

　側臥位から上部の脚のみを挙上する

ダブル・レッグ・レイズ

　側臥位から両脚を挙上する

・座位のエクササイズ

足首のストレッチ

　片足をもう片方の脚の上に乗せ手で足首を回旋する（左右１セットずつ）

爪先のストレッチ

　長座の状態で両足首の屈曲・伸展を行う

アンドゥオール
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⑥　ペアエクササイズ

　専門科目である「保育表現技術（身体Ⅰ・Ⅱ）」（旧・「基礎体育」）、「幼児体育Ⅰ・Ⅱ」においては、

幼児教育に関するより専門性の高い身体活動を中心に据えている。これらの科目においてはコミュ

ニケーション能力を養い、幼児の姿をありのままに感じ取ることができる柔軟な感性を育むため

の様々な身体活動を導入している。その一環として、「からだほぐし」の段階でもペアやグループ

など複数人で行うエクササイズを取り入れている。これらは筆者の経験に基づくオリジナルエク

ササイズである。

　ペアエクササイズは基本的に座位、立位の順に進めていく。受講生の習熟度に応じて、エクサ

サイズは適宜選択する。ペアエクササイズの詳細は以下のとおりである。

　長座の状態で股関節の回旋を行う

開脚ストレッチ

　長座の姿勢から開脚する

→片腕を挙上し体幹を側屈させる（左右１セットずつ）

→両手を前方へ伸展させながら体幹を前屈させる

・立位のエクササイズ

ポール・ド・ブラ

　アン・バ（下に）、アン・ナ・バン（前に）、アン・オー（上に）等の腕のポジション

ポジシオン・デ・ピエ

　１番、２番、４番、５番の足のポジションの確認

プリエ　

　１番、２番、４番、５番ポジションでの膝の屈曲

ルルベ

　踵を挙上し足指でのバランス保持

タンデュ

　膝と爪先の伸展

デガジェ

　膝と爪先を伸展し足を低位置まで挙上

ロン・ドゥ・ジャンブ・アン・レール

　爪先で円を描くように股関節を回旋

ク・ドゥ・ピエ→ルティレ（パッセ）

　片脚支持での下肢屈曲挙上

アティテュード→デベロッペ

　片脚支持で低速度での下肢拳上

グラン・バトマン

　片脚支持で高速度での下肢挙上
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　授業で行なっているペアエクサイズ一覧

・座位のエクササイズ

ぎっこんばったん

　長座で向かい合い手を組み交互に前屈・後屈を行う

Ｗ字バランス

　三角座りの姿勢で向かい合い手を組み接触した両足を拳上する

背中合わせ立ち上がり

　三角座りで互いの背中を押し合い立位の姿勢になる

・立位のエクササイズ

地蔵倒し

　立位で向かい合い接触しながら相手のバランスを崩そうと試みる

Ｖ字バランス

　立位で爪先を接触させた状態で向かい合い組んだ両腕を伸展させる

背中合わせおんぶ

　背中合わせの立位の状態で上半身を屈曲させ相手の体重を保持する

目つぶりお散歩

　閉眼の状態で手のみを接触させ相手を様々な方向に随行させる

馬跳び

　腰部を屈曲させた相手を跳び越える

手押し車

　Ａが下向きになったＢの両足を保持し、Ｂは両腕のみで前進する

逆手押し車

　Ａが上向きになったＢの両足を保持し、Ｂは後方に伸展した両腕のみで前進する

⑦　コンタクトインプロヴィゼーション12

　２学年の専門科目である「幼児体育」においては、より高いコミュニケーション能力を養うため、

身体同士の接触を多用する身体活動を導入している。ペアエクササイズによる身体接触に慣れてき

た段階で、より接触性の高いコンタクトインプロヴィゼーションの手法に基づき、筆者の経験に基

づくオリジナルエクササイズを導入している。

　コンタクトインプロヴィゼーションは基本的に仰臥位、伏臥位、立位の順に進めていく。受講生

の習熟度に応じて、エクササイズは適宜選択する。コンタクトインプロヴィゼーションの詳細は以

下のとおりである。

　授業で行なっているコンタクトインプロヴィゼーション一覧

おなかの音

　仰臥位の相手の腹部に頭部を乗せ腹部の音を聴く
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５．テキストマイニング分析

　次に、2009 年度～ 2011 年度前期「健康とスポーツ」における「授業の振り返り」に関する記述

文の分析を行う。「からだほぐし運動」に関する記述文を全てテキストデータ化し、テキストマイ

ニングの手法を用いて解析する。

　表３～表５に、各年度の「授業の振り返り」における出現頻度２回以上の抽出語をまとめ、さ

らに「からだ」に関する語と「こころ」に関する語とに分類したものを示す。また、表６に 2009

年度～ 2011 年度までの３年間のデータを統合した結果を示す。

　2011 年度「授業の振り返り」における記述文の中で、「からだ」に関する出現回数５回以上の抽

出語は、出現頻度が高い順に「体」「ポーズ」「柔らかい」「ストレッチ」「硬い」「足」「動かす」「運

動」「骨盤」「ダイエット」「マッサージ」「矯正」「筋肉」「痛い」であった。「こころ」に関する出

現回数５回以上の抽出語は、出現頻度が高い順に「楽しい」「できる」「嬉しい」「頑張る」「楽しむ」

「好き」「心」「安らぎ」「興味」「良い」であった。

　2010 年度「授業の振り返り」における記述文の中で、「からだ」に関する出現回数５回以上の抽

出語は、出現頻度が高い順に「体」「ストレッチ」「ポーズ」「柔らかい」「硬い」「運動」「動かす」「ダ

イエット」「痩せる」「上がる」「伸ばす」「足」「効果」「動く」であった。「こころ」に関する出現

回数５回以上の抽出語は、出現頻度が高い順に「楽しい」「好き」「良い」「嬉しい」「苦手」「難しい」

「気持ち良い」「頑張る」「気持ち」「分かる」であった。

からだ引っぱりっこ

　仰臥位の相手の身体を各方向に引き伸ばす

ゆらゆら金魚

　仰臥位の相手の両足首を保持し左右に揺らす

人間ベッド

　伏臥位の相手の上に体重を預け仰臥位で横たわる

いろいろおんぶ

　様々な姿勢で相手の体重を保持する

頭と頭

　頭部を接触させたまま２人で上下・回転しながら歩行する

背中と背中

　背部を接触させたまま２人で上下しながら歩行する

クロス

　伏臥位で互いに体幹を十字にクロスさせるように重なり下側の者が上側の者を転がす

お手手を合わせて

　 立位で向かい合い足を地面から離さないようにしながらＡはＢに手を重ねＢは自由に大きく

手を動かしていく

人間ブンブン

　２人で手を繋ぎＡを軸にしながら A がＢを回転させ遠心力で B を床に転がす
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表３　「授業の振り返り」における抽出語一覧（2011 年度）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
ヨガ 99 リラックス 4 意識 2
体 81 コアリズム 4 印象 2
授業 54 覚える 4 家族 2
楽しい 48 学校 4 改めて 2
体育 45 感じる 4 改善 2
思う 42 帰る 4 楽 2
できる 38 気づく 4 教わる 2
エクササイズ 34 気分 4 驚く 2
ポーズ 33 細い 4 苦しい 2
自分 33 残る 4 経験 2
柔らかい 31 取り組む 4 月 2
家 30 習う 4 嫌い 2
今 27 床 4 減る 2
ストレッチ 25 全く 4 効果 2
硬い 23 痩せる 4 幸せ 2
少し 23 大学 4 始める 2
前 17 大好き 4 思い出す 2
嬉しい 16 挑戦 4 実感 2
頑張る 15 入る 4 実際 2
教える 14 不安 4 取り上げる 2
先生 13 普段 4 取り入れる 2
続ける 13 分かる 4 充実 2
初めて 12 上がる 4 伸ばす 2
ハト 12 バランス 3 新しい 2
たくさん 11 プラス 3 真剣 2
楽しむ 13 ラクダ 3 身 2
学ぶ 11 違う 3 辛い 2
最初 11 音楽 3 人 2
足 11 顔 3 積極 2
動かす 10 気 3 全然 2
色々 10 行う 3 続く 2
好き 9 高校 3 体重 2
心 8 持つ 3 大変 2
安らぎ 8 手 3 中心 2
運動 7 出る 3 届く 2
骨盤 7 寝る 3 内容 2
時間 7 成長 3 日常 2
本当に 7 生活 3 年間 2
毎日 7 多い 3 疲れ 2
ダイエット 6 短大 3 友達 2
参加 6 知る 3 便秘 2
受ける 6 動き 3 話 2
マッサージ 5 比べる 3 毎回 2
矯正 5 お風呂 3 聞く 2
興味 5 勉強 3 変わる 2
筋肉 5 方法 3 遊ぶ 2
言う 5 本格 3 落ち着く 2
使う 5 １つ 2 流れる 2
思える 5 きれい 2 母 2
実践 5 びっくり 2 妹 2
痛い 5 ストレス 2 ほぐす 2
良い 5 リンパ 2 慣れる 2

※ 「からだ」に関連する抽出語は淡色の網掛け■、「こころ」に関連する抽出語は濃色の網掛け■で示
してある。
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表４　「授業の振り返り」における頻出語一覧（2010 年度）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
ヨガ 67 動く 5 ウエスト 2
体 57 お風呂 5 ストレス 2
思う 34 分かる 5 スポーツ 2
授業 33 たくさん 4 ハト 2
体育 29 感じ 4 違う 2
ストレッチ 23 健康 4 印象 2
楽しい 21 嫌 4 感じる 2
ポーズ 17 できる 4 汗 2
柔らかい 16 前 4 驚く 2
硬い 14 短大 4 苦痛 2
自分 14 本当に 4 継続 2
初めて 14 気持ちよい 4 月 2
運動 13 毎回 4 犬 2
寝る 12 はじめ 3 見る 2
少し 11 びっくり 3 行く 2
動かす 11 リラックス 3 左右 2
好き 9 慣れる 3 思える 2
高校 9 気 3 時間 2
最初 8 筋肉 3 自然 2
続ける 8 結構 3 食生活 2
良い 8 嫌い 3 伸びる 2
ダイエット 7 効く 3 深い 2
嬉しい 7 考える 3 辛い 2
教える 7 行う 3 全然 2
痩せる 7 今 3 多い 2
家 6 細い 3 太陽礼拝 2
苦手 6 使う 3 体験 2
上がる 6 実際 3 体重 2
伸ばす 6 受ける 3 体力 2
足 6 習う 3 痛い 2
知る 6 週 3 努力 2
難しい 6 心 3 内容 2
気持ちよい 6 生活 3 疲れる 2
色々 6 大変 3 普段 2
頑張る 5 部分 3 毎日 2
気持ち 5 落ち着く 3 眠い 2
効果 5 アップ 2 練習 2
先生 5

※ 「からだ」に関連する抽出語は淡色の網掛け■、「こころ」に関連する抽出語は濃色の網掛け■で示
してある。
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表５　「授業の振り返り」における頻出語一覧（2009 年度）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
体 105 分かる 6 きれい 2
ヨガ 89 毎週 6 はじめ 2
思う 73 ダイエット 5 ショック 2
柔らかい 36 ポカポカ 5 スタイル 2
授業 33 汗 5 バランス 2
自分 29 最近 5 プラス 2
楽しい 23 上がる 5 プリント 2
家 20 大切 5 悪い 2
少し 20 難しい 5 意味 2
運動 17 普段 5 一緒 2
硬い 16 部分 5 引き締まる 2
健康 12 本当に 5 穏やか 2
心 12 やり方 4 音楽 2
前 12 エクササイズ 4 改めて 2
続ける 12 楽しむ 4 簡単 2
痛い 12 気持ち 4 頑張れる 2
動かす 12 激しい 4 機会 2
学ぶ 12 結構 4 気持ちよい 2
嬉しい 11 取り組む 4 弓 2
痩せる 11 取れる 4 興味 2
スポーツ 10 全然 4 苦手 2
筋肉 10 動き 4 経験 2
使う 10 入る 4 継続 2
先生 10 疲れる 4 言う 2
毎日 10 びっくり 3 言葉 2
良い 10 違う 3 好き 2
今 9 印象 3 講義 2
残る 9 覚える 3 高校 2
動く 9 帰る 3 思える 2
感じ 8 気 3 実践 2
時間 8 気分 3 徐々に 2
出る 8 教える 3 身 2
できる 8 驚く 3 生理 2
初めて 8 見る 3 体型 2
ストレッチ 7 効く 3 体勢 2
ポーズ 7 行う 3 体力 2
リラックス 7 最初 3 大好き 2
頑張る 7 人 3 短大 2
効果 7 増える 3 日 2
伸ばす 7 体重 3 日頃 2
体育 7 知る 3 忍耐 2
色々 6 熱い 3 膝 2
たくさん 6 疲れ 3 部活 2
感じる 6 聞く 3 忘れる 2
軽い 6 変わる 3 名前 2
次 6 友達 3 落ち着く 2
実際 6 お腹 2 流行る 2
お風呂 6

※ 「からだ」に関連する抽出語は淡色の網掛け■、「こころ」に関連する抽出語は濃色の網掛け■で示
してある。
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　2009 年度「授業の振り返り」における記述文の中で、「からだ」に関する出現回数５回以上の抽

出語は、出現頻度が高い順に「体」「柔らかい」「運動」「硬い」「健康13」「痛い」「動かす」「痩せる」

「筋肉」「動く」「ポーズ」「伸ばす」「軽い」「ダイエット」「ポカポカ」「汗」「上がる」「部分」であっ

た。「こころ」に関する出現回数５回以上の抽出語は、出現頻度が高い順に「楽しい」「心」「嬉しい」

表６　「授業の振り返り」における頻出語一覧（2009 年度～ 2011 年度）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
ヨガ 255 伸ばす 15 印象 7
体 243 分かる 15 帰る 7
思う 149 ハト 15 驚く 7
授業 120 リラックス 14 効く 7
楽しい 92 効果 14 実践 7
柔らかい 83 高校 14 体重 7
体育 81 残る 14 大好き 7
自分 76 動く 14 大切 7
ポーズ 57 お風呂 14 疲れる 7
家 56 スポーツ 13 毎回 7
ストレッチ 55 上がる 13 毎週 7
少し 54 感じ 13 落ち着く 7
硬い 53 感じる 12 気持ちよい 6
できる 50 出る 12 はじめ 6
今 39 知る 12 プラス 6
エクササイズ 38 難しい 12 ポカポカ 6
運動 37 実際 11 音楽 6
嬉しい 34 普段 11 矯正 6
初めて 34 気持ち 10 軽い 6
前 33 受ける 10 激しい 6
続ける 33 気 9 嫌い 6
動かす 33 苦手 9 見る 6
先生 28 行う 9 最近 6
頑張る 27 骨盤 9 生活 6
教える 24 思える 9 多い 6
良い 23 短大 9 大変 6
心 23 入る 9 聞く 6
学ぶ 23 びっくり 8 変わる 6
最初 22 違う 8 友達 6
痩せる 22 覚える 8 バランス 5
色々 22 汗 8 マッサージ 5
たくさん 21 気分 8 学校 5
好き 20 興味 8 大学 5
痛い 19 結構 8 慣れる 5
毎日 19 言う 8 気づく 5
ダイエット 18 細い 8 考える 5
筋肉 18 参加 8 比べる 5
使う 18 次 8 疲れ 5
楽しむ 18 取り組む 8 嫌 5
足 18 習う 8 週 5
時間 17 全然 8 人 5
健康 17 動き 8 全く 5
本当に 16 部分 8 経験 5
寝る 16 安らぎ 8 挑戦 5

※ 「からだ」に関連する抽出語は淡色の網掛け■、「こころ」に関連する抽出語は濃色の網掛け■で示
してある。
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「良い」「感じ」「できる」「リラックス」「頑張る」「効果」「感じる」「分かる」「難しい」であった。

　2009 年度～ 2011 年度までの３年間のデータを統合した結果、「からだ」に関する出現回数 15 回

以上の抽出語は、出現頻度が高い順に「体」「柔らかい」「ポーズ」「硬い」「運動」「動かす」「痩せる」「痛

い」「ダイエット」「筋肉」「足」「健康」「伸ばす」であった。「こころ」に関する出現回数 15 回以

上の抽出語は、出現頻度が高い順に「楽しい」「できる」「嬉しい」「頑張る」「良い」「心」「好き」「楽

しむ」であった。

　さらに、2009 年度～ 2011 年度までの３年間の「授業の振り返り」データにおいて、出現頻度の

高い抽出語の関連性を可視化するために、共起ネットワーク図を作成する。抽出する語は出現回数

15 回以上の語とする。

　また、図中では、出現数の多い語ほど大きな円で描画し、円同士は強い共起関係ほど太い線で描

画するものとする。

図 13　「授業の振り返り」における頻出語の共起ネットワーク図（2009 年度～ 2011 年度）



茨女短大紀№ 39（2012）5-2655

（44）

６．考察

　筆者は、学生が身体活動を通じて他者とコミュニケーションをとりながら、自らの心身を見つ

め直し、「緩める」「繋がる」「支える」といった身体感覚を高めていけるよう、様々なアプローチ

で実技の授業に「からだほぐし運動」を取り入れている。

　そもそも、からだほぐし運動にヨガを取り入れようと思い至ったのは、自身の経験に基づいて

いる。それまで継続的な身体活動としてはクラシックバレエしか経験したことのなかった筆者は、

14 歳のときに初めてヨガを体験した。腕や足のポジションや美しい身体のラインを追求するクラ

シックバレエとは異なり、呼吸法や骨・内臓への意識など、身体の内側への意識を重視するヨガ

を実践する中で、リラックスしながらも次第に集中力が高まっていくのと同時に、身体感覚が研

ぎ澄まされていくような心地よい感覚を覚えた。それはまさに、「こころ」と「からだ」の繋がり

を体感する経験であった。

　またバレリーナやダンサーは、基礎体力や身体能力を維持するために、また身体の故障からの

回復手段として、ピラティスやボディワーク等、様々な手法を取り入れたトレーニングを日常的

に取り入れている。そこで、学生たちにも柔軟でしなやかな身体であることのメリットを認識させ、

様々なストレッチやエクササイズを紹介することで、身体活動への主体的なモチベーションの向

上を図っている。

　本稿で行ったテキストマイニング分析により、学生の「健康とスポーツ」における「授業の振

り返り」記述文には、「楽しい」「できる」「嬉しい」「頑張る」「良い」「心」「好き」「楽しむ」といっ

た快感情を表す語が多くみられることが示された。また、「体」「柔らかい」「ポーズ」「硬い」「運動」「動

かす」「痩せる」「痛い」「ダイエット」「筋肉」「足」「健康」「伸ばす」といった身体に関する語が

多く抽出されたことにより、学生が「からだほぐし運動」を通じて、自身の身体に意識を向ける

機会を得ていることが示唆された。

　また、共起ネットワーク図を作成することにより、からだほぐしを取り入れた「体育」の「授業」

が「好き」・「楽しい」・「楽しむ」といった快感情と結びついている点、「ヨガ」が「心」と「体」

の双方に影響を与える点が明確になった。加えて、「できる」・「嬉しい」・「頑張る」といった相乗

的なサイクルの構図や、身体を「伸ばす」「ストレッチ」により「筋肉」の「よい」「使」い方が「分

かる」といった記述、「痩せる」という実感が運動を「続ける」ことへと結びついている様子、「寝る」

前に「ヨガ」や「ストレッチ」を「家」で「毎日」「続ける」といった運動の習慣化が明らかになった。

　実際に、学生の「授業の振り返り」における回答文には、「色々な運動ができて楽しかった」、「み

んなで動けて楽しかった」、「硬かった体が柔らかくなって驚いた」、「体を伸ばすのが気持ちよかっ

た」、「運動不足が解消された」、「体力がついた」、「集中力が高まった」、「ヨガのポーズ（ハトのポー

ズ・ラクダのポーズ等）が出来るようになって嬉しい」、「ポーズ（体）の左右差が矯正された」、「自

宅でもお風呂上がりに家族と一緒に実践している（実践したい）」、「心が安らぎリラックスするこ

とができた」、「体も心もすっきりした」、「痩せるために頑張った」、「人前で体を動かすことが苦

手だったが慣れてきた」、「自分がこんなに体育を頑張れたことに驚いている」、「体育は嫌いだっ

たけれど少し好きになった」等の意見が複数回答以上みられた。

　このように、「健康とスポーツ」の授業に「フロアストレッチ」、「フロアエクササイズ」、「ヨガ」

等の「からだほぐし運動」を取り入れる試みにより、「心とからだの関係に気付く」、「体の調子を
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整える」、「仲間と交流する」といった「からだほぐし運動」のねらいが一定程度達成されたと言

えるだろう。

　しかしながら、「週に１回程度のヨガでは特に効果という効果があったようには思えなかった」

という意見も僅かながらあり、時間と日数の限られた体育授業での経験をいかに継続的な運動習

慣へと繋げていくか、またそのための働きかけを指導者がどのように行うかという点が、今後の

課題となるものと考えられる。

　現在、18 ～ 20 歳にあたる女子学生は、「痩せたい」「体力がない」「疲れやすい」「身体が硬い」「動

くのが面倒である」「身体が思うように動かない」「身体を見られるのが恥ずかしい」等の、実に様々

な身体的問題を抱えている。女子学生は、美容・痩身への強い意識を持っているにもかかわらず、

メディアの情報を鵜呑みにし、絶食等の誤った減量法を実践する者が後を絶たない。また、中学校

卒業や高校卒業を機に部活動等を辞め、運動・スポーツの機会を失った結果、体力が著しく低下し、

運動を開始するとすぐに「疲れた」「だるい」等の言葉を口にする学生も目立つ。さらに、身体の

柔軟性に乏しく、ぎこちない身体の動きを見られることに強い抵抗感を感じる学生も少なくない。

　これらの女子学生が直面している種々の身体的問題を解消するために、体育の授業において学生

が真に「楽しい」と思える運動を取り入れ、身体を動かす「喜び」を再確認させることは、大きな

意味を持つだろう。

　また、保育士や幼稚園教諭を目指す学生たちが、子どもの前で生き生きとした表現をするに際し

て、「不器用さ」や「恥ずかしさ」を克服するために、様々な運動経験を積んでおくことも重要である。

内にこもった「縮こまった身体」から、子どもたちの表現をからだ全体で受け止め、支え、共感す

ることができる「ひらいた身体」へ変えていくことができるかどうかは、学生の興味や意欲を引き

出す指導方法にかかっていると言えるだろう。

　さらに、2011 年に厚生労働省より公表された「健康日本２１ 最終評価」には、次期運動の方向

性における新規・重点的な課題として、「女性の健康」が挙げられている。女性が社会進出を遂げ、

生活スタイルが多様化する中で、「こころ」と「からだ」に働きかける身体活動をいかなる方法で

実践していくかという点が、女性の心身の健康をサポートしていくための重要な鍵となっていくだ

ろう。

７．今後の課題

　本稿ではテキストマイニングの分析対象を、「健康とスポーツ」における前期の「授業の振り返り」

記述文に限定したため、「からだほぐし運動」に関しては前期の授業で取り入れているフロアスト

レッチ、フロアエクササイズ及びヨガのみの分析にとどまった。今後は、後期の授業や他の科目の

記述文についても分析を進め、授業内容と学生の心身の変化との関連性をより一層明確にしていき

たい。

　また、本稿の研究方法においての問題点は、自由記述の質問紙調査である「授業の振り返り」を、

記名式で行った点にある。記述した学生が特定されることによって、指導者のねらいに沿った内容

を意図的に記述する傾向が高まり、調査の正確性に支障をきたす可能性がある。しかし、記名式の

調査には、誰がどのような回答をしたのかをリアルタイムに把握することで、その後の授業におい

て個々にフィードバックできるというメリットもある。今後は必要に応じて無記名式の質問紙調査
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を取り入れ、匿名性を保つ工夫も必要となるだろう。

　本稿の分析結果を元に、学生の学習意欲がより一層向上するような工夫を授業実践に加えること

により、多くの女子学生にとって最終教育機関となる短期大学の体育授業が、幅広い学生の継続的

な運動習慣へと結びついていくことを期待する。

８．まとめ

　本研究から以下の知見を得た。

　学生の「授業の振り返り」記述文のテキストマイニング分析により、「健康とスポーツ」の授業

にフロアストレッチ、フロアエクササイズ、ヨガ等の「からだほぐし運動」を取り入れる試みを通

して、「心とからだの関係に気付く」、「体の調子を整える」、「仲間と交流する」といった「からだ

ほぐし運動」のねらいが一定程度達成されることが明らかになった。

　また、中でもヨガは、学生の「心」と「体」の双方に影響を与えることが、共起ネットワーク図

の作成により明確になった。

　さらに、「からだほぐし運動」として取り入れている「ストレッチ」や「ヨガ」を、自宅でも実

践しているとの記述が多くみられたことから、体育の授業が女子学生の継続的な運動習慣へと結び

ついていることが示された。

　ここで、学生が記述した「授業の振り返り」を元に、からだほぐし運動が「からだ」と「こころ」

にもたらす効果をまとめると、以下のようになる。

　「からだ」にもたらす効果

　１　運動不足の解消

　２　体力の向上

　３　継続的な運動習慣の定着

　４　身体の柔軟性の向上

　５　美容・痩身目標の達成

　６　縮こまった身体の解消

　７　身体のゆがみへの認識

　８　身体的コミュニケーションの創出

　９　生涯スポーツの振興

　「こころ」にもたらす効果

　１　身体を動かしたことによる満足感

　２　身体に効いているという実感

　３　身体を提示することの恥ずかしさの解消

　４　リラクゼーション効果

　５　諦めない姿勢の確立

　６　体育嫌いの克服

　７　集中力の高まり
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　８　新たな自己の発見

　９　変わっていく自己への喜び

　中学校・高等学校教育の延長線上にあり、多くの学生にとって最終教育機関となる大学・短期大

学の体育の担う役割は生涯スポーツの観点からみても大きいものである。また、「からだほぐし運動」

をより発展させた形で授業内容に導入することは、運動やスポーツを行う機会を十分に得られない

女子学生たちにとって、重要な意味を持つと言えるだろう。

　今後も調査を継続していき、データを更に蓄積していくことで、研究成果を学生の心身の健康づ

くりへと繋げていくことが望まれる。

脚注
１ 　 「基礎体育」は、保育士養成過程の改訂に伴い、2011 年度より「保育表現技術（身体Ⅰ）」「保育表現技術（身

体Ⅱ）」に名称変更された。
２ 　 「健康とスポーツ」については、保育科の学生の他に、ことばの芸術学科（旧・国文科）の学生も受講す

ることができる。ことばの芸術学科（旧・国文科）の受講者数は、2009 年２名、2010 年２名、2011 年１名
である。本稿の分析対象にことばの芸術学科（旧・国文科）の学生は含めていない。

３ 　 テキストマイニングについては、佐藤ら（2010）の「ヨガ、ピラティスおよびバレエエクササイズの体験
が短大生の心身の健康に与える効果」の手法を参考にした。

４ 　KHcoder では、例えば「ベビーポジション」という単語を「ベビー」と「ポジション」といったように別
の単語として抽出してしまうことがある。これを「ベビーポジション」という１単語として正確に抽出する
ために、手作業で強制抽出する語の選択を行う必要がある。

５ 　ビリーズブートキャンプ（Billy Blanks Boot Camp）は、ビリー・ブランクスが考案した短期集中型エク
ササイズの総称及び、それを収録した映像ソフトウェアの題名である。米軍における新人向け基礎訓練であ
る「ブートキャンプ」を基盤としている。通販番組で紹介されたところ、日本では 2007 年に一大ブームを引
き起こした。

６ 　Wii Fit とは、任天堂より発売されたフィットネストレーニングソフトウェアである。「家族で健康」をキャッ
チフレーズとし、トレーニングや運動感覚を向上させるゲームが搭載されている。専用のボードに乗り、体
重測定や、ヨガ、有酸素運動、バランスゲーム等の様々なトレーニングを行うことができる。

７ 　ヨガ（Yoga）とは、古代インド発祥の修行法である。ヨガの古典文献の中で最も古いものが、パンタンジャ
リによってまとめられた「ヨーガスートラ」である。そこでは、瞑想によって深く集中し、坐法を主とする
静的なポーズにより悟りを目指すラージャヨガという方法が紹介されている。

８ 　13 世紀にゴーラクナートによって大成されたヨガの一流派。より高い悟りの境地へと到達するために、動
的なポーズ、瞑想法、呼吸法から構成される。現在、世界中に普及しているハタヨガは、ダイナミックな坐
法（アーサナ）と呼吸法（プラーナーヤーマ）により、心身の鍛錬や浄化を目指すものである。

９ 　インドのパタビジョイス氏によって考案されたヨガの一流派。呼吸と共にポーズからポーズへと途切れな
く流れるように行うダイナミックかつエネルギッシュな動きが特徴である。フィットネス的要素の強い現在
のパワーヨガの原点にもなっている。

10 　ピラティス（Pilates）は、ドイツの従軍看護師であったジョセフ・ピラティス氏によって考案されたエク
ササイズ法である。第１次世界大戦では、傷を負った兵士のリハビリテーションに役立てられた。胸式呼吸
とともに、体幹の中心（コア）への意識を高め深層筋（インナーマッスル）を鍛えることで、強靭でしなや
かな身体を目指していく。
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48

仙波　美千世

介護福祉専攻科

Key words；介護福祉　対象者理解　認知症　介護過程

１．はじめに

　本学では、保育士有資格者を対象に介護福祉士の養成（１年課程）を行って 22 年になる。開設

当時から、質の高い介護福祉士の養成をめざし、学習をいかに介護の専門職としての実践力に結び

付けるのかを考え、教育課程の充実を図ってきた。規定教科目に加えて、医学やリハビリテーショ

ン、討議を中心とした課題研究など履修科目としてきた。また、平成 21 年度からの新カリキュラ

ムにおいても学習を実践力へと生かすために応用力や総合力を求められる科目「介護過程」が規定

科目となったことでより専門性を高めるために、演習内容について検討や見直しを行いながら、教

育活動を行ってきた。その１年間の学習の集大成として、実習で出会った利用者との関わりを「個

人観察レポート」としてまとめている。これは、開設当時から行っており、学生は介護福祉士資格

を取得するための課題としてまとめることから始まるが、これまでの知識や技術・経験を駆使して

書き上げていく中で、まとめること、まとめていく過程において、気づいていくことがたくさんあ

る。そして利用者とどう向き合うのか、なぜそうしようと思うのかなど、学生自身から実感のこもっ

た言葉となって表現される。

　本稿では、ある学生のまとめた個人観察レポートから「利用者を介護の対象としてとらえるので

はなく、１人の人として理解する」ということについて、述べる。

２．「個人観察レポート」とは

　学科開設時より、施設実習の内容として「個人観察対象者として関わり、実習後は個人観察レポー

トとしてまとめる」を課題としてきた。平成 2 １年度以降の新カリキュラムにおいても、介護実習

Ⅱの 17 日間の施設実習でも、特定の利用者を受け持ち（以下「対象者」）関わりながら、「介護過程」

で学んだ介護計画を立案するための情報収集などのプロセスを経て、介護計画を立案することを課

題としている。

　さらに実習終了後に「その対象者との関わりから、疾患・障害が及ぼす生活への影響の把握や、

対象者が望んでいる生活を送るために必要な援助の考察を行い、対象者理解を深める」という目的

が、個人観察レポートである。

　実習中は、対象者と様々な場面での関わりを記録し、週１回の実習先での教員との個別の実習指

導と２日間の出校日での指導を受けて対象者をとらえて、介護計画立案を行うが、９月後半から修

了研究の個人観察レポートの作成に入り、個別指導を受けながら、３か月で学生がまとめていく。
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３．介護学生の個人観察レポート作成の実際

　事例から、学生が対象者をどのように理解し、何に気づいていったのか、振り返ってみる。

　ある学生の記述を要旨が変わらないよう、必要な部分を抜粋し、記述する。

　［事例紹介］

　　○対象者Ａさん　80 歳代の女性

　　　・要介護度…２

　　　・視力・聴力・言語は、正常

　　　・現疾患：老人性認知症・糖尿病・高血圧・骨粗鬆症

　　　・ADL の状況

　　　・歩行と移動… バランスを崩してしまうときがあり、転倒の危険があるため、歩行器につか

まりながら歩く。歩行器を使うのを忘れてしまうので、声掛けが必要

　　　・排泄…自立している

　　　・食事…常食。糖尿病のため、決められた食事のほかは食べられない

　　　・入浴…週３回個人浴槽で入浴している。洗髪は要介助

　　　・着脱衣…自立している　衣類をしまい忘れてしまうので、衣類は介護職員が管理1

⑴　実習前半

　学生が事例の対象者Ａさんを受け持った頃は、「Ａさんは、いつ挨拶をしてもにっこりと笑って、

返してくれる方。子どもの頃いたずらをした話などもタイムスリップしたように楽しそうに話して

くださり、うふふと、はにかんだような表情で笑いながら話をされる。しかし、どんなに楽しかっ

た思い出も 20 歳代で体験した一番辛かった戦争の時期の話に繋がってしまう」2 と書いている。学

生は、なぜＡさんは辛い時期を思い出し、学生に何度も話してくださるのかという気持ちをもって、

実習中Ａさんと関わり、生活の様子やその時の雰囲気・表情なども記録している。Ａさんは、女の

自分の人生を考え、「女はどこへ行ったって女なんだぞ」と両親に反対されても、満州国への移住

を決め、20 歳で結婚するなど、行動している。「Ａさんとは、１日に何回も話をするが、何の話を

していても、満州国と戦争中の話で最後はいつもこの話に結びつく」という。食事を食べてもレク

リェーションに参加しても、何をしていてもその話に繋がって、１日に何回も同じ話をされていた

ので学生は、指導の時も何度も同じ話を聞いてきましたから覚えてしまいましたと言いながらも、

その話の内容は辛く悲しく怖さで胸がいっぱいになったと記述している。話の始まりは、「結婚し

てから、夫婦で満州国に移住したんです。農業をしながら細々と暮らしていたの。すぐに子どもも

生まれて、子守りをしながら仕事をしたのよ。大変でしたよ、慣れないことばかりだったから…」

といつもここまでは穏やかな表情で話をされる。ここから表情が曇る。明るさは徐々に消え失せ、

つらそうに眉を寄せ暗い表情へと変化する。「でもね、ある日戦争が始まったんです。私たち家族

は慌てて日本に戻りました。でも、満州国の住民だから…ってすぐに呼び戻されて、夫は兵隊に召

集されました。私は子どもだけおぶって泣き泣き逃げたんです。あっちは日本と違ってとっても寒

いから、川も氷ちゃって…。でも敵から逃げるために…」と話は続いた。3 戦火の中を大切な息子

をおぶって逃げまどう話、必死に守ったはずの息子は、結局餓死という形で守りきれなかった。息
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子は橋の上から川に流したという話や夫は戦死したという話は、１日に何度も聞いていた。

⑵　実習後半

　数年前から認知症のため自宅での生活が困難なので入所している。

　夫と息子の位牌を大切にしていた。日々の生活では、大切だからこそ大切に保管してしまい、「位

牌がない」と探すこともたびたびあるようだが、別の荷物と一緒に入れてあることが多いので、す

ぐに見つけることはできた。戦争が起こらなければ、夫と息子とともに夢を描いた満州国での生活

があったはずである。しかし、兵隊として召集された夫は戦死し、Ａさんは息子をおぶって敵から

逃げたが、餓死という形で息子を守れなかった。その息子は荼毘に付すことも埋葬もできず、橋の

上から川に流したため、遺骨も着ていた服のきれはしも何も残らなかった。残ったのは、Ａさんの

記憶だけである4　Ａさんにとっては、学生は大切な位牌であるとは思っていた。

⑶　個人観察レポート作成時期

　レポートをまとめ始めると、対象者と話をされたこと・生活の様子その時の雰囲気や表情などの

記録を整理しながら、学生が対象者の言動や行動などで気になることや気づいたことが少しずつ挙

がってくる。教員は、それぞれの対象者と会ったり、話をしたりすることはないが、提出されたレ

ポートに目を通して、学生には「対象者のＡさんはどのように生活したいと考えているのだろうか」

となげかけた。「Ａさんの人生に大きな影響があった満州国への移住をなぜ望んだのか」「どんなに

楽しかった思い出も 20 歳代で体験した一番辛かった戦争の時期の話に繋がってしまう」というこ

とに学生は引っかかっていた。学生がそれを知るために、満州国への移住とは歴史上どのようなこ

とだったのか、戦争についてなどを調べていった。その時代は、学生自身が今生きている時代とは

あまりにも違いすぎていたと実感することになった。学生が想像もしていなかった時代であり、戦

争は恐怖と耐え難い状況あったことを知り、レポートをまとめる過程で学生はＡさんの思いに寄り

添い理解しようとするようなっていった。

　「いつも思い出してしまうつらい時間を生きるＡさんだが、そういう生活は望んでいないＡさん

の今後の援助として考えている。Ａさんにとって自分がよき理解者になり、聞き役になることが大

切だと述べている。会話のコミュニケーションを多く図り、Ａさんの思いを受け止める。戦争の話

を聞かせていただいた時は、話が終わった後に亡くなった二人の位牌にＡさんと一緒に心を込めて

手を合わさせていただく。Ａさんにとって位牌はもう一つの命であるので、失くしてしまえば命を

失うことと一緒である」と述べ、Ａさんにとっての位牌はどのようなものであるのか考え、その思

いを受け止めた上で、Ａさんと向き合おうと考えるようになっていった。

　「Ａさんは位牌を大切に思い、自分だけがわかる場所にしまい、そのしまった場所を忘れてしまっ

て失くしてしまうことがあるので、再度失くさないようこまめに位牌があるか声をかける。思いを

伝えられ、聞いてくれる、理解してくれる存在がすぐそばにいること、何を支えに生きているかわ

かること、そしてその存在がまず介護者であることが大切であると考えた。

　もう１つの援助として、感情に対する援助である。（中略）感情を活かした援助を考えようと思っ

た。Ａさんが楽しいと思える時間を増やす。Ａさんは身の回りの整頓はできることが多いので、何

かお願いしてやっていただけるのであればやっていただき、一人で長い時間座って過ごす時間を少
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なくする。（中略）コミュケーションを図ったり、介護者はＡさんに対し、「本当にありがとうござ

いました。助かりました」というような感謝の言葉を伝えることでＡさんは「皆さんのお役にたて

たのかな、役に立ったのかな」とプラスの感情をもっていただければ、今いる場所が心地よい場所

であり、Ａさんの居場所であることを感じていただく5」とＡさんと関わり思いを受け止めたから

こそ、そのＡさんへの支援を考察している。

４．考察

　学生の個人観察レポート作成の過程から、一人の人として向き合うこと・理解していくことかに

ついて述べた。利用者が介護福祉士と出会うときは、介護の支援を求めたときからであり、これま

で多くの経験を積み重ねて築いた人生をその人のすべてとして理解する。井坂は、「学生には利用

者の３分の１程度の人生経験しかなく、利用者の人生を理解することは未知の世界である。しかし、

未知の世界を含め、その人全てであり、立案する介護計画もその人全てでなければならない」6 と

述べている。実習で利用者と関わりで何気なく発した言葉や行動は、その人の表現であると理解し

てレポートをまとめる過程で、幾重にも重なる経験がずっと連なってきた人生から表現されたもの

と少しずつ理解しながら、利用者を一人の人として感じられるようになった。理解することその奥

にある思いにまで触れることにもなり、対象者の思いに近づいたと実感することは、「一人の人と

して理解する」ということばの重みは介護観が育っていく。個人観察レポートをまとめることに「一

人の人として向き合うこと・一人の人として理解すること」を求め、介護観を育てる時間、介護福

祉士としての責任を自覚する時間にもなっている。個人観察レポートは、１年間介護福祉士となる

ために学んだ学生一人ひとりの集大成である。

５．まとめ

　今回取り上げた個人観察レポートは、１例である。１人ひとりの学生が対象者と向き合い、個人観

察レポートを完成させる。不十分な部分もあると思うが指導を受けながら、介護学生として１年間

の介護福祉士の学習の集大成として現在の力を精一杯出し切ってまとめあげていると思っている。

　「利用者を一人の人として理解する」ということは、これまで多くの経験を積んだ人生をすべて

理解するということであり、介護の重要な部分である。事例のＡさんだけでなく生きてこられた人

生を評価することではないし、そのようなことは絶対にしてはならないものである。その人の文脈

とその人の視点から理解することで、ひとりの個人としてそのまま理解することが、その人の介護

を実践に繋がっていくということ思っている。
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井坂　優子

介護福祉専攻科

Key words：１年養成課程・新カリキュラム・教育目標・教育課程の編成

要約； 新カリキュラムが開始されるに当たり、どのような教育課程を編成するのかを検討・実施し

た平成 21 年度から平成 23 年度の 3 年間の取り組みをまとめる。

１．はじめに

　介護福祉士養成校は、平成の時代の幕開けと共に誕生した。当科も保母（現保育士）資格取得者

を対象とした１年養成課程として、平成２年より養成が開始された。日本独自の家庭で介護が行わ

れていた時代に先駆けて開科した当初から、高齢者や障害者の介護に対して志し高い学生が入学し、

限られた時間の中で、授業や実習を通し、専門的知識・技術を高めていった。全国的にも希少な養

成課程であったため、他県からの入学生も多かった。その中で、「質の高い介護福祉士の育成」を

教育目標として、養成が行われてきた。新カリキュラムに移行されてもこの教育目標を継続するた

めには、どのように教育課程を編成すればよいのかということが大きな課題となった。旧カリキュ

ラム・新カリキュラムの特徴を踏まえ、当科の教育目標を達成するために１年養成課程の当科がど

のような教育を行えばよいのかという３年間の取り組みをまとめる。

２．当科の教育課程編成の基本的考え方

　平成２年から養成が始まった当初から、当科では教育目標を達成するためには必要であると考え、

指定科目以外の科目履修を勧めてきた。

　平成 20 年度の教育過程表の中の●印の科目は指定科目以外の科目であり、本学独自の科目も含

まれる。また、様々な専門職からの授業を受けることにより、専門職の役割や連携なども理解でき

表１　平成 20 年度　教育課程表

科　　　目 必/選 科　　　目 必/選 科　　　目 必/選

老人福祉論 ○ 障害者福祉論 ● リハビリテーション論 ●

レクリェーション活動研究 ● 老人・障害者の心理 ○ 家政学概論 ○

家政学実習 ○ 医学一般 ● 介護概論 ○

介護技術 ○ 形態別介護技術 ○ 介護実習⑴　⑵　⑶ ○

介護実習指導 ○ 課題研究Ⅰ ● 課題研究Ⅱ ●

個別介護計画 ●
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るように考えていた。ほかにも上記表の「介護実習指導」は半期 15 回の授業が指定科目であったが、

実習は後期にも予定されているため、通年 30 回の授業としていた。また、「課題研究Ⅰ・Ⅱ」は当

科独自の科目として学生が学びたいと思うテーマをあげ、授業を展開するいわゆるゼミ方式を取り

入れていた。さらに、この時点では、様々な科目に含まれていた介護過程の展開を「個別介護計画」

として通年 30 回の授業を行っていた。このようなことから、当科での養成が幅広く、また教育目

標達成のための教育課程が作成されていたことが伝わると思われる。

　平成 20 年度までにカリキュラムの変更があったのは、平成 12 年度に一度であると聴いている

が、ちょうどこの年は、介護保険法が施行された年である。これまで家族主体で行われてきた介護

が、社会化する大きな転換期であったことから介護実習に在宅実習が組みこまれたり、「介護技術」

の授業で使用する備品の追加があったと聴いた。つまり、この介護保険法が施行され、日本の介護

が大きく転換していく中で介護福祉士養成カリキュラムは余り見直しされなかったということであ

る。平成 12 年度の時点でこれほどまでに介護の社会化が進むことは予測できていなかっただろう

し、様々なニーズによる介護保険のサービスの利用も考えられていなかったのであろう。そのた

め、これほどまでに介護を支える人材に求められるレベルが高まるとは考えていなかったのであろ

う。平成21年度からの新カリキュラムは、これまでの介護福祉士養成を大きく変更することとなり、

それに伴う大きな混乱とともに養成が新たに開始された。

３．求められる介護福祉士像

　H21年度のカリキュラムの変更に際して、求められる介護福祉士像の提示があった。そこには、「こ

れからの介護福祉士については、介護福祉士創設以降の変化とこれからの介護ニーズに対応し、介

護サービスにおける中心的な役割を担える人材として次のような人材養成における目標が考えられ

る」1 とされている。さらに養成の目標として表２が示されている。

　この目標を見たときに、介護業務についている・ついた経験がある人がこれを見て何と思うだろ

うかと思った。現場で働いていても到達できるとは言い切れない目標だと感じたからだ。この目標

を達成するために、これまでの養成カリキュラムが見直され、３領域中に科目が位置づけられたの

であるが、資格取得時にこれだけのことを求めるには、養成する時間が短いと思われるし、教育を

さらに重視しなければならないとも感じた。しかし、これだけのことができることを介護に携わる

者に求められていることも現状としてあるのだと思った。ただこの目標に到達するための養成では、

当科が目指している教育目標に達するとは言えない。また、資格取得をするための教育ではなく、

介護を必要とする人の支援を考え、提供するための教育でなければならないとも思った。

４．当科の新カリキュラムの取り組み

⑴　平成 21年度の教育課程

　このカリキュラムへの変更には、介護福祉士養成校卒業生の国家試験受験ということがあっ

た。平成 24 年度より実施されることになっていた国家試験受験は、施行前に様々な団体の意見

により延期され、現在は平成 27 年度より実施されることとなっている。介護福祉士の養成は現

在、２年養成課程が主流であるが、４年養成課程も増えているため、４年養成課程の学生の国家試

験受験を考慮し、この時期にカリキュラムの変更がされた。当科は社会福祉士及び介護福祉士法第
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39 条第３号の養成施設に該当する。旧カリキュラムでは、指定時間数が 930 時間と定められてい

たが、変更後は 1,155 時間と 225 時間増えている。また、教育内容が大きく変更されたことにより、

これまでのカリキュラムでは複数の科目で学んでいたことが１つの科目で学ぶことになったり、逆

に１つの科目で学んでいたことが、複数の科目で学ぶことになった。そのことにより、これまで課

せられていた担当科目の教員要件が緩くなり、領域における教員要件が新たにできたことにより、

多くの専門職による授業展開が必要でなくなった。また、225 時間増えたにもかかわらず、介護実

習は 360 時間から 210 時間と 150 時間も少なくなり、国家試験受験のための教育になるのではない

かと懸念した。これまで当科が掲げていた「質の高い介護福祉士の養成」をどのように教育課程の

中に組み込んでいけばよいのかという点が、新カリキュラム移行時に検討した内容の中心であった。

　当科が目標としている「質の高い介護福祉士」とは、単に知識や技術が高いということではない。

介護を必要としている人が、何を望み、どのように生活したいのかによって、知識や技術を選択し、

１�．他者に共感でき、相手の立場に立っ
て考えられる姿勢を身につける

２�．あらゆる介護場面に共通する基礎的
な介護の知識・技術を習得する

３．介護実践の根拠を理解する
４�．介護を必要とする人の潜在能力を引

き出し、活用・発揮させることの意義
について理解できる

５�．利用者本位のサービスを提供するた
め、多職種協働によるチームアプロー
チの必要性を理解できる

６�．介護に関する社会保障の制度、施策
について基本的な理解ができる

７�．他の職種の役割を理解し、チームに
参画する能力を養う

８�．利用者ができるだけなじみのある環
境で日常的な生活が送れるよう、利用
者ひとりひとりの生活している状態を
的確に把握し、自立支援に資するサー
ビスを総合的、計画的に提供できる能
力を身につける

９�．円滑なコミュニケーションの取り方
の基本を身につける

10�．的確な記録・記述の方法を身につける
11�．人権擁護の視点、職業倫理を身につ

ける

①�尊厳をささえるケアの
実践

②�現場で必要とされる実
践的能力

③�自立支援を重視し、こ
れからの介護ニーズ、
政策にも対応できる

④�施設・地域（在宅）を
通じた汎用性ある能力

⑤�心理的・社会的支援の
重視

⑥�予防からリハビリテー
ション、看取りまで、
利用者の状態の変化に
対応できる

⑦�他職種協働によるチー
ムケア

⑧�一人でも基本的な対応
ができる

⑨「個別ケア」の実践
⑩�利用者・家族、チーム

に対するコミュニケー
ション能力や的確な記
録・記述力

⑪関連領域の基本的な理解
⑫高い倫理性の保持

資格取得時の到達目標 求められる介護福祉士像

表２　養成の目標 1

資

格

取

得

時

の

介

護

福

祉

士

介
護
を
必
要
と
す
る
幅
広
い
利
用
者
に
対
す
る
基
本
的
な
介
護
を
提
供
で
き
る
能
力
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援助を考えて行うことである。例えば、認知症は近年、様々な症例により、診断名が確定されるよ

うになったことで、介護の方法がより具体的になっている。そのことは時代と共に変化することで

あり、その時々に必要な知識として学び、疾患や症状に応じた介護を提供することが必要であると

考える。しかし、それだけで介護を行えるわけではない。介護を必要としている人がどのような生

活を望んでいるのかによって、介護は変化するからである。それを考えるための力が必要である。

ここが当科が目標としている「質の高い介護福祉士」なのである。今では当たり前の「説明と同意」

や「複数の援助を考え、選択してもらう」ことであるが、それができることをずっと目標として教

育をされてきた。1 年養成課程でここまで意識を高め、発想豊かで、一人ひとりと向き合う人間性

も高めていくことが求めている内容なのである。このことを踏まえ、今後もどのように教育目標を

追求していくのか、どのような方法であればよいのかを見つけるには、相当な検討時間が必要であっ

た。カリキュラムの内容が確定したのが、かなり時期が押し迫ったころであったため、大枠的なと

表３　平成 21 年度～平成 23 年度までの教育課程表
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

領　域 科目 必/選 科目 科目

人間
と

社会

生活と福祉 ● H21 年度のみ開講
社会保障制度 ● 社会保障制度 社会保障制度
介護保険制度 ● 介護保険制度 介護保険制度
障害者自立支援制度 ● 障害者自立支援制度 障害者自立支援制度
介護実践に関連する諸制度 ● 介護実践に関連する諸制度 介護実践に関連する諸制度

介　護

介護の基本 ○ 介護の基本Ⅰ 介護の基本Ⅰ
H22 年度より改編 ○ 介護の基本Ⅱ 介護の基本Ⅱ
コミュニケーション技術Ⅰ ○ コミュニケーション技術Ⅰ コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ ● コミュニケーション技術Ⅱ コミュニケーション技術Ⅱ
生活支援技術Ⅰ ○ 生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ ○ 生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅱ
介護過程 ○ 介護過程 介護過程
介護総合演習 ○ 介護総合演習 介護総合演習
介護実習Ⅰ ○ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ
介護実習Ⅱ ○ 介護実習Ⅱ 介護実習Ⅱ
H22 年度より開講 ● 修了研究 修了研究

こころ
とから
だのし
くみ　

発達と老化の理解Ⅰ ○ 発達と老化の理解 発達と老化の理解

発達と老化の理解Ⅱ ● H22 年度より改編（指定時
間のみ開講）

認知症の理解Ⅰ ○ 認知症の理解Ⅰ 認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ ○ 認知症の理解Ⅱ 認知症の理解Ⅱ
障害の理解Ⅰ ○ 障害の理解Ⅰ 障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ ● 障害の理解Ⅱ 障害の理解Ⅱ
こころとからだのしくみⅠ ○ こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ ○ こころとからだのしくみⅡ こころとからだのしくみⅡ

1,327 時間 /58 単位 1,312 時間 /56 単位 1,312 時間 /56 単位
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ころを決めたところで養成を開始したというところが内情であった。

　表３の教育課程表の中の●は指定科目以外の科目であり、選択科目となっているが、当科が始

まったころから選択科目であっても全員が受講することといった、少人数制だからこその授業が展

開されている。この指定科目以外の科目を入れると、1,155時間の指定時間数をはるかに超える1,327

時間の授業を展開したことになる。それには、前述したことでもあるが、国家試験受験ということ

を考えると、１年課程でも２年課程でも４年課程でも国家試験の問題は同じであるため、より多く

の知識と技術をもつために必要と思われる授業を追加していった結果である。しかし、そこには、

介護というものを何も知らない学生が、突然国家試験受験のために１年間の中で 1,327 時間・58 単

位を取得するという過酷な状況が生まれ、学生にとって大きな負担となることであった。現学生の

進学動機は、介護ということが身近な人に発生した、もしくは発生する可能性があるという動機が

90％以上を占め、介護福祉士になりたいという直接的な動機は少ない。そのような気持ちでいる学

生にとって、保育士養成課程の２年分に値するほどの時間・単位数を１年課程で行うことに抵抗を

感じないわけがない。また、介護とは、できないことを手伝うことだと思っている。簡単に言えば、

歩けない人の移動手段として、車いすを提供し、車いすを目的地まで移動させることであると考え

ている。しかし、介護の勉強とは、人の生活や身体やこころのしくみ、生活に必要な法律・制度と

学生が考えていることよりも幅が広い。そのことを理解することに時間がかかり、学習のスタート

が遅くなることもある。平成 21 年度の学生の学習意欲や資格取得意欲などの低さが非常勤講師か

らも問題として浮上していたが、後になって考えれば、教育課程編成時の私たち教員側の検討不足

が招いた問題であったと思われる。平成 21 年度時点では、このことに気づけず、学生の学習意欲

の向上をどのようにさせていくかばかりを考えていたように思う。

　表４は、平成 21 年度の学習進度表である。平成 21 年度の教育課程編成時、前年度までと同じよ

うに実習時期を設定し、それに必要な知識や技術を学ぶことを考えた。しかし、前年度と今年度の

違いは、学ぶ時期や内容が各教科に分散したことによる普遍的な学びであった。また、同時期にほ

とんどの科目の授業が開始されている。そのことにより、これまではこの時期に理解できているは

ずのことがあやふやだったり、各教科でどの内容をどこまで教えるという、すりあわせができてい

なかったことが要因と考えた。何が問題であったのかを考えた結果、教科の学び方なのではないか

という結論に達した。

　この時、かなり学生を叱咤激励したが、その効果はほとんどなかった。期末試験でも卒業時共通

試験でも学生に求めるものは、変ることはない。これまでと同じものを求めることには、これまで

ずっと掲げてきた教育目標にもつながる。この年の卒業時共通試験の結果は過去５年間の中で一番

よい結果であった。この卒業時共通試験は、平成 12 年度から実施されているもので、全国養成校

の教育に統一性をもつ意味と聴いている。毎年、２月の第３水曜日に実施されているが、学生にとっ

て最後の試験・試練といえる。また、全国の養成校共通で行われる試験であることから、１年間の

教育がどうであったかを判断できる目安になると考えている。いわば、教員の通知表のようなもの

であり、教員にとっても１つの試練である。この後、修了認定がされると修了証書を手にすること

ができ、「介護福祉士」の登録手続きを行い、晴れて介護福祉士として社会へ出ていく。１年間で

の養成とは、とにかく１年間を全速力で走り抜ける感じで、そのスピードとスタミナを持続するこ

とは教員でも容易ではない。しかし、授業を開始したその日から学生をこちらのペースに乗せてい
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かなければ、１年間で介護福祉士の資格取得という結果は出せないのである。養成校卒業の介護福

祉士は、国家試験を受験していない・現場を知らないなどということをよく云われる。しかし、基

礎的な知識・技術をもっているからこそ介護は、科学的になるのである。科学的でなければ、これ

からの介護に更なる発展はない。そのためにも養成校卒業の介護福祉士は、大変貴重な存在となり、

その責任もこれまで以上に大きく・厳しくなる。それに勝ち残っていくためにも単なる知識・技術

だけでなく、気持ちの強さも求められる。当科での養成では、スピードとスタミナは最終的には気

持ちだけで繋がっていくほど、学生は追い込まれながら資格取得をしていく。修了生は、この１年

間をどこよりも勉強した、どこよりもきつい・厳しい、あっという間の１年間であったと言う。教

員のスピードとスタミナがどこまでもつかという問題もあるが、１年間の養成は、走り出したらす

ぐにトップスピードで走り続けるゴールの見えない 100m 走のように思える。

⑵　平成 22年度の教育課程

　昨年の反省点を踏まえ、教育課程を再編成した。「生活と福祉」は、領域「人間と社会」の各教

科に含めることとした。また、「介護の基本」を「介護の基本Ⅰ」「介護の基本Ⅱ」の２つにした。

｢ 介護総合演習 ｣ の中でこれまで行ってきた事例研究を「修了研究」として科目を起こした。「発

達と老化の理解Ⅰ」「発達と老化の理解Ⅱ」は「発達と老化の理解」の１つに編成した。この編成

により、授業時間数は 1,312 時間・56 単位となった。授業時間が少なくなった経緯は、前年の反省

点にあるが、国家試験受験に向けた教育課程を考えたときに２年養成課程と遜色ない教育課程を考

えるべきと思った。しかし、詰め込み式の授業を行っても、学生の学習意欲が高まることはなく、反っ

表４　平成 21 年度　学習進度表

領域 教育内容 科目
4 月 5 月 6 月 7 月 8 9 月 10 月 11 月 12 月 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

人間
と

社会
社会の理解

生活と福祉
社会保障制度
介護保険制度
障害者自立支援制度
介護実践に関する諸制度

介護

介護の基本 介護の基本

コミュニケーション技術
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ

生活支援技術
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ

介護過程 介護過程
介護総合演習 介護総合演習

介護実習
介護実習Ⅰ ☆

介護実習Ⅱ ☆

ここ
ろと
から
だの
しく
み　

発達と老化の理解
発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ

認知症の理解
認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ

障害の理解
障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ

こころとからだのしくみ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
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て意欲が低下していくばかりであった。１年養成課程の特色を踏まえた学生の学習意欲が高まるよ

うな教育課程の編成を考えるべきであると考えた。それは、学生にとって学びやすい教育課程でも

あると考えた。

　各領域で基礎となる教科から授業を開始し、徐々に応用する教科へと移行し、学生の学力と意欲

が高まっていくことを想定した。そこで、考えたのは、看護士養成課程で取り入れられていると

聴いた、集中的に授業を行い終了後すぐに期末試験を行い、単位を取得する方法である。当科は、

短期大学の専攻科であるため、15 回（週）の授業を行い試験を行う、半期制の授業方式であった。

これを昨年した結果が前述したことであるため、これを変える方法を模索した結果が、この方法で

あった。しかし、学生にとっては、メリットであり、デメリットであるようであった。1 つの教科

を 2 コマ続けて授業受ける。15 回（週）の授業が必要な教科の場合は、８回（週）で授業が終了し、

期末試験を受ける。短期集中型の授業は理解しやすい反面、何らかの事情で授業を欠席すると全く

分からない状況になる。また、授業が２コマ続きであるため授業の展開が速く、授業中に理解でき

ないことで躓くと残りの授業が理解できないまま終わってしまう。さらに、試験期間がないため、

いつも試験が気になってしまう。試験に合格できなければ、その後の身の振り方を考えなければな

らなくなるといったプレッシャーもかかる。学生が学びやすい方法といいながら、教員が考えただ

けの方法にしか学生は感じられなかったようであったが、少しずつ、この方法に慣れてくると授業

の聴き方や自己学習に工夫することができ、試験の結果によってその方法をまた工夫するといった

自分なりの理解の仕方ができていったようであった。この方法に慣れたのは、卒業時共通試験の頃

であったようで、努力を積み重ねる意味を実感したようであった。

　表５の学習進度表と表４の学習進度表を比較してみてほしい。表４の学習進度表では、各教科が

ほぼ同時に開始しされているが、表 5 の学習進度表では各教科の開始を前述したように工夫した。

例えば、「こころとからだのしくみⅡ」は、「こころとからだのしくみⅠ」が終了してから開始され、

後期半ばまで行われていた。しかし、この教科は、「生活支援技術Ⅰ・Ⅱ」や「障害の理解Ⅰ・Ⅱ」

などの基礎的な知識となるため、他の教科よりも先に学び、知識として持っていなければならない。

表４の学習進度表ではほぼ同時に開始されていたため、基礎的な知識がないまま応用する科目を学

んでいたことになる。知識・技術がない学生にとって、基礎的な科目と応用する科目を同時に学ぶ

ことは頭の中が混乱した状態になったと思われる。その中で学習意欲が高まらないことは必然と思

われるが、その時は理由が分かっていなかった。

　学習進度を見直したその結果や効果がすぐに見られたかどうかはわからないが、学習がはじまっ

た当初は、例年通り、学生の戸惑いは大きかったようだ。しかし、徐々に学習意欲は高まっていっ

たように思われる。１年養成のため、各学年の比較はできないが、毎年同時期に行われている卒業

時共通試験の結果は昨年よりもよい結果で過去最高であった。そのことから考えても学習意欲が高

まる教育課程を考えることは重要であるといえる。学習は学生が主体であると思うが、授業は学生

と教員が協同して作るものである。学生が積極的に授業に参加し、それを教員が受けてさらに内容

を深めることが学習意欲を高めることにも繋がっていくと考える。また、各教科間のつながりも持

たせながら総合的な学習ができるように各教科担当教員との連携を強めていくことも必要であると

思われる。
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⑶　平成 23年度の教育課程

　平成 23 年度の教育課程を編成するに当たっては、平成 22 年度の教育課程の成果をより高めてい

く方法を考えた。この教育課程を継続しながらも各教科間のつながりを強め、より総合的な学習と

なるようにと考えた。しかし、平成 23 年度の教育課程について分析する時に語らなければならな

いことがある。

　まず、3.11 東日本大震災である。

　当科も含めた本学では、その日入学予定者を集めてオリエンテーションを開いていた。オリエン

テーションがほぼ終了し、学生たちが帰宅を始めた時に地震が起こった。あの時の揺れはこれまで

に経験したことがなく、何が起きたのかまったく見当も付かなかった。また、余震が続き、普段と

は全く違う状況が続いた。全てのライフラインが止まり、生活自体ができない状況に私たちも混乱

に帰した。何もできない、どうしようもない状況に、本当に何もできずただ時間だけが過ぎていっ

た。本学の建物も一部損壊し、平成 22 年度の卒業・修了式を挙行することができなかった。１年

間の努力を称えることも、修了証書を手渡すことも、社会人になるはなむけの言葉を掛けることさ

え出来なかった。しかし、修了生たちは、それぞれの就職先でできることを遂行したという。それ

は、１年間で培った気持ちの強さなのではないかと思う。１年間努力をし続けた修了生の力が信じ

られるものになったと感じた。

　当科の建物は被害を免れたものの平成 23 年度を始めるのは簡単ではなかった。入学式・授業開

始は予定より１ヶ月弱遅れた。その分は１年間の中で取り戻せるものではなかったように今、感じ

ている。今回の震災は、東日本の養成校のどこでも経験したものであったが、１年養成課程の当科

表５　平成 22 年度　学習進度表
領域 教育内容 科目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

人間
と

社会
社会の理解

社会保障制度
介護保険制度
障害者自立支援制度
介護実践に関する諸制度

介護

介護の基本
介護の基本Ⅰ
介護の基本Ⅱ

コミュニケーション技術
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ

生活支援技術
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ

介護過程 介護過程
介護総合演習 介護総合演習

介護実習
介護実習Ⅰ ☆
介護実習Ⅱ ☆
修了研究

ここ
ろと
から
だの
しく
み　

発達と老化の理解 発達と老化の理解

認知症の理解
認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ

障害の理解
障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ

こころとからだのしくみ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
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で開始が 1 ヶ月弱遅れたことは、2 年養成課程の半年分の遅れに近いと思われる。学生にとっても

各家庭での状況が全く違い、震災後の体験に違いがあった。その心境の中で学習に集中できるはず

はなかった。いつ・どので・どのくらいの余震が起こるのかがわからない、またあの恐怖を味わう

のかと考えるだけで振えが来るほどの恐怖感は簡単に癒えることはなかった。教員である私たちで

さえもしばらくの間余震におびえ、精神的に不安定であったと思われる。しかし、授業は開始しな

ければならない。しばらくの間余震が起きた時の避難・学外での避難を指示することから始めた。

そんな状況の中で、学習意欲が高まる所ではなく、学生の意欲を引き出すことも出来なかった。し

かし、どんなときでも当科の教育目標を変えることはない。いくら考えても時間は取り戻せない。

ここで１ヶ月の遅れをどのように取り戻すのかを考えることより、いつも通り、教育をしていくし

かないという結論に達した。

　平成 23 年度の教育課程は、平成 22 年度と同じとし、予定していた教育課程を１ヶ月遅らせて開

始した。介護実習Ⅰの時期だけ２週間遅らせ、それまでに学んでおく必要がある基礎的な知識・技

術を中心に開始したが、いつも通りにといっても、いつも通りとは行かないことばかりであった。

例えば、実習を２週間遅らせることは、いつも通りの時期ではない。しかし、教員である私たちだ

けがいつも通りを求め、学生にとっては初めての授業を「このぐらいわかっているはず」と思い込

んでいた。さらに、いつも通りであれば８月１週目に期末試験や通常授業が終了し、2 週間程度の

少ない夏休みがあって、３週間の介護実習Ⅱが始まる。今年は８月３週目まで授業を行い、各教科

の試験は、できるときに行うこととした。前期内に行えた教科もあるが、後期開始されてから行う

表６　平成 23 年度　学習進度表

領域 教育内容 科目
4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

人間
と

社会
社会の理解

社会保障制度
介護保険制度
障害者自立支援制度
介護実践に関連する諸制度

介護

介護の基本
介護の基本Ⅰ
介護の基本Ⅱ

コミュニケーション技術
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ

生活支援技術
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ

介護過程 介護過程
介護総合演習 介護総合演習

介護実習
介護実習Ⅰ ☆
介護実習Ⅱ ☆
修了研究

ここ
ろと
から
だの
しく
み　

発達と老化の理解 発達と老化の理解
認知症の理解 認知症の理解Ⅰ

認知症の理解Ⅱ
障害の理解 障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ
こころとからだのしくみ こころとからだのしくみⅠ

こころとからだのしくみⅡ
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しかない教科もあった。夏休みは、３週間の介護実習Ⅱが始まる前の３日間しかとれなかった。今

年は昨年同様に猛暑日が続いた。その中で「節電」がうたわれ、学生もその意識が高く、多少暑い

くらいではエアコンをかけずに過ごした。教員がエアコンをかけるように指示をする日が何日も

あった。そのような中で連日の疲労と自分たちがやらなければならない実習や理解しなければなら

ない膨大な知識・技術に学生はすでに精根尽き果てたようであった。それでも誰も弱音を吐くこと

なく、やらなければならないことを学生のペースであったが、１つずつ取り組んでいった。それを

支えるはずの教員が、いつも通りでないのに、いつも通りを求めていたように思う。毎年同じこと

を繰り返しているつもりはないが、慣れとは本当に怖いものであると痛感した。学生の学習意欲や

資格取得意欲には、教員のモチベーションが大きく関係することも実感した。今年度はまだ教育中

であるため、前期までの分析しか出来ないが、前述した問題により、学生にとって学びやすい教育

課程では全くなかったといわざるを得ない。このことは震災のせいではなく、そのことから学生に

とっての学びやすい教育課程を考えるよりも１年間で養成する教育課程を考えていたからであった

と思う。自分たちも冷静に考えることができなかった・時間に限りがあったとしても、もっと検討

すべきであったと反省するばかりである。

　今年のような環境の中で、必死に学び、資格取得のために懸命に努力している学生の姿は、例年

と変らない。この努力が昨年を越えるかもしれないと期待せずにはいられない。最近の学生はとよ

く耳にするが、それでも持っている力・身についた力で頑張っていると思う。それはいつの時代も

同じことなのではないかと思う。持っている力は昔より弱いのかもしれないが、やっぱり、学生の

力は無限大なのである。

　もう１つの語らなければならないことは、当科が養成を修了することである。平成２年から養成

を始めてから定員割れが多く、いよいよ来る日が来てしまった。ここ数年は、様々な社会情勢によ

り、進学希望者はいても、実際の進学者は少なくなっていた。表７は過去５年間の入学者数である。

この状況をみれば、一目瞭然である。しかし、この状況は当科だけではない。全国の養成校がこの

状況である。

　介護人材は社会から求められているのに、養成校はどこも定員割れしているこの矛盾はいったい

何なのだろうと疑問に思うが、これが日本の介護の現状なのだろう。当科もその時代の波を越える

ことは出来なかった。しかし、これまで修了生が積み重ねてきた伝統が継承できないことは当科だ

けの問題ではない。茨城県内には最大で 10 校あった養成校が当科が閉科すると５校にまで減少す

る。これは、茨城県の今後の介護を考えると単なる養成校だけの問題ではないといえるのではない

だろうか。養成校卒業の介護福祉士数が半減することになり、ますます介護人材不足になるのであ

る。しかし、この現状を変えることは簡単ではない。厚生労働省は、養成校卒業生の国家試験受験

を平成 24 年度からとしていたものを平成 27�年度からに引き伸ばした。これは、介護福祉士養成

校からの要請ではなく、他の協会からの要請により引き伸ばされたものであり、団体の力が弱いこ

表７　平成 19 年度～平成 23 年度入学生
平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平均

人 数 17 人 ９人 ７人 13 人 8 人 10.8 人
定員充足率 85％ 45％ 35％ 65％ 40％ 54％
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とを物語っている。これでは、介護福祉士の社会的地位も危ういといわざるを得ない。この状況では、

現場で何の教育も受けない介護福祉士が今後も多数誕生していくこととなり、介護福祉士の質の向

上はなかなか図れないものと考える。現場で働く介護職が介護福祉士を目指すことはすばらしいこ

とであり、これまでの日本の介護を支えてきたことには、同じ介護福祉士として賞賛するが、やは

り科学的な介護を展開するためには、教育は重要であると考える。これは、10 年後、20 年後の日

本の介護を大きく左右する問題である。その時が来てみないことには答えはわからないが、大きな

問題となっていないことを願うばかりである。

　当科の養成修了は学生にとっては全く関係ない問題であるが、教員である私たちにとってこの決

定は時間が経っても全く受け入れられないことであり、修了生にも半年以上言えずにいた。修了生

の反応は大きく、何とか養成の継続はできないのかといった声や受け入れることができないといっ

た声が多く寄せられた。この声を何とか形にできないかと修了生間で活動中であるが、私達のモチ

ベーションを上げることも難しい状況で教育を開始することは、自分たちも経験したことがない、

どうすることもできない無力感・空虚感で自分たちを追い詰めていくことになったと思う。だから

といって現学生に対する養成の目標を変えるわけではない。むしろ最後の修了生を送り出すまで、

「質の高い介護福祉士の育成」を続ける気持ちには変わりはない。

５．３年間の取り組みから

　３年間の取り組みから１年養成課程の教育課程について考えてみると、２つのことが考えられる。

まず１つ目は、今回当科が取り組んだように何らかの工夫が必要と思われる。１年養成課程の特色

を生かすこと、学生の学びやすい方法を考えることにより、現在よりも学生の学習意欲も学習の効

果も上がると思われる。さらに、単なる知識と技術の理解ではなく、知識と技術をどの場面でどの

ように使うのかといった判断や介護を必要としている人の望んでいる生活のために知識と技術を使

う応用ができるようになると考える。介護は人によって代わっていくものであるが、それが現実に

できるようになれば、現在の多用なニーズにも応えていくことが出来るようになると考える。その

ことが介護が科学的になるということなのではないだろうか。

　２つ目として、平成 27 年度から開始される養成校卒業生の国家試験受験のことである。３年後

のことであるが、その準備はすでに始まっていなければならない。当科がこの取り組みを始めたきっ

かけは、そこにあった。その挑戦すらできずに、修了することになってしまったことが、残念でし

かたがない。今後、国家試験の合格率が各養成校の存続に大きな課題となると考える。しかし、現

在の養成課程は、２年養成課程も４年養成課程もある。国家試験受験は、１年養成課程では不利と

いわざるを得ない。しかし、同じ養成課程で教育されている以上、条件は同じである。同じ国家試

験で結果を出すための方法を見つけるしかない。１年養成課程の中で、国家試験の受験勉強をして

いる時間を取ることは難しいことであるが、その時間を繰り出さなければ合格は難しい。１年養成

の中で指定されている時間は、1,155 時間である。１日５コマの授業を行うと、１週間で 20 ～ 25

コマの授業ができる。１ヶ月では、90 ～ 112.5 コマの授業ができる。１年養成課程では 465 コマの

授業が行われることになるが、１ヶ月 90 コマの授業を行うこととして計算すると、5.2 ヶ月かかる

ことになる。約６ヶ月である。この他に実習や試験期間などを加えると約８ヶ月かかる。当科の授

業及び実習等にかかる時間は現在８ヶ月である。４月に養成を開始し、８ヶ月経つと 11 月になる。
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それから１月末の国家試験まで２ヶ月しかない中での受験勉強では、もう少し時間がほしいところ

であるが、１年養成課程ではこの時間が限界であろう。この２ヶ月をどのように活用するのかが、

重要になる。現在、当科は養成校卒業時共通試験のための勉強を 11 月から取り組ませている。11

月に過去の国家試験問題を購入させ、勉強するように話しているが、実質取り組み始めるのは１月

になっていると思われる。そこから勉強して何度か模擬試験を行うなどの取り組みを独自で行って

いるが、これでかなりの成果が挙げられている。これは、当科での取り組みであって、各校で同じ

効果になることではないと思われるが、１つの例と考えてもらえれば幸いである。各校で独自の受

験勉強法を考案し、何らかの取り組みを行うべきと考える。その取り組みが更なる介護福祉士の養

成のあり方につながっていくと考える。

６．おわりに

　今回、取り組んだことをまとめるに当たって、取り組み事体は十分ではないし、今年度の取り組

みはまとめられる状態ではない。もう少し取り組んでからまとめることがよいことであるし、そう

したかったということが本音であるが、当科は今年度で修了するため、途中であるがまとめること

とした。それでも学生の学びやすい教育課程という視点で、１年間の養成の時間の使い方や授業の

順番など様々なことを考えてみた。その根底にあるのは、介護福祉士の活躍は本来のものでないと

いう現状からの思いである。

　介護の職場には、介護福祉士・ホームヘルパー１・２級・無資格者という様々な人が働いている。

資格を持っていることで、介護の質が充実することはないと思うが、知識や技術を持っていない人

が、利用者からお金を貰って介護を提供していることに矛盾を感じるのは私だけだろうか。家族で

精一杯介護をしてきたがやむを得ない事情により、介護サービスを利用する。それまで知識・技術

をもたない家族が懸命に介護してきた大切な家族をプロの介護者に任せると一般的には考えるだろ

う。しかし、介護のプロの基準はどこにあるのだろうか。私は、介護福祉士を当科で取得した。介

護の現場では資格を取得したからといって全てのことに対応できたわけではない。毎回、自分の知

識・技術でよいのか、もっと違う方法はないかと調べたり、周りの職員とカンファレンスをして対

応してきた。それでもその方法が正しかったという確証はないが、その時々に考えられる方法を考

えぬいて対応してきたと思っている。知識・技術とは必要なときにすぐに使えるものでなければな

らないと思うし、使い方を間違えれば取り返しの付かないことにもなるものである。知識・技術を

持つことに、責任がかかっているのだと思うが、そこにプロの基準があるのだと考える。さらに、

資格を持っているものには、その知識・技術をより高めていくことや今後の介護に新しい提案がで

きるような研究をすることも科せられていると思う。今後の介護は私たちが行う介護で決まってい

く。制度や法律は国が決めるが、実際の介護方法は机の上では決められない。介護福祉士としてもっ

と研鑽を重ね、今後の介護を引っ張っていく存在こそが今の介護現場には必要なのではないかと考

える。

　介護の現場が今後どのように変っていくのかは想像することも難しいが、家族や本人のニーズを

困難事例などと称していては、介護に未来はない。一人ひとりが違う考えを持っている・望んでい

ることは介護の現場だけの話しではない。人の生活そのものが違うものであることからそのことは

当然のことなのである。その一人ひとりのニーズにこたえていくからこそその人の生活が満たされ
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ていくのである。介護とはできないことを手伝うことでも、生活動作を補佐することでもない。介

護とは、その人の望む生活ができるようにその手段を考え、その人本人が選択できるように方法を

提示し、選ばれた方法で援助を行うことである。３年間の取り組みは、当たり前のことが当たり前

になるようにと取り組んだことであった。今後の介護福祉士の養成がどのように行われていき、ど

のような介護を提供していくようになるのかを違った視点から見ていこうと思う。

引用文献
1　�社団法人日本介護福祉士養成施設協会　「介護福祉士法等の一部改正に伴う「介護福祉士養成課程の見直し

について」の説明会資料　P.3・4

参考文献
1　�社団法人日本介護福祉士養成施設協会　「介護福祉士法等の一部改正に伴う「介護福祉士養成課程の見直し

について」の説明会資料
2　社会福祉法規研究会編　「平成 24 年版社会福祉六法」　新日本法規　2011 年
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Key words；アメリカ公共図書館、女性図書館員、メアリー・ユートピア・ロスロック

要旨（要約）；

　1890 年代以降になると、アメリカにおいて公共図書館の整備は進んでいったが、南部地域は北

部地域に比べると、図書館の整備がなかなか進まない状況にあった。本稿は、南部地域の公共図書

館の取り組みが遅滞していた背景を明らかにするため、南部地域の図書館の状況を概観した上で、

南部で活躍したメアリー・ユートピア・ロスロック（Rothrock, Mary Utopia）という女性図書館

員の思想と活動に焦点をあて、南部の図書館が遅滞した要因に対し彼女がどのように立ち向かった

のかを検討した。その結果、南部地域の公共図書館整備が遅滞した背景には、多くの保守的な図書

館員の存在とそれに対抗する女性図書館員の存在があったことが明らかになった。この女性図書館

員の思想と活動は、やがて南部地域の公共図書館整備へ繋がる素地となった。

１．はじめに

　現在公共図書館は、インターネットを通じた図書館サービスに取り組みはじめている。インター

ネット上におけるサービスも含めて、公共図書館のサービスの多くは、利用者の個別的な属性やニー

ズにとらわれない貸し出しや読書会などが中心であった。その一方で、公共図書館は個別の利用者

の属性やニーズに対応するサービスとして、マイノリティに対するアウトリーチサービスにも取り

組んできた。

　19 世紀末からアメリカの公共図書館のマイノリティに対するサービスが北部地域において発展

した要因には、活動を積極的に取り組んだ人物の存在（内在的要因）とそれを支えた外部資金（外

在的要因）があった。その一方で、南部地域の公共図書館の活動は遅滞していた。南部地域の公共

図書館のマイノリティに対する取り組みが遅滞していた背景を明らかにするためには、何らかの要

因とその変革に取り組んだ人物の思想を探ることで、南部地域の公共図書館が置かれた状況を把握

する必要がある。

　前述の課題を踏まえ本稿は、南部地域の公共図書館の状況を概観した上で、南部で活躍したメア

リー・ユートピア・ロスロック（Rothrock, Mary Utopia）という進歩的な女性図書館員の思想と

活動を通し、南部の公共図書館が遅滞した要因に彼女がどのように立ち向かっていったのかを明ら

かにすることを目的とした。

　本稿では、南部地域の公共図書館の状況を概観し、ロスロックの思想と活動を検討するため、彼

女がLibrary Journal やBulletin of American Library Association に執筆した記事や ALA アーカ
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イブズ文書（イリノイ大学所蔵）などから分析を行った。

２．南部地域の図書館状況

　歴史的にみてアメリカ南部地域の図書館は北部地域の図書館に比べて、整備がなかなか進まない

状況であった。南部の図書館が発展しない背景に、⑴温暖な気候、⑵南北戦争と再建期以来の貧困、

⑶政府によるパターナリズムの忌避、⑷読書よりも話すことを好む、⑸読書行為を促すことが十分

でないとの理由が指摘されている１。

　特に、深南部（Deep South）の公共図書館は、1895 年まで白人向けの図書館さえ存在していな

かった。南部の黒人向けの図書館は、20 世紀に入ってようやく整備がはじまったのである。1903 年、

初めての本格的な黒人専用の図書館であるノースカロライナ州シャーロット黒人パブリックライブ

ラリー （Charlotte Public Library for Colored People）が設置された。さらに、1905年にケンタッキー

州ルイビルパブリックライブラリー（Louisville Free Public Library）の分館として黒人用分館な

どが設置された。1916 年８月、ノースカロライナ州ダーラムにおいてビジネスで成功した黒人に

よるダーラム黒人ライブラリー（Durham Colored Library）が開館した。1917 年６月以降、この

図書館は市当局から月 30 ドル支弁された２黒人向けの公共図書館であったが、専任の図書館員を

雇うのもままならず、厳しい運営を迫られていた３。

　南部の図書館状況調査は何度か行われ、そこからは南部の黒人に向けた図書館の設置はなかなか

進んでいない状況が明らかにされた。さらに設置されても黒人向け図書館は、厳しい運営状況の場

合が多かった。

　1920 年代以前から、アメリカ図書館協会（American Library Association：ALA）のカンファ

レンスにおいて、図書館エクステンションの取り組みが報告されてきた。そこでは、主に北部の公

共図書館の取り組みを中心に、巡回文庫、自動車図書館、配本サービス、分館設置など多様な方法

で図書館エクステンションを推進していたことが報告された。また北部の大都市図書館では、図書

館サービスの対象者として白人と黒人４とを区別することなくサービスが行われていた。その一方

で、黒人に対するサービスは、南部の地域特有の問題と考えられることが少なくなかった。そのた

め、公民権運動の高まる 1960 年代に入るまで、アメリカ図書館界全体で黒人に対するサービスを

取り組むことを避ける傾向にあった。

　アメリカ図書館協会は、全米図書館の課題を議論する場として適していたが、南部のような地域

特有の課題を全体で話し合う場には向いていなかった。南部の図書館員は、南部地域の図書館問題

を議論する場を必要としていた。1920 年６月アメリカ図書館協会コロラドスプリングカンファレ

ンスに参加した南部の図書館員らは、南部の図書館問題を話し合う場を設けることを決定した。同

年 11 月にテネシー州シグナルマウンテンで初めてのカンファレンスが行われ、以後２年ごとに南

部各地でカンファレンスが開催された。同カンファレンスは、南東部の図書館が抱える問題を議論

し、図書館の発展を促進することを目的とした。さらに黒人の図書館サービスと黒人図書館員の養

成についての議論も行われた５。

３．Rothrock, Mary Utopia の図書館サービス思想

３．１　Rothrock, Mary Utopia（1890-1976）の略歴
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　メアリー・ユートピア・ロスロック（図１）は、1890

年９月 19 日テネシー州トレントン（Trenton） で長老教会

の牧師の父 Rothrock, John Thomas と母 Rothrock, Utopia 

Ada Harron のもとに誕生した。彼女は、ほとんど女性

を受け入れていなかった南部のヴァンタービルト大学

（Vanderbilt University）で学び、1911 年学士号、1912 年

修士号を取得した。1912 年から 1914 年にかけて、ニュー

ヨーク州図書館学校に通い司書の専門的知識を身につけ

た。テネシー州では、女性参政権も認められていない時期

であり、女性の社会進出がようやく進み始めた時期であっ

た。そうした状況で大学で学び、図書館学校で専門的知識

を身につけた彼女は、進歩的な図書館専門職へとなっていった。

　ニューヨーク州からテネシー州へ戻った彼女は、メンフィスのコジットライブラリー（Cossit 

Library）の貸し出し部門長に就任した。その後、1916 年からテネシー州ノックスカウンティ（Knox 

County）ノックスヴィル（Knoxville）にあるローソンマクギーライブラリー（Lawson McGhee 

Library）の館長を 1934 年まで務めた。館長在任中に彼女は、黒人に対する図書館サービスの拡充

に取り組んだり、南東部諸州の図書館サービスの発展についての構想を発表したりするなど図書館

を変えるための行動を積極的に行った。

　1933 年秋から彼女は、テネシー川流域開発公社（Tennessee Valley Authority：TVA）の図書

館顧問として関わり始めた。1934 年 10 月１日に正式な図書館統括者として任命された。ロスロッ

クは、テネシー川流域開発公社が活動する地域で新設される図書館を足がかりに以前構想した南部

図書館の発展を実現するべく取り組んだ。その中には、黒人に対する図書館サービスの拡充に向け

た取り組みも含まれていた。彼女が図書館統括者を退任した 1948 年までに、彼女の目指した取り

組みはある程度成功を収めた。ロスロックは、図書館統括者として活躍する一方で、1946 年から

1947 年にかけてアメリカ図書館協会の会長を務めるなど図書館界の中心的な人物になっていった。

　1949 年、彼女は再びローソンマクギーライブラリーを包括するノックスカウンティパブリック

ライブラリー（Knox County Public Library）の館長となり、1955 年まで務めた。その後、1976

年１月 30 日に亡くなった。同年には、アメリカ図書館協会冬季大会協会で名誉会員に推挙された。

３．２　Rothrock, Mary Utopia の黒人サービス論

　ローソンマクギーライブラリーの館長であったロスロックは、アメリカ図書館協会のカンファレ

ンスに参加し、その場で黒人に対するサービスの推進を主張した。1921 年アメリカ図書館協会ス

ワンスコットカンファレンスの黒人ラウンドテーブル（Work with Negro Round Table）において、

ロスロックは図書館理事会に黒人が入ることの難しさを指摘する発言を行った６。

　1922 年のデトロイトカンファレンスの黒人ラウンドテーブルで、ロスロックは「黒人に対応す

る職員が考え、傾聴し、発言を控えよと助言した。一般原則は各地の状況に応じて修正されなけれ

ばならない。黒人は、ひとしい機会を与えられ、多数派を占める白人から寛大に扱われるに値する。

図書コレクションは、実際の利用を最優先するとともに、白人の図書コレクションに比して劣って

図１．メアリー・Ｕ・ロスロック
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はならない。図書館施設も立派で、予算も潤沢でなければならない。多数決の原則から、白人が統

制権をもち、協働の精神で現実問題に対処しなければならない。黒人による黒人諮問委員会は、承

認できない」７との考えを表明した。

　翌 1923 年ホットスプリングカンファレンスの黒人サービスラウンドテーブルでは、黒人に対す

るサービスが議論された。ロスロックは、「南東部の図書館の発展」８と題して報告を行った。その

なかで、彼女は南部の図書館の遅滞が「広大な地理的空間と都市がないこと、弱い経済力」に起因

すると指摘した。そして、黒人に対する図書館サービスについて、南部では白人の統制の下で黒人

に特別なサービスをすることが一般的な状態となる点や黒人のサービスはその要求に応じて進展す

る点を予見した。

　一方で、ロスロックは黒人の問題は地方的なものであり、南部は南部独自の方法で解決しなけれ

ばならないとも主張した９。しかし、ロスロックの考えはアメリカ図書館界の主流であった考え方

と同じで黒人に対するサービスを南部という地方の問題として捉え、直接関わらないという姿勢で

あった。納税状況に応じて、納税額の多い白人のための図書館を整備すべきとの考えが支配的であっ

た南部地域の公共図書館で、ロスロックの考えは 1960 年代以降のアウトリーチサービスを先取り

する進歩的思想であった。ロスロックの思想は、当時の主流であった考え方と逆行した思想であっ

たため、アメリカ図書館協会エクステンション委員会において彼女の示唆が紹介されたものの10、

広く受け入れられることがなかった。

　ロスロックは発言をするだけでなく、ノックスヴィルやテネシー川流域開発公社の図書館整備の

なかで黒人に対する図書館サービスの拡充を図る活動を積極的に行った。

３．３　Rothrock, Mary Utopia の資料提供論

　ロスロックの図書館サービスに対する考えを顕著に表すものとして、資料の提供に関する考えが

あった。彼女は、図書館員が提供する図書をむやみに制限するべきでないとの考えの持ち主であっ

た。

　彼女は「私は自らの確信をあえて表明する。図書館員は成人教育において検閲者の立場でない。

すなわち、図書館員は成熟した読者に対して道徳的影響を懸念することを理由に図書館の蔵書を排

除することが主たる関心事であってはならない」11 との考えを表明した。そして、検閲者として機

能する図書館員の理論は、一定の基準で不道徳性を判断できるという考えが背景にあると彼女は指

摘した。そして、彼女は小説が真実ではなく、受け止め方は人によって違うこと、出版状況によっ

て人々が求める図書が変化することにより、一律の基準がそぐわないことを暗に示唆した。ロスロッ

クは、「図書館の機能はあらゆる人々に即した図書を届けることである」12 との文言を主張し、多様

な利用者、多様な読者、多様な資料の容認を主張したのである。彼女の考えは、黒人を含めたマイ

ノリティをも含めた考え方であった。1920 年代前半、ロスロックの考えに反する意見が存在して

いた。議論を呼ぶなかで、ロスロックの考えがアメリカ図書館界の共通認識となるまでには時間を

要した。

４．考察

　南部地域の公共図書館整備が遅滞した背景には、環境的要因、社会経済的要因など様々な要因が
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存在した。その要因のひとつに図書館に対する保守的な考えや図書館員の存在があった。ロスロッ

クがマイノリティに対する図書館サービスの拡充を重視する思想や利用者のニーズにあった資料を

提供するべきとの思想は、保守的な図書館思想に抗するものであった。ロスロックは、ローソンマ

クギーライブラリーやテネシー川流域開発公社の図書館活動において、図書館サービスを享受して

いない人々に対するサービス提供の取り組みを行った。その中には、南部地域で十分な図書館サー

ビスを享受できずにいた黒人も対象に含めて活動を行った。こうした女性図書館員の思想と活動は、

連邦政府による WPA や TVA といった補助金政策の導入や黒人への対応の変化のなかでやがて南

部地域の図書館整備へ繋がる素地となっていった。

５．おわりに

　今後は、ロスロック以外の女性図書館員の思想と活動を調査し、ロスロックの考えとの関係を検

討する必要がある。また、アメリカ南部地域の図書館が取り組んだマイノリティに対する図書館サー

ビス状況を現地の史料に基づき調査し、図書館サービスが発展した要因、阻害要因をより明確にす

ることを課題としたい。
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